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このたびは、 「FOMA UM01-HW」 をお買い上げいただきま し て、 ま こ とにあ りがと う ございます。

ご利用の前に本取扱説明書およびその他のオプシ ョ ン機器に添付の取扱説明書をよ く お読みいただき、 正し く お使

い く だ さい。

●本装置は無線を利用し ているため、 電波の弱い と こ ろおよびサービスエ リ ア外ではご使用になれません。 また、

高層ビル・マンシ ョ ンなどの高層階で見晴ら しの良いと こ ろであっ ても ご使用になれない場合があ り ます。なお、

電波の特性上、 本装置の受信レベルが普通で移動せずに使用し ている場合で も通信が切れる こ とがあ り ますの

で、 ご了承 く だ さい。

●本装置は電波を利用し ている関係上、 第三者によ り通信を傍受されるケースも ないとはいえません。 しかし、 W-

CDMA方式およびGSM/GPRS方式はすべての通信について秘匿処理を し ていますので、 第三者が傍受し た と し て

も、 意味が不明なデータ と な り ます。

●本装置は無線による通信を行っ ている こ とから、 電波状態の悪いと こ ろへ移動するなど、 送信されてきた信号を

正確に復元できない場合には、 実際の送信内容と異なって受信される場合があ り ます。

●本装置の誤動作、 不具合、 あるいは停電時などの外部要因によ っ て、 通信などの機会を逸し たために生じ た損害

などの純粋経済損失については、 当社は一切その責任を負いかねますので、 あらかじめご了承 く だ さい。

●本装置をお使いになる前に、 本書および 「FOMA ユビキタ スモジュール® （FOMA® UM01-HW） 組込ガイ ド ラ イ

ン」 をよ く お読みいただき正し く ご使用 く だ さい。

なお、 本書に記載し ている内容は2012年5月現在の情報です。

改版は別途、 担当営業よ り ご連絡させていただきます。

なお、 その他技術資料につきま し ては、 ユビキタ スモジュールWebサイ ト 「UMテ クニカルサポー ト 」 にございま

すので、 ご参照 く だ さい。

　 　 http://www.docomo.biz/html/service/module/support/

●本装置のソ フ ト ウ ェ アの更新はFOMAネ ッ ト ワーク を利用し て行います。本装置をご利用いただ く にあた り、必ず

正常にソ フ ト ウ ェ ア更新が完了するよ う 外部装置の設計を行っていただ く 必要があ り ます。

●本装置は付属品を含め、 改良のため予告な く 装置の全部または一部を変更する こ とがあ り ますので、 あらかじめ

ご了承 く だ さい。

この 「FOMA ユビキ タ スモジ ュール® （FOMA® UM01-HW） 取扱説明書」 の本文中においては、 「FOMA UM01-HW」

を 「本装置」 と表記させていただいてお り ます。 あらかじめご了承 く だ さい。

本装置のご使用にあたって
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●「FOMA」 「FOMA ユビキタ スモジュール」 および 「FOMA」 ロゴはNTT ド コ モの商標または登録商標です。

●Microsoft®、 Windows®、 Windows Vista®は、 米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標また

は登録商標です。

● その他、 本書に記載し ている会社名、 商品名は、 各社の商標または登録商標です。

●Windows Vistaは、 Windows Vista® （Home Basic、 Home Premium、 Business、 Enterprise、 Ultimate） の略です。

●Windows XPは、 Microsoft® Windows® XP Professional operating systemまたはMicrosoft® Windows® XP Home Edition

operating systemの略です。

●Windows CE 5.0は、 Microsoft® Windows® CE Version5.0の略です。

●Windows Embedded CE 6.0は、 Microsoft® Windows® Embedded CE Version6.0の略です。

登録商標 ・ 商標について

Licensed by QUALCOMM Incorporated under its essential patents of CDMA/W-CDMA field.

Windowsの表記について
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● ご使用の前に、 この 「安全上のご注意」 をよ く お読みいただき正し く ご使用 く だ さい。 また、 お読みになった後

は大切に保管し て く だ さい。

● こ こに示し た注意事項は、 お使いになる人や、 他の人への危害、 財産への損害を未然に防ぐための内容を記載し

ていますので、 必ずお守り く だ さい。

■次の表示の区分は、 表示内容を守らず、 誤った使用を し た場合に生じ る危害や損害の程度を説明し ています。

■次の絵表示の区分は、 お守り いただ く 内容を説明し ています。

安全上のご注意 （必ずお守り く だ さい）

危険 この表示は、 取り扱いを誤った場合、 「死亡または重傷を負う危険が切迫し て生じ る
こ とが想定される」 内容です。

警告 この表示は、 取り扱いを誤った場合、 「死亡または重傷を負 う 可能性が想定される」
内容です。

注意 この表示は、 取り扱いを誤った場合、 「傷害を負う 可能性が想定される場合および物
的損害のみの発生が想定される」 内容です。

禁止 （し てはいけないこ と） を示し ます。

分解し てはいけないこ と を示し ます。

水がかかる場所で使用し た り、 水に濡ら し た り し てはいけないこ と を示し ます。

指示に基づ く 行為の強制 （必ず実行し ていただ く こ と） を示し ます。
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危険
火のそば、 直射日光の当たる場所、 炎天下の車内などの高温の場所で使用、 保管、 放置し ないで く だ さい。
火災、 やけど、 けがの原因と な り ます。

電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器に入れないで く だ さい。
火災、 やけど、 けが、 感電の原因と な り ます。

分解、 改造を し ないで く だ さい。
火災、 やけど、 けが、 感電の原因と な り ます。

水や飲料水、 ペ ッ ト の尿などで濡ら さ ないで く だ さい。
火災、 やけど、 けが、 感電の原因と な り ます。

警告
強い衝撃を与えた り、 投げ付けた り し ないで く だ さい。
火災、 やけど、 けが、 感電の原因と な り ます。

本装置のコネク タに導電性異物 （金属片、 鉛筆の芯など） を接触させないで く だ さい。 また、 内部に入れな
いで く だ さい。
火災、 やけど、 けが、 感電の原因と な り ます。

使用中に、 布団などで覆った り、 包んだ り し ないで く だ さい。
火災、 やけどの原因と な り ます。

ガソ リ ンス タ ン ド など引火性ガスが発生する場所では使用し ないで く だ さい。
ガスに引火する恐れがあ り ます。

使用中、 保管時に、 異臭、 発熱、 変色、 変形など、 いままで と異なる と きは、 直ちに本装置の電源を切って
く だ さい。
火災、 やけど、 けが、 感電の原因と な り ます。

航空機内や病院など、 使用を禁止された区域では、 本装置の電源を切っ て く だ さい。
電子機器や医用電気機器に悪影響を及ぼす原因と な り ます。 また、 自動的に電源が入る機能を設定し ている場合は、 設

定を解除し てから電源を切って く だ さい。 医療機関内における使用については各医療機関の指示に従って く だ さい。 ま

た、 航空機内での使用などの禁止行為を し た場合、 法令によ り罰せられます。

医用電気機器などを装着し ている場合は、医用電気機器メ ーカ も し く は販売業者に、電波による影響につい
てご確認の上ご使用 く だ さい。
医用電気機器などに悪影響を及ぼす原因と な り ます。

本装置の取り扱いについて



'12/5 第4版

5

高精度な制御や微弱な信号を取り扱 う電子機器の近 く では、 本装置の電源を切っ て く だ さい。
電子機器が誤動作するなどの悪影響を及ぼす原因と な り ます。

※ご注意いただきたい電子機器の例

補聴器、 植込み型心臓ペース メ ーカおよび植込み型除細動器、 その他の医用電気機器、 火災報知器、 自動ド ア、 その

他の自動制御機器など。 植込み型心臓ペース メ ーカおよび植込み型除細動器、 その他の医用電気機器をご使用される

方は、 当該の各医用電気機器メ ーカ も し く は販売業者に電波による影響についてご確認 く だ さい。

本装置の外部装置への取り付けは、 金属製のスペーサを使用し、金属などの熱が伝わりやすいものに取り付
ける と と もに、 本装置の温度上昇を考慮の う え熱対策を講じ るよ う に し て く だ さい。 また、 本装置を組み込
んだ機器をご利用の方が、 本装置 （本装置の温度上昇に伴い温度が高温になる部位を含む） に直接触れる こ
とがないよ う に設計し て く だ さい。
通信状態によ っては本装置が高温と な り、 発火、 やけどその他の事故の原因と なる恐れがあ り ます。

注意
ぐ らついた台の上や傾いた場所など、 不安定な場所には置かないで く だ さい。
落下し て、 けがの原因と な り ます。

湿気やほこ りの多い場所や高温になる場所には、 保管し ないで く だ さい。
火災、 やけど、 感電の原因と な り ます。

一般のゴ ミ と一緒に捨てないで く だ さい。
発火、 環境破壊の原因になる こ とがあり ます。 不要と なった本装置は、 当社窓口にお持ちいただ く か、 回収を行ってい

る市町村の指示に従って く だ さい。

本装置に給電し た状態で、 コネク タおよびアンテナケーブルの挿抜を行わないで く だ さい。
故障の原因と な り ます。

子供が使用する場合は、 保護者が取り扱いの方法を教えて く だ さい。 また、 使用中においても、 指示どお り
に使用し ているかをご確認 く だ さい。
けがなどの原因と な り ます。

自動車内で使用する場合、自動車メ ーカ も し く は販売業者に、電波による影響についてご確認の上ご使用 く
だ さい。
車種によ っては、 まれに車載電子機器に悪影響を及ぼす原因と な り ますので、 その場合は直ちに使用を中止し て く ださ

い。

乳幼児の手の届かない場所に保管し て く だ さい。
誤って飲み込んだ り、 けがなどの原因と な り ます。

本装置の取り扱いについて （続き）
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注意
ド コ モUIMカー ド を取り外す際は切断面にご注意 く だ さい。
けがの原因と な り ます。

■本記載の内容は、 「医用電気機器への電波の影響を防止するための携帯電話端末等の使用に関する指針」 （電波環

境協議会） に準拠し たものです。

警告
医療機関の屋内では次のこ と を守って使用し て く だ さい。
･ 手術室、 集中治療室 （ICU）、 冠状動脈疾患監視病室 （CCU） には本装置を持ち込まないで く だ さい。

･ 病棟内では、 本装置を使用し ないで く だ さい。

･ ロビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、 本装置を使用し ないで く だ さい。

･ 医療機関が個々に使用禁止、 持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、 その医療機関の指示に従って く だ さい。

満員電車の中など混雑し た場所では、付近に植込み型心臓ペース メ ーカおよび植込み型除細動器を装着し て
いる方がいる可能性があ り ますので、 本装置の電源を切っ て く だ さい。
電波によ り植込み型心臓ペース メ ーカおよび植込み型除細動器の作動に悪影響を及ぼす原因と な り ます。

植込み型心臓ペース メ ーカおよび植込み型除細動器を装着されている場合は、装着部から本装置の外部アン
テナを22cm以上離し て携行および使用し て く だ さい。
電波によ り植込み型心臓ペース メ ーカおよび植込み型除細動器の作動に悪影響を及ぼす原因と な り ます。

自宅療養など医療機関の外で、植込み型心臓ペース メ ーカおよび植込み型除細動器以外の医用電気機器を使
用される場合には、 電波による影響について個別に医用電気機器メ ーカなどにご確認 く だ さい。
電波によ り医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす原因と な り ます。

ド コ モUIMカー ドの取り扱いについて

医用電気機器近 く での取り扱いについて
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●水をかけないで く だ さい。

本装置は防水仕様にな っ ていません。 風呂場など、 湿気の多い場所でのご使用や、 雨などがかかる場所でのご使用はおやめ

く だ さ い。 また、 身に着けている場合、 汗による湿気によ り内部が腐食し故障の原因と な り ます。 調査の結果、 これらの水

濡れによる故障と判明し た場合、 保証対象外と な り修理できないこ とがあ り ますので、 あらかじめご了承願います。

● コネク タ部のピンに触れた り、 無理な力を加えた り し ないで く だ さい。

故障の原因と な り ます。

● エア コ ンの吹き出し口の近 く に置かないで く だ さい。

急激な温度の変化によ り結露し、 内部が腐食し故障の原因と な り ます。

●本装置に無理な力がかから ないよ う に使用し て く だ さい。

多 く のものが詰まった荷物の中に入れた り、 衣類のポケ ッ ト に入れて座った りする と、 破損、 故障の原因と な り ます。

●極端な高温、 低温は避けて く だ さい。

温度は-20～75℃、 湿度は25～80％の範囲でご使用 く ださい。 さ らに、 本装置の動作環境温度については制約事項があ り ます

のでご注意 く だ さい(P.34)。

●一般の電話機やテレビ ・ ラジオなどをお使いになっ ている近 く で使用する と、 悪影響を及ぼす原因と な り ますの

で、 なるべ く 離れた場所でご使用 く だ さい。

●本装置を落と し た り、 衝撃を与えた り し ないで く だ さい。

故障、 破損の原因と な り ます。

●本装置を外部装置側コネク タに接続する際に斜めに差し た り、 差し た状態で引っ張った り し ないで く だ さい。

故障、 破損の原因と な り ます。

●使用中、 本装置が温か く な り ますが、 異常ではあ り ません。 そのままご使用 く だ さい。

●磁気カー ド などを本装置に近づけないで く だ さい。

キャ ッ シ ュ カー ド、 ク レジ ッ ト カー ド、 テレホン カー ド、 フ ロ ッ ピーデ ィ スク などの磁気データが消えて し ま う こ とがあ り

ます。

●本装置に磁気を帯びたものを近づけないで く だ さい。

強い磁気を近づける と誤動作の原因と な り ます。

●自動車などを運転中の使用にはご注意 く だ さい。

運転中は、 携帯電話などの機器を保持し て使用する と罰則の対象と な り ます。 やむを得ず使用する場合は、 安全な場所に停

車し てから使用し て く だ さい。

●長時間連続し て音声通話やパケ ッ ト 通信などを し た場合、 本装置が熱 く なる こ とがあ り ますので取り扱いにご注

意 く だ さい。

●音声通話やパケ ッ ト 通信などが正常に終了 （%CEND表示、 NO CARRIER表示、 またはXCDがHIGHの状態） ※ し て

から、 PWRKEYによる電源OFFを行って く だ さい。

※ ： ATコマン ドの設定によ って、 表示や信号の状態は異な り ます。

●本装置の電源を OFFにする場合は、 必ずPWRKEY を使用し て く だ さい。 また、 本装置の電源がOFFにされるまで

は、 Vcc （主電源） への給電を保持し て く だ さ い。 本動作で電源を OFFに し なかった場合は、 通信ができな く な

るなどの不具合が発生する要因と な り、 その後の動作については保証対象外と な り ます。

●本装置のソ フ ト ウ ェ アの更新はFOMA ネ ッ ト ワーク を利用し て行います。 本装置をご利用いただ く にあた り、 必

ず正常にソ フ ト ウ ェ ア更新が完了するよ う外部装置の設計を行っ ていただ く 必要があ り ます。

●強い磁界の中や腐食性のガスの中で使用し た り保管し た り し ないで く だ さい。

故障の原因と な り ます。

本装置の取り扱い上のお願い
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● お使いになる環境や接続する外部装置によ っ ては、 本装置がノ イズによる影響を受け、 無線特性が劣化する こ と

があ り ますので、 ノ イズ対策を行って く だ さい(P.33)。

●本装置に貼付し てある銘版シール （製造年月、 製造番号など印字シール） をはがさ ないで く だ さい。 本シールは、

技術基準適合証明、 技術基準適合認証を取得し ている こ と を示すものであ り、 はがし た状態で本装置はご使用に

なれません。

●本装置に貼付し てある水濡れシールをはがさ ないで く だ さい。 本シールは、 水濡れを確認する ものであ り、 はが

し た状態では保証対象外と な り ます。

●本装置の金属面(金色の部分)は放熱の役割があ り ます。 汚れ、 錆が付着し ていても放熱特性には影響があ り ませ

んが、 取り扱いの際、 汚れ、 錆を防ぐため金属面に不用意に触れないで く だ さい。

本装置の取り扱い時には上下面ではな く 側面を持っ て く だ さい。 汚れがついた場合には、 乾いた柔らかい布で拭

いて く だ さい。

● ド コ モUIMカー ドの取り付け／取り外しには、 必要以上に力を入れないで く だ さい。

●他のIC カー ド リーダー／ラ イ ターなどに ド コ モUIM カー ド を挿入し て使用し た結果と し て故障し た場合は、 お客

様の責任と な り ますので、 ご注意 く だ さい。

●IC部分はいつも きれいな状態でご使用 く だ さい。

● お手入れは、 乾いた柔らかい布 （めがね拭きなど） で拭いて く だ さい。

●環境保全のため、 不要になった ド コ モUIMカー ドはド コ モシ ョ ッ プなど窓口にお持ち く だ さい。

●ICを傷つけた り、 不用意に触れた り、 シ ョ ー ト させた り し ないで く だ さい。

データの消失、 故障の原因と な り ます。

● ド コ モUIMカー ド を落と し た り、 衝撃を与えた り し ないで く だ さい。

故障の原因と な り ます。

● ド コ モUIMカー ド を曲げた り、 重いものをのせた り し ないで く だ さい。

故障の原因と な り ます。

● ド コ モUIMカー ド にラベルやシールなどを貼った状態で、 本装置に取り付けないで く だ さい。

故障の原因と な り ます。

●本装置の電源がONの状態で ド コ モUIMカー ドの取り付け／取り外し を行った場合、通信ができな く なるなどの不

具合が発生する要因と なるため、 その後の動作については保証対象外と な り ます。

お客様が本装置を利用し て公衆に著し く 迷惑をかける不良行為などを行った場合、 法律、 条令 （迷惑防止条例な

ど） に従い処罰される こ とがあ り ます。

ド コ モUIMカー ドの取り扱い上のお願い
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本装置を内蔵する外部装置は、 本装置に電源を供給し て使用し た場合、 下記の事項に注意し て く だ さい。

●高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器の近 く では、 本装置の電源を切っ て く だ さい。 電子機器が誤動作

するなどの悪影響を及ぼす可能性があ り ます。

【ご注意いただきたい電子機器の例】

・ 参考 ： 「医用電気機器への電波の影響を防止するための携帯電話端末等の使用に関する指針」
（電波環境協議会[平成9年4月]）

●航空機内や病院など、 使用を禁止された区域では、 本装置の電源を切っ て く だ さい。 航空機内や病院など、 使用

を禁止された区域で本装置に電源を供給する と、 医用電気機器、 高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器

に悪影響を及ぼす原因と な り ます。 医療機関内における使用については各医療機関の指示に従って く だ さい。

本装置をお買い上げいただいた と きの構成品は、 以下のとお り です。

お買い上げ時に、 すべて揃っているかご確認 く だ さい。

本装置内蔵端末使用時に注意すべき こ とについて

補聴器、 植込み型心臓ペース メ ーカおよび植込み型除細動器、 その他医用電気機器、 火災報知器、 自動 ド ア、

その他の自動制御機器など。

構成品

■FOMA UM01-HW ■保証書
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1 　 はじめに

この章では、 本装置の概要について説明し ます。

1.1 特長

1.2 装置仕様

1.3 外部装置との接続イ ン タ フ ェース

1.4 外形図

1.5 本装置で利用できるネ ッ ト ワークについて

1.1 特長

●FOMAプ ラスエ リ アおよび国際ロー ミ ング （3G ・ GSMエ リ ア） に対応
W-CDMA方式の2.1GHz／850MHz／800MHzおよびGSM/GPRS方式の1.9GHz／1.8GHz／900MHz／850MHzの各周
波数に対応し ています。

●パケ ッ ト 通信、 音声通話、 SMSの各サービスに対応
通信速度 ： 上り 大64kbps／下り 大384kbpsのパケ ッ ト 通信※、 および音声通話、 SMSに対応し ています。 音
声通話と SMSは、 AT コ マン ド を使用し て発着信の操作が可能です。

※ ： 本装置を海外で使用する際の通信速度は、 接続するネ ッ ト ワークに依存し ます。 本装置の国際ロー ミ ング
利用に際し ては、 事前に担当営業までご相談 く だ さい。

●外部接続コネク タ と し て60ピン B2B コネク タ を搭載

● シ リ アルイ ン タ フ ェ ース （UART） と USBイ ン タ フ ェ ースに対応

• 両方のイ ン タ フ ェースを同時に使用する こ とはできません。

● ス リープモー ド／ウ ェーク ア ッ プ機能に対応

●RoHS指令に準拠

● ソ フ ト ウ ェ ア更新機能に対応

• 販売後の本装置の機能性向上を目的にソ フ ト ウ ェ ア更新を行います。

• 本機能の詳細については、 本書 「11　 ソフトウェアの更新」 (P.250)、 および 「FOMA ユビキタスモジュール®

（FOMA® UM01-HW） 組込ガイドライン」 をご参照ください。

• 本機能のご利用にあたっては、 お申し込みが必要と な り ます。 詳細は、 担当営業までお問い合わせ く だ さい。
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1.2 装置仕様

表1-1 主要諸元

項目 内容 備考

対応サービス パケ ッ ト 通信、 音声通話、 SMS -

外部接続イ ン タ フ ェース 60ピン B2B コネク タ ×1

RFコネク タ ×1

通信イ ン タ フ ェース UART • 送受信制御 ： ハー ド ウ ェ アフ ロー制御

• 伝送速度 （bps） ： 600／1,200／2,400／4,800
／9,600／19,200／38,400／57,600／115,200
（初期値） ／230,400

• 伝送フ ォーマ ッ ト ：
Start ： 1bit、 Stop ： 1bit、 Data ： 8bit、
Parity ： none （固定）

• 信号線 ： SD、 RD、 XER、 XDR、 XRS、
XCS、 XCI、 XCD

• 通信プロ ト コル ： PPP

伝送速度設定のコマン ド に
ついては、 P.140をご参照 く
だ さい。

USB • 規格 ： USB2.0 Full Speed対応

• 通信プロ ト コル ： PPP

-

RFイ ン タ フ ェース 対応周波数 3G ： 2.1GHz/850MHz/800MHz

GSM ： 1.9GHz/1.8GHz/900MHz/850MHz

-

大送信電力 GSM 850MHz ： Class 4 （+33dBm ±2dB）

GSM 900MHz ： Class 4 （+33dBm ±2dB）

GSM 1.8GHz ： Class 1 （+30dBm ±2dB）

GSM 1.9GHz ： Class 1 （+30dBm ±2dB）

W-CDMA FDD BdI 2.1GHz （3G） ： Class 3
（+24dBm +1/-3dB）

W-CDMA FDD BdV 850MHz （3G） ： Class 3
（+24dBm +1/-3dB）

W-CDMA FDD BdVI 800MHz （3G） ： Class 3
（+24dBm +1/-3dB）

-

パケ ッ ト 通信速度
（3GPP Release 99）

上り ： 大64kbps

下り ： 大384kbps

本装置を海外で使用する際
の通信速度は、 接続する
ネ ッ ト ワークに依存し ます。
本装置の国際ロー ミ ング利
用に際し ては、 事前に担当
営業までご相談 く ださい。

動作環境 正常温度 ： -20℃～75℃ ド コモUIMカー ドは-20℃～
60℃の範囲でご使用 く だ さ
い。湿度 ： 25％～80％ （結露なき こ と）

保存環境 温度 ： -40℃～90℃ 電気的なス ト レスおよび機
械的なス ト レスがないこ と。

ド コモUIMカー ドは-20℃～
60℃の範囲でご使用 く だ さ
い。

湿度 ： 5％～95％ （結露なき こ と）

電源電圧 3.3V～4.2V （推奨値3.8V） -

電源リ ッ プル 50mVpp以下 （0Hz～2.5GHz） -
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※ ： 突入電流は、 電源供給開始直後に発生し ます。
上記以外のPWRKEYによる電源ON直後、 AT コ マン ド による リ セ ッ ト 直後、 ソ フ ト ウ ェ ア更新中 ・ 更新後
の再起動処理直後、 アイ ドル状態、 通信状態における無線制御信号受信時、 通信時においては、 ピーク電
流値は2.1A （持続時間600μs以内） を超えません。

消費電力 （電流） 待受時
（アイ ドル状態）

GSM ： 平均60mA以下

3G ： 平均50mA以下

-

待受時
（ス リープモー ド）

GSM ： 平均2.5mA以下

3G ： 平均2mA以下

-

通信時、 ソ フ ト
ウ ェ ア更新時

GSM ： 450mA以下 （ 大送信出力時）

3G ： 620mA以下 （ 大送信出力時）

-

突入電流※ 9A以下 （持続時間120μs以内） 印加電圧条件 ：

・ 3.8Vの電圧印加時 （給電
開始後400μsで安定状態に
到達する電圧印加時）

注） 上記条件以外の電圧を
印加し た場合、 突入電流値
が左記の数値を超える場合
があ り ます。

静電耐力 ±1kV -

音声通話CODEC FR、 EFR、 HR、 AMR -

SMS 送受信 （MO、 MT） に対応

対応モー ド ： TEXT、 PDU

-

その他の対応 ソ フ ト ウェ ア更新機能 -

サイズ 約45.0（W）x 約31.0（D）x 約5.4（H）mm -

質量 約11g -

振動条件 装置単体において、 加速度19.6m/s2 （2G）、
振動周波数30～100Hzの振動 （1掃引時間20
分） を上下/左右/前後に加えた後に各部の
損傷、 部品などの脱落がな く 、 機能／性能
に問題あり ません。

-

環境対応 RoHS指令に準拠 -

技術基準適合認証 設計認証番号 ： AD090995003 -

技術基準適合証明 工事設計認証番号 ： 001XYAA1632 -

その他の認証 CE、 GCF、 FCC、 PTCRB -

項目 内容 備考
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1.3 外部装置との接続イ ン タ フ ェース

■外部接続イ ン タ フ ェ ースブロ ッ ク図

■外部装置への組み込み例 （イ メ ージ）
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1.4 外形図

※本装置の金属面(金色の部分)は放熱の役割があ り ます。汚れ、錆が付着し ていても放熱特性には影響があ り
ませんが、 取り扱いの際、 汚れ、 錆を防ぐため金属面に不用意に触れないで く だ さい。
本装置の取り扱い時には上下面ではな く 側面を持っ て く だ さ い。 汚れがついた場合には、 乾いた柔らかい
布で拭いて く だ さい。

取り付け穴

外部接続コネク タ

RF コネク タ

取り付け穴

水濡れシール

銘版シール

銘版シール

放熱面※
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1.5 本装置で利用できるネ ッ ト ワークについて

本装置は、 パケ ッ ト 通信、 音声通話、 SMSが利用できます。 パケ ッ ト 通信を利用し た場合は、 上り 大64kbps／
下り 大384kbpsのパケ ッ ト 通信※1※2が可能です （ベス ト エ フ ォー ト 型）。
本装置に接続し た外部装置は、FOMAネ ッ ト ワーク を利用し て情報を双方向にやり取りする こ と で、あらゆるシー
ンにおいて さ まざまなソ リ ューシ ョ ンが可能にな り ます。

※1 ： パケ ッ ト 通信サービス と し て、 企業の社内LANなどをFOMAネ ッ ト ワークにダイ レ ク ト に接続し てデータの

送受信を行う 「ビジネスmoperaア クセスプレ ミ アム 　 FOMA タ イプ」 がご利用いただけます。

※2 ： 本装置を海外で使用する際の通信速度は、接続するネ ッ ト ワークに依存し ます。 本装置の国際ロー ミ ング利

用に際し ては、 事前に担当営業までご相談 く だ さい。

■パケ ッ ト 通信の利用シーンのイ メ ージ

■音声通話の利用シーンのイ メ ージ

■SMSの利用シーンのイ メ ージ
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2 　 外部接続イ ン タ フ ェースについて

この章では、 主に本装置の外部接続イ ン タ フ ェ ースについて説明し ます。

2.1 外部接続コネク タ

2.2 アンテナイ ン タ フ ェ ース

2.3 外部アンテナ

2.4 外部アンテナの接続方法

2.1 外部接続コネク タ

2.1.1 外部接続コネク タの端子について

本装置は、 外部接続コネク タ と し て60ピン B2B コネク タ を搭載し ています。 外部接続コネク タの各端子に割り
当てられている機能を表2-1に示し ます。

• 入出力種別欄の各略称は、 以下の信号を示し ます。

P ： 電源 　 DI ： デジ タル信号入力 　 DO ： デジ タル信号出力

AI ： アナログ信号入力 　 AO ： アナログ信号出力 　 I/O ： デジ タル信号入出力

表2-1 外部接続コネク タ各端子の機能割り当て

端子
番号

端子名称
入出力
種別

信号方向
（本装置⇔
外部装置）

機能 備考

1 Vcc P ← 外部接続電源入力 -

2 GND P - 接地 -

3 Vcc P ← 外部接続電源入力 -

4 GND P - 接地 -

5 Vcc P ← 外部接続電源入力 -

6 GND P - 接地 -

7 Vcc P ← 外部接続電源入力 -

8 GND P - 接地 -

9 Vcc P ← 外部接続電源入力 -

10 GND P - 接地 -

11 MODE_LED AO → モー ド状態表示用

シン ク出力。 電流制限
抵抗を介し てLEDのカ
ソー ド を接続可能 （消
費電流 ： 10mAまで）

12 VCOIN P ⇔
リ アルタ イムク ロ ッ ク （RTC）
計時 （保持） 電源

3V二次電池またはキャ
パシ タ と外部接続可能

13 STATUS_LED AO → 電波状態表示用

シン ク出力。 電流制限
抵抗を介し てLEDのカ
ソー ド を接続可能 （消
費電流 ： 10mAまで）

14 VREG_MSMP P → 2.6V電圧出力
2.6V出力可能、 大出
力電流 ： 50mA

15 N.C. - - - 未接続
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16 N.C. - - - 未接続

17 N.C. - - - 未接続

18 PWRKEY DI ← 電源ON／OFF要求 200kΩ内部プルア ッ プ

19 N.C. - - - 未接続

20 UART_XCS DO → 本装置送信許可信号 -

21 N.C. - - - 未接続

22 UART_XCI DO → 着信表示信号 -

23 UART_SD DI ← 送信データ -

24 UART_XDR DO → 本装置レデ ィ 信号 -

25 N.C. - - - 未接続

26 UART_XRS DI ← 外部装置送信要求信号 -

27 UART_RD DO → 受信データ -

28 UART_XER DI ← 外部装置レデ ィ 信号 -

29 N.C. - - - 未接続

30 UART_XCD DO → キャ リ ア検出信号 -

31 N.C. - - - 未接続

32 FOTA_N DO → ソ フ ト ウ ェ ア更新の状態表示 50kΩ内部プルア ッ プ

33 N.C. - - - 未接続

34 WAKEUP_SLEEP_IN DI ←
外部装置からのス リープモー
ド／ウ ェークア ッ プ信号

50kΩ内部プルア ッ プ

35 N.C. - - - 未接続

36 USB_D- I/O ⇔ USBデータ信号 （-） -

37 N.C. - - - 未接続

38 USB_D+ I/O ⇔ USBデータ信号 （+） -

39 N.C. - - - 未接続

40 WAKEUP_SLEEP_OUT DO →
本装置からのス リープモード／
ウェークア ッ プ状態の表示

50kΩ内部プルダウン

41 N.C. - - - 未接続

42 USIM_CLK DO →
ド コモUIMカー ド用ク ロ ッ ク
信号

10kΩ内部プルダウン

43 N.C. - - - 未接続

44 VREG_USIM P → ド コモUIMカー ド用電源 Class B ・ Class C対応

45 N.C. - - - 未接続

46 USIM_IO I/O ⇔
ド コモUIMカー ド用データ入
出力

10kΩ内部プルア ッ プ

47 EAR1_N AO → 第1チャ ンネル音声出力 （-） 32Ω接続

端子
番号

端子名称
入出力
種別

信号方向
（本装置⇔
外部装置）

機能 備考
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2.1.2 外部接続コネク タの端子配列

外部接続コネク タの端子配列を図2-1に示し ます。

図2-1 外部接続コネク タの端子配列

48 USIM_RST DO →
ド コモUIMカー ド用リ セ ッ ト
信号

10kΩ内部プルダウン

49 EAR1_P AO → 第1チャ ンネル音声出力 （+） 32Ω接続

50 N.C. - - - 未接続

51 MIC1_N AI ← 第1チャ ンネル音声入力 （-） -

52 GND P - 接地 -

53 MIC1_P AI ← 第1チャ ンネル音声入力 （+） -

54 SPKR_OUT_N AO → 第2チャ ンネル音声出力 （-） スピーカ （8Ω） 接続

55 GND P - 接地 -

56 SPKR_OUT_P AO → 第2チャ ンネル音声出力 （+） スピーカ （8Ω） 接続

57 N.C. - - - 未接続

58 MIC2_N AI ← 第2チャ ンネル音声入力 （-） -

59 N.C. - - - 未接続

60 MIC2_P AI ← 第2チャ ンネル音声入力 （+） -

注意

• 端子 「N.C.」 と外部装置を接続し ていない端子には、 何も接続し ないで く だ さい （OPEN）。

• 本装置のGND （接地） 端子はSG （Signal Ground） です。

端子
番号

端子名称
入出力
種別

信号方向
（本装置⇔
外部装置）

機能 備考
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2.1.3 電気的イ ン タ フ ェース

本装置の電源､GND､RFイ ン タ フ ェ ース コネク タ､ド コ モUIMカー ド イ ン タ フ ェ ース以外は、 以下のイ ン タ フ ェー
ス （等価回路） で接続し て く だ さい。

I. 本装置出力端子への接続

本装置の電源OFF時は、 ハイ イ ンピーダンス状態にし て く だ さい。
外部装置のイ ン タ フ ェ ースの電気レベルが本装置の出力端子の電気レベルと マ ッ チングする場合の推奨回路
を図2-2に示し ます。

図2-2 電気レベルがマ ッ チングする場合の推奨回路

外部装置のイ ン タ フ ェ ースの電気レベルが本装置の出力端子の電気レベルと マ ッ チング し ない場合の推奨回
路を図2-3に示し ます。

図2-3 電気レベルがマ ッ チングし ない場合の推奨回路

説明

• VDTE_IOは、 外部装置のイ ン タ フ ェースの電気レベルを示し ます。

• Rについてはお客様にて適切な値を選定し て く だ さい。
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II. 本装置入力端子への接続

本装置の電源OFF時は、 ハイ イ ンピーダンス状態にし て く だ さい。
外部装置のイ ン タ フ ェ ースの電気レベルが本装置の入力端子の電気レベルと マ ッ チングする場合 （2.6V） の推
奨回路を図2-4に示し ます。

図2-4 電気レベルがマ ッ チングする場合の推奨回路

外部装置のイ ン タ フ ェ ースの電気レベルが本装置の入力端子の電気レベルと マ ッ チング し ない場合の推奨回
路を図2-5に示し ます。

図2-5 電気レベルがマ ッ チングし ない場合の推奨回路

注意

• 外部装置のイ ン タ フ ェースの出力電圧が本装置の電気レベルを超えないよ う にご注意 く だ さい。 本装置の故
障の原因と な り ます。 出力電圧の推奨値は2.6Vです。
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III. PWRKEYへの接続

本装置のPWRKEYへ接続する場合の推奨回路を図2-6に示し ます。

図2-6 本装置PWRKEYへ接続する場合の推奨回路

2.2 アンテナイ ン タ フ ェ ース

2.2.1 RF コネク タ

本装置のRF コネク タの位置を図2-7に示し ます。 RF コネク タ と外部アンテナを接続するRFケーブルには、 50Ω
のイ ンピーダンスが必要です。

図2-7 RF コネク タの位置

注意

• 本装置の電源 ON の前、 および電源 OFF 時は、 本装置の PWRKEY、 UART_SD、 UART_XRS、 UART_XER、
WAKEUP_SLEEP_INに対応する外部装置側のすべての出力端子をハイ イ ンピーダンス状態にし て く だ さい。

• 本装置のUART_XCS、UART_XCI、UART_SD、UART_XDR、UART_XRS、UART_RD、UART_XER、UART_XCD、FOTA_N、
WAKEUP_SLEEP_IN、 WAKEUP_SLEEP_OUTの端子には、 電圧を印加する タ イ ミ ングに規定があ り ます(P.163)。
規定以外のタ イ ミ ングで電圧を印加し た場合は、 本装置の故障の原因と な り ますので、 ご注意 く だ さい。

RF コネク タ
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2.2.2 RF コネク タの無線周波数性能

本装置のRF コネク タの無線周波数の性能を表2-2に示し ます。

2.3 外部アンテナ

本装置に接続し て使用できる外部アンテナについて表2-3に示し ます。

表2-3 外部アンテナの種類

• アンテナは、 ド コモの指定する製品をお使い く ださい。 アンテナの準備については担当営業までお問い合わせ く だ さい。

• 国際ロー ミ ングにて本装置を利用される場合は、 アンテナの準備について担当営業までお問い合わせ く だ さい。

表2-2 RF コネク タの無線周波数性能

本装置のア ッ プ リ ン ク
チャ ンネル （本装置→BTS）

本装置のダウン リ ン ク
チャ ンネル （BTS→本装置）

電力
（dBm）

GSM 824MHz～849MHz 869MHz～894MHz 33±2

880MHz～915MHz 925MHz ～960MHz 33±2

1710MHz～1785MHz 1805MHz～1880MHz 30±2

1850MHz～1910MHz 1930MHz～1990MHz 30±2

W-CDMA 830MHz～840MHz 875MHz～885MHz 24+1/-3

824MHz～849MHz 869MHz～894MHz 24+1/-3

1920MHz～1980MHz 2110MHz～2170MHz 24+1/-3

注意

• 設計の際は、 特に外部アンテナとのイ ンピーダンスの整合および静電気対策にご注意 く だ さい。

‐ 外部装置の電気回路内の各デバイスのパラ メ ータ （イ ンピーダンス） を調整し て く だ さい。

‐ RF コネク タ と GNDの間に、 静電容量1pF未満のバリ ス タ を接続するよ う に設計する こ と で、 静電気を防止
する こ とができます(P.42)。

名称 コネク タ形状 備考

1 FOMAアダプ タ用小型防滴アンテナ SMA 2波共用 （2GHz/800MHz） アンテナ
アンテナ接続ケーブル （約2.5m） 付き

2 FOMAアダプ タ用ルーフ ト ッ プアンテナ SMA 2波共用 （2GHz/800MHz） アンテナ
アンテナ接続ケーブル （約5.5m） 付き

3 FOMAアダプ タ用簡易アンテナ SMA 2波共用 （2GHz/800MHz） アンテナ
アンテナ接続ケーブル （約5.0m） 付き

注意

• 上記以外の外部アンテナを接続し た場合、 電波法の規定に抵触する可能性があ り ます。

詳し く は、 担当営業までお問い合わせ く だ さい。
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2.4 外部アンテナの接続方法

本装置と外部アンテナの接続方法には、 次の2種類があ り ます。

a U.FL メ ス－SMA メ スコネク タの変換ケーブルで外部アンテナと本装置を接続し ます。SMA メ スコネク タ を外部
アンテナに接続し ます。

b 両端がいずれも U.FL メ スコネク タのRF ケーブルを使用し てアンテナ信号を本装置から引き出し、 U.FL オス－
SMA メ スコネク タの変換コネク タ を使用し て外部のアンテナと接続し ます。RFケーブルの仕様については、表
2-4をご参照 く だ さい。

• RFケーブルおよび変換ケーブルは、 設計の条件に応じ て変更できます。 ケーブルの詳細については、 メ ーカ
に確認し て く だ さい。

表2-4 RFケーブルと変換コネク タの仕様

型名 メ ーカ 形状 備考

HRMJ-U.FL-066N1-A-100RS ヒ ロセ電機 （株） U.FL メ ス - SMA メ ス ケーブル長100mm

U.FL-2LP-04N1-AC-(80) ヒ ロセ電機 （株） U.FL メ ス - U.FL メ ス ケーブル長80mm

HRMJ-U.FLJ-PC ヒ ロセ電機 （株） U.FLオス - SMA メ ス 基板取り付けタ イプ
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3 　 機構

この章では、 主に本装置の寸法や取り付け時の注意点について説明し ます。

3.1 本装置の外形寸法

3.2 外部接続コネク タの外形寸法

3.3 RF コネク タの外形寸法

3.4 外部装置に接続する際の注意点

3.5 本装置の推奨組み込み例 （イ メ ージ）

3.1 本装置の外形寸法

サイズ: 45.0±0.20（W）x31.0±0.20（D）x5.4±0.30（H）mm

質量: 約11g

外形寸法を図3-1に示し ます。

図3-1 本装置の外形寸法 （単位 ： mm）

NTTドコモ

., .

S/N:

:

FCC ID:QISUM01-HW

UM01-HW
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3.2 外部接続コネク タの外形寸法

本装置の外部接続コネク タには、 ヒ ロセ電機 （株） の60 ピン B2B コネク タ （DF12(3.0)-60DS-0.5V(86)） を採用し
ています。 端子間隔 ： 0.5mm、 取り付け時の高さ ： 3.0mm、 挿抜回数 ： 50回未満です。 外部接続コネク タ と接続す
るには外部装置にヒ ロセ電機 （株） のDF12(3.0)-60DP-0.5V(86)を使用し て く だ さい。

図3-2 本装置の外部接続コネク タ DF12(3.0)-60DS-0.5V(86) （ヒ ロセ電機 （株））

図3-3 外部接続コネク タ との接続に使用する コネク タ DF12(3.0)-60DP-0.5V(86) （ヒ ロセ電機 （株））

表3-1 本装置および外部装置で使用するDF12シ リーズ製品

項目 型名 取り付け高 メ ーカ （HRS） No.

本装置の外部接続コネク タ
の型名

DF12(3.0)-60DS-0.5V(86) 3.0mm 537-0611-1-86

外部装置で使用する
コネク タの型名

DF12(3.0)-60DP-0.5V(86) 3.0mm 537-0731-3-86
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図3-4 本装置の外部接続コネク タの寸法 （単位 ： mm）

コネク タに関する詳細な仕様については、 メ ーカにご確認 く だ さい。

図3-5 本装置の外部接続コネク タの推奨PCBレ イアウ ト （単位 ： mm）
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3.3 RFコネク タの外形寸法

本装置のRF コネク タに接続する外部アンテナと RFケーブルには、 50Ωのイ ンピーダンスが必要です。
本装置のRF コネク タ にはヒ ロセ電機 （株） の U.FL-R-SMT-1(10) を採用し ています。 RF コネク タの寸法は図3-6
をご参照 く だ さい。

図3-6 RF コネク タ寸法 （単位 ： mm）

図3-7 RF コネク タの推奨PCBレ イアウ ト （単位 ： mm）

図3-8 保守用端子の位置と寸法

説明

• 本装置の保守用端子の位置を図 3-8 に示し ます。 本装置を使用する と きは、 保守用端子に固定部品や金属構
造物、 または外部装置の部品を接触させないで く だ さい。

NTTドコモ

., .

S/N:

:

FCC ID:QISUM01-HW

UM01-HW

保守用端子
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3.4 外部装置に接続する際の注意点

本装置の外部接続コネク タ （60ピン B2B コネク タ） を外部装置の60ピン B2B コネク タに挿入し、 本装置の3つの
取り付け穴と外部装置基板をボル ト ・ 金属製ワ ッ シャ ・ ナ ッ ト で固定し ます。

• 本装置は、 外部接続コネク タ （60ピン B2Bコネク タ） によ って外部装置に取り付けられます。 コネク タの損傷防
止のため、 取り付け後は本装置を振動させないよ う にご注意 く だ さい。

• 本装置の耐静電性能と取り付け信頼性の向上のため、 外部装置基板には取り付け穴を3箇所設けて、 ボル ト ・ 金
属製ワ ッ シ ャ ・ ナ ッ ト を使用し て本装置を固定し て く だ さ い※。 本装置の組み込みイ メ ージについては、 図3-9
をご参照 く だ さい。

※ ： 本装置の取り付け穴のソルダーレジス ト で覆われていない部分は、本装置のGND と接続されています。外部

装置のGND と接続するには、外部装置基板の取り付け穴の表面と裏面に銅メ ッ キスルーホール処理を行う必

要があ り ます。外部装置基板の取り付け穴のソルダーレジス ト を剥離し た部分の面積をナ ッ ト の面積よ り広

く し て、 ネジ ・ 金属製ワ ッ シャ ・ ナ ッ ト を使用し て本装置に取り付ける こ と で、 本装置と外部装置のGNDが

接続され、 耐静電性能を向上させる こ とができます。

• 取り付け用ネジ ・ 金属製ワ ッ シャ ・ ナ ッ ト の仕様については、 図3-9をご参照 く だ さい。 ネジの推奨締め付け ト
ルクは、 0.2N/mです。 ネジの締め付けは、 推奨 ト ルク以上で行わないで く だ さい。 ネジ破断の恐れがあ り ます。

• 組み込み完了後、本装置の温度性能改善のため、 ソルダーレジス ト で覆われていない部分に放熱器などの放熱機
器を取り付けて く だ さい。 なお、 取り付けの際、 放熱機器が保守用端子にかからないよ う ご注意 く だ さい。
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3.5 本装置の推奨組み込み例 （イ メ ージ）

図3-9 本装置の推奨組み込み例 （イ メ ージ）

RF コネク タ と外部接続コネク タは同一面にあるため、 外部アンテナと本装置を接続する際は、 まずRFケーブルの
U.FL メ スをRF コネク タに接続し、 次に外部接続コネク タ を外部装置基板に挿入／固定する必要があ り ます。 RF コ
ネク タ と RFケーブルの接続イ メ ージは図3-10をご参照 く だ さい。

図3-10 本装置と RFケーブルの接続イ メ ージ

プ ラグを実装し たRF コネク タは、 U.FL-LP-*** と U.FL-LP(V)-***の2種類があ り， ソケ ッ ト を実装し たコネク タ接
続後の高さは異な り ます。

• プ ラグを実装し たRF コネク タ を引き抜 く 際は、 メ ーカ指定の引き抜き治具の使用を推奨し ます。 絶対にRFケー
ブルを持って引き抜かないで く だ さい。

コネク タ、 RFケーブル、 治具などの詳細については、 メ ーカにご確認 く だ さい。

表3-2 推奨引き抜き治具

RFケーブルの種類 型名 メ ーカ 取り付け高 （ 大値）

U.FL-LP-*** U.FL-LP-N-2 ヒ ロセ電機 （株） 2.5mm

U.FL-LP(V)-*** U.FL-LP(V)-N-2 ヒ ロセ電機 （株） 2.0mm
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4 　 使用環境およびイ ン タ フ ェースの電気特性

この章では、 主に本装置の使用環境や電気特性について説明し ます。

4.1 動作環境および保存環境

4.2 入出力端子の特性

4.3 電源の特性

4.4 静電気に対する特性

4.1 動作環境および保存環境

本装置の動作環境および保存環境の範囲を表4-1に示し ます。

4.1.1 本装置の推奨組み込み例における温度上昇試験について

本装置の温度上昇試験の測定ポイ ン ト を図4-1、試験状態を図4-2、試験結果の温度上昇イ メ ージを図4-3 と図4-
4に示し ます。

図4-1の測定ポイ ン ト A、 測定ポイ ン ト B を測定箇所と し て、 連続送信および間欠送信のそれぞれについて温度
試験を実施し ています。

試験条件

周波数 ： W-CDMA 2.1GHz、 大送信電力 ： 22.5dbm、 電源電圧 ： 3.8V

測定条件

試験環境 ： 28℃ （環境温度）、 50% （環境湿度）、 無風状態

図4-1 温度試験の測定ポイ ン ト

表4-1温度範囲

項目 小値 大値 単位

正常動作温度 -20 75 ℃

正常動作湿度 25 80 %

保存温度 -40 90 ℃

保存湿度 5 95 %

測定ポイ ン ト A

測定ポイ ン ト B
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図4-2 温度試験の試験状態

図4-3 連続送信時の温度上昇

図4-4 間欠送信時 （5分間隔で45秒間送信） の温度上昇
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4.2 入出力端子の特性

本装置の入出力端子について、電気レベルの推奨使用条件を表4-2、 ド コ モUIMカー ドの推奨使用条件を表4-3、音
声入出力仕様を表4-4に示し ます。 また、 出力端子の出力波形イ メ ージを図4-5、 入力端子の入力波形イ メ ージを
図4-6、 図4-7に示し ます。

表4-2 電気レベルの推奨使用条件
・ VDD_PX =2.6V

※1 ： 大+0.3Vのオーバーシュー ト が発生する場合があ り ます。

※2 ： 大-0.3Vのアンダーシュー ト が発生する場合があ り ます。

信号 信号の説明 端子番号 小値 大値 単位 備考

VIH Hレベルでの入力電圧 23、 26、 28、 34 0.65×VDD_PX VDD_PX＋0.3 V -

18 - - V 開放相当のハイ イ ンピーダン
ス。 詳細は、 「III. PWRKEYへの
接続」 (P.25)をご参照 く だ さい。

VIL Lレベルでの入力電圧 23、 26、 28、 34 -0.3 0.35×VDD_PX V -

18 -0.3 0.3 V -

Ileak

入力リーク電流
（Inner pull up）

26、 28、 34、 46 - 1 uA 入力信号VIH

26、 28、 34、 46 -10 -60 uA 入力信号VIL

入力リーク電流
（Inner pull down）

23 10 60 uA 入力信号VIH

23 - 1 uA 入力信号VIL

VOH Hレベルでの出力電圧 20、 22、 24、 27、 30、
32、 40

VDD_PX -0.45 VDD_PX V -

VOL Lレベルでの出力電圧 20、 22、 24、 27、 30、
32、 40

0 0.45 V -

IOH Hレベルでの出力電流 20、 22、 24、 27、 30、
32、 40、 42、 46、 48

1.5 - mA -

IOL Lレベルでの出力電流 20、 22、 24、 27、 30、
32、 40、 42、 46、 48

- -1.5 mA -

表4-3 ド コ モUIMカー ドの電気レベルの推奨使用条件

信号 信号の説明 端子番号 小値 大値 単位 備考

VUSIM
（Vsim）

ド コモUIMカー ド電源 44 2.7 3.3 V Class B

1.62 1.98 V Class C

VIH Hレベルでの入力電圧 46 0.7×Vsim Vsim＋0.3 V 　 -

VIL Lレベルでの入力電圧 46 -0.3 0.2×Vsim V 　 -

VOH Hレベルでの出力電圧 42 0.7×Vsim Vsim V 　 ※1

46 0.7×Vsim Vsim V 　 ※1

48 0.8×Vsim Vsim V 　 ※1

VOL Lレベルでの出力電圧 42 0 0.2×Vsim V 　 ※2

46 0 0.4 V Class B ※2

0.3 Class C ※2

48 0 0.2×Vsim V 　 ※2
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外部負荷容量が約100pFの場合の出力端子UART_RDの出力波形イ メ ージを図4-5に示し ます。出力端子の電気レベ
ルが10%⇔90%に変化する時間の立ち上がり ・ 立下りの時間は25±5ナ ノ秒と な り ます。

図4-5 出力端子の出力波形イ メ ージ

本装置の入力端子UART_SDの入力波形要求を図4-6、図4-7に示し ます。立ち上がり （電気レベル10%から 90%） (Tr)
にはBit time(Tr+T)の25%以下、 立下り （電気レベル90%から 10%） (Tf)にはBit time(Tf+T)の25%以下が必要です。

（例）

その他の入出力信号に対し てはTr、 Tfの規定はあ り ません。

図4-6 入力端子の立ち上がり時の入力波形要求

図4-7 入力端子の立下り時の入力波形要求

表4-4 音声入出力仕様

230.4Kbps の場合
Bit time = 1/230400 bps
　 　 　 　 = 4.34us 

Tr または Tf ≦ bit time の 25％ 
　 　 　 　 　 　 = 4.34us *25%
　 　 　 　 　 　 = 1.085us 

信号 信号の説明 端子番号 端子名称 測定条件 小値 Typ 大値 単位

ZIN MIC1、 MIC2入力
イ ンピーダンス

51 MIC1_N - 16 20 24 kΩ

53 MIC1_P

58 MIC2_N

60 MIC2_P

ZOut1 イヤホン差動出力
イ ンピーダンス

47 EAR1_N 1.02kHz出力 - 1 - Ω

49 EAR1_P

ZOut2 イヤホン単一出力
イ ンピーダンス

47 EAR1_N 1.02kHz出力 - 0.5 - Ω

49 EAR1_P

ZLoad1 イヤホン負荷
イ ンピーダンス

47 EAR1_N - 25.6 32 - Ω

49 EAR1_P

ZLoad2 スピーカ負荷
イ ンピーダンス

54 SPKR_OUT_N - - 8 - Ω

56 SPKR_OUT_P

PEar イヤホン消費電力 47 EAR1_N 32Ω差動負荷、 PCMI=3dBm、
1.02kHzサイ ン波

39.7 50 63 mW

49 EAR1_P

PSpea スピーカ消費電力 54 SPKR_OUT_N 8Ω差動負荷 - - 500 mW

56 SPKR_OUT_P
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4.3 電源の特性

4.3.1 電源入力

入力仕様を表4-5に示し ます。

表4-5 電源入力仕様

4.3.2 電源出力

出力仕様を表4-6に示し ます。

表4-6 電源出力仕様

GSpea スピーカゲイ ン 54 SPKR_OUT_N - -16 12 12 dB

56 SPKR_OUT_P

GEar イヤホンゲイ ン 47 EAR1_N - -12 12 12 dB

49 EAR1_P

端子番号 端子名称 小値 Typ 大値 リ ッ プル

1、 3、 5、 7、 9 Vcc 3.3V 3.8V 4.2V
50mVpp以下
（0Hz～2.5GHz）

12 VCOIN 1.5V 3.0V 3.25V 30mVpp以下

注意

• 本装置には規定範囲の電力を安定供給し て、 瞬断が発生し ないよ う にし て く だ さい。 停電、 瞬断への対策は
外部装置側で設計し て く だ さい。

• 外部電源の電圧が 3.5V 未満の場合、 外部電源と本装置を接続するケーブルを可能な限り短 く し て く だ さい。
入力電圧は、 本装置の入力端子で規定し ます。 実施し なかった場合、 本装置へ実際に入力される電圧が3.3V
未満と な り、 無線特性を劣化させた り、 動作が不安定になった りする恐れがあ り ます。

端子番号 端子名称 小値 Typ 大値 大出力電流 備考

14 VREG_MSMP 2.54V 2.6V 2.65V 50mA -

44 VREG_USIM
1.76V 1.8V 1.84V 150mA Class C

2.79V 2.85V 2.91V 150mA Class B

注意

• 大出力電流を超えないよ う にご注意 く だ さい。 超えた場合は、 電源性能が低下する恐れがあ り ます。

信号 信号の説明 端子番号 端子名称 測定条件 小値 Typ 大値 単位
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4.3.3 電源制御

PWRKEYへの入力信号をGNDにする こ とによ り、 電源ON／OFF要求を行います。
電源ON要求を行う には、 本装置への電源供給 （Vcc） を規定範囲の電圧で3秒以上継続し、 PWRKEYへの入力信
号を300 ミ リ秒～1秒 （推奨基準値500 ミ リ秒）、 GNDにし ます。 本装置が電源ONになる と、 WAKEUP_SLEEP_OUT
がHIGHにな り ます。

図4-8 電源ONのシーケンス

電源OFF要求を行う には、 本装置が正常に動作し ている と きにPWRKEYへの入力信号を500 ミ リ秒～2秒 （推奨
基準値500 ミ リ秒）、 GNDにし ます。 本装置が電源OFFになる と、 WAKEUP_SLEEP_OUTがLOWにな り ます。

図4-9 電源OFFのシーケンス
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注意

• 本装置の起動時に電源ON要求を続けた場合、 動作開始後に電源OFFになる場合があ り ますので、 ご注意 く
だ さい。

• 本装置の起動後、 約8秒間は電源OFFにし ないで く だ さい。 初期化が完了できないため、 異常が発生する恐
れがあ り ます。

• 本装置の起動時、 WAKEUP_SLEEP_OUTがHIGHに変化し ても、 ド コ モUIMカー ド の読み込みが完了するまで
通信はできません。

• ド コ モUIMカー ドの読み込みには、 30秒程度必要と なる場合があ り ます。

• ド コ モUIMカー ド に保存されているSMSのデータ量によ っ て、 起動時の読み込み時間は変わり ます。

• 図4-9の電源OFFプロセスの時間は、 本装置がアイ ドル状態※のと きに電源OFFにかかる時間です。 通信処
理中に電源OFFする場合は、 処理中の通信の種類によ り電源OFFプロセスの時間が異な り ます （8秒以上か
かる場合もあ り ます）。

※ ： アイ ド ル状態とは、 次の条件にすべて合致する状態です。

• 本装置の各イ ン タ フ ェースが使用可能

• 待受状態かつ外部装置との通信な し

• ス リープモー ド に移行し ていない
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4.3.4 リ アルタ イムク ロ ッ ク （RTC） の電源

本装置は、 外部接続コネク タのVCOIN端子から リ アルタ イムク ロ ッ クへ計時電源を供給する こ と で、 Vcc （電
源） がOFFの状態で も リ アルタ イムク ロ ッ ク を動作させる こ とができます。 VCOIN端子には二次電池または容
量が比較的大きなキャパシ タ を予備電池と し て接続する こ とができます。

• 接続可能な二次電池の例 ： Panasonic ML414

本装置のVccが規定範囲にある場合、リ アルタ イムク ロ ッ クはVccから電源を供給され、予備電池を充電し ます。

VCOIN端子仕様と VCOIN端子電気特性を表4-7、 表4-8に示し ます。

 ※電池から給電 （給電電圧が3Vの場合） される と きに本装置のRTCが消費する電流です。

図4-10 RTC電源の推奨回路 （Panasonic ML414の接続例）

表4-7 VCOIN端子仕様

端子番号 端子名称 入出力種別 機能 備考

12 VCOIN P 計時電源入力 3V二次電池またはキャパシ タ と外部接続可能

表4-8 VCOIN端子電気特性

項目
方向

(本装置⇔外部装置)
小値 Typ 大値 単位

電源電圧 → 2.85  3.0 3.15 V

大出力電流 → - - 1.4 mA

RTCの消費電流※ ← - 2.0 - μA

注意

• 充電式二次電池以外は接続し ないで く だ さい。 故障、 発火する恐れがあ り ます。

補足

• リ アルタ イムク ロ ッ ク を使用し ない場合は、 接続不要です。
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4.4 静電気に対する特性

本装置の静電気性能は、 EN61000-4-2基準に準拠し ています。 本装置の静電耐圧性能は±1kVです。

4.4.1 RF コネク タの静電気対策

本装置のRF コネク タは静電気に対し て敏感なため、 静電気対策を行っ て く だ さい。 内部の無線周波数デバイス
が破壊される可能性があ り ます。 静電気対策のための推奨回路を図4-11に示し ます。 バリ ス タは、 RF コネク タ
の近 く に配置し ます。

図4-11 RF コネク タの静電気対策のための推奨回路

注意

• 本装置を使用するには、 静電気 （Electro-Static discharge 静電放電） 対策を行う必要があ り ます。
使用時に本装置に手で触れるよ う な作業を行う 場合などには、本装置の損傷を防ぐために適切な静電気対策を
行っ て く だ さい。

• 本装置には静電気に弱い部品が内蔵されています。 お客様による外部装置操作時は、 静電気が1kV 未満になる
よ う に設計し て く だ さい。また、本装置のコネク タは、直接印加されない構造になるよ う に設計し て く だ さい。
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4.4.2 ド コ モUIMカー ド イ ン タ フ ェ ースの静電気対策

本装置の ド コ モUIM カー ド イ ン タ フ ェ ースの静電気対策と し て推奨する電気回路を図4-12に示し ます。 バリ ス
タ ※は、 ド コ モUIMカー ド ソケ ッ ト の近 く に配置し ます。

※ ： DF6A6.8FU （東芝製） の使用を推奨し ます。 詳しい資料については、 メ ーカにご確認 く だ さい。

図4-12 ド コ モUIMカー ド イ ン タ フ ェ ースの静電気対策の推奨回路
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5 　 イ ン タ フ ェースについて

この章では、 主に各イ ン タ フ ェースの仕様について説明し ます。

5.1 シ リ アルイ ン タ フ ェ ース （UART）

5.2 USBイ ン タ フ ェ ース

5.3 ド コ モUIMカー ド イ ン タ フ ェース

5.4 オーデ ィ オイ ン タ フ ェース

5.5 ソ フ ト ウ ェ ア更新状態の表示

5.6 ネ ッ ト ワークの種類と通信状態の表示

5.7 ス リープモー ド／ウ ェーク ア ッ プ

5.1 シ リ アルイ ン タ フ ェ ース （UART）

本装置には1チャ ンネルのシ リ アルイ ン タ フ ェ ース （UART） があ り ます。 シ リ アルイ ン タ フ ェースの通信速度は、
外部装置から AT+IPR コ マン ド で設定し ます(P.140)。 大230.4kbps まで計10種類の通信速度に対応し、 初期値は
115.2kbpsに設定されています。 シ リ アルイ ン タ フ ェースの各信号線の機能について表5-1に示し ます。

外部装置と本装置のシ リ アルイ ン タ フ ェ ースの電気レベルが一致し ない場合、 整合させるために外部装置と本装
置間にレベルコ ンバータ などの電気レベル変換回路を設ける必要があ り ます。RS232Cレベルで外部装置と接続す
る場合、 RS232Cチ ッ プを使用し てシ リ アルイ ン タ フ ェ ース と接続できます。 実装例と し てMAX3232、 MAX3238、
SP3238などがあ り ます。 回路の設計に関し ては 「2.1.3 電気的イ ン タ フ ェ ース」 (P.23)の図2-3および図2-5をご参
照 く だ さい。

表5-1 シ リ アルイ ン タ フ ェースの信号線機能概要

端子番号 端子名称 機能概要 入出力種別
信号方向

（本装置⇔外部装置）

27 UART_RD 受信データ DO →

23 UART_SD 送信データ DI ←

22 UART_XCI 着信表示信号 DO →

20 UART_XCS 本装置送信許可信号 DO →

28 UART_XER 外部装置レデ ィ 信号 DI ←

24 UART_XDR 本装置レデ ィ 信号 DO →

26 UART_XRS 外部装置送信要求信号 DI ←

30 UART_XCD キャ リ ア検出信号 DO →

－ GND 接地 P －
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5.2 USBイ ン タ フ ェース

本装置には1チャ ンネルのUSB イ ン タ フ ェ ース （USB2.0 Full Speed、 12Mbit/s） があ り ます。 USB イ ン タ フ ェ ース
の各信号線の機能について、 表5-2に示し ます。

USBイ ン タ フ ェースの推奨回路を図5-1に示し ます。

図5-1 USBイ ン タ フ ェ ースの推奨回路

表5-2 USBイ ン タ フ ェ ースの信号線機能概要

端子番号 端子名称 機能概要 入出力種別
信号方向

（本装置⇔外部装置）

36 USB_D- USBデータ信号 （-） I/O ⇔

38 USB_D+ USBデータ信号 （+） I/O ⇔

- GND 接地 P -

注意

• 本装置はUSB2.0 Full Speedに対応し てお り、 USB2.0 （Universal Serial Bus Specification 　 Revision 2.0 April 27,
2000） 規格の7.3.2章の電気特性を満た し ています。

• 本装置 のUSBイ ン タ フ ェースはUSB2.0 Full Speedに対応し てお り、推奨回路のRVには接合容量が小さいバリ ス
タ ※ を選択する必要があ り ます。 また、 USB イ ン タ フ ェ ースを設計する際は、 USB2.0 Full speed プロ ト コルへ
の要求事項を厳格に適用し、 配線は差動イ ンピーダンスが90Ωになるよ う に設計する必要があ り ます。

※ ： 参考パーツ ： AVLC18S02003 （AMOTECH製）、 B72590T7900V60 （EPCOS製）
詳しい資料については、 メ ーカにお問い合わせ く だ さい。

• USBバスの電源電圧は、 本装置内部から供給されるため、 外部から供給する必要はあ り ません。 また、 本装置
のUSBイ ン タ フ ェ ースは、 外部にUSBバス電源を供給できないため、 本装置はUSBバスデバイス と し てのみ機
能し ます。

• USB_D+端子のプルア ッ プは本装置に内蔵されています。 外付けのプルア ッ プ抵抗は不要です。

• 本装置のUSBイ ン タ フ ェ ースを使用する場合は、 別途、 本装置と外部装置を接続するためのUSB ド ラ イバをご
用意いただ く 必要があ り ます。 Windows OS用のデバイス ド ラ イバについては、 P.263をご参照 く だ さい。
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本装置のUSBイ ン タ フ ェースのIDは、 VID:0x12d1/PID:0x1012であ り、 3つの独立し た機能のポー ト に対応し ます
(P.161)。

5.3 ド コ モUIMカー ド イ ン タ フ ェース

本装置は、 3.0V/1.8V対応の ド コ モ UIM カー ド と接続できます。 各端子の電圧は、 2.85V または1.8V です。 ド コ モ
UIMカー ド イ ン タ フ ェ ースの各信号線の機能について表5-4に示し ます。

ド コ モUIMカー ド イ ン タ フ ェ ースの推奨回路を図5-2に示し ます。

図5-2 ド コ モUIMカー ド イ ン タ フ ェースの推奨回路

表5-3 USBイ ン タ フ ェ ースについて

イ ン タ フ ェ ースNo. 機能

0 モデムポー ト

1 COMポー ト （使用禁止）

2 COMポー ト （ATコマン ド）

注意

• イ ン タ フ ェ ースNo.1はご利用いただけませんので、 ご注意 く だ さい。

表5-4 ド コ モUIMカー ド イ ン タ フ ェ ースの信号線機能概要

端子番号 端子名称 機能概要 入出力種別
信号方向

（本装置⇔外部装置）

44 VREG_USIM ド コモUIMカー ド用電源 P →

48 USIM_RST ド コモUIMカー ド用リ セ ッ ト
信号

DO →

42 USIM_CLK ド コモUIMカー ド用ク ロ ッ ク
信号

DO →

46 USIM_IO ド コモUIMカー ド用データ入
出力

I/O ⇔

- GND 接地 P －
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推奨する ド コ モUIMカー ド ソケ ッ ト 、 および メ ーカ を表5-5に示し ます。

• ソケ ッ ト の仕様については、 メ ーカにご確認 く ださい。

ド コ モUIMカー ドのピンの配置と対応する コネク タ端子について、 図5-3、 表5-6に示し ます。

表5-5 ド コ モUIMカー ド ソケ ッ ト

型 名 メ ーカ

SF7W006S1AE1000 日本航空電子工業 （株）

注意

• ド コ モUIM カー ド ソケ ッ ト はイ ン タ フ ェースの近 く に配置する必要があ り ます。 配線が長すぎる と、 波形に歪
みなどが生じ、 信号に悪影響を与える恐れがあ り ます （推奨100mm以内）。 USIM_CLK信号と USIM_IO信号には、
ガー ドパターンを設けて く だ さい。

• USIM_Vcc端子には0.1uFまたは0.22uFのキャパシ タ 1つを追加し、 USIM_CLK ・ USIM_IO ・ USIM_RSTの各端子には
GNDに対し て33pFの電気容量を追加し て ノ イズを フ ィ ルタ リ ングし ます。 また、 これら 4種類の信号はすべて
バリ ス タ で静電気対策を行う必要があ り ます(P.43)。バリ ス タは、 ド コ モUIMカー ド ソケ ッ ト の近 く に配置し て
く だ さい。

表5-6 ド コ モUIMカー ドの端子について

ド コ モUIMカー ド
端子

外部接続コネク タ端子名称

図5-3 ド コ モUIMカー ドのピンの配置

C1 USIM_Vcc

C2 USIM_RST

C3 USIM_CLK

C4 N.C.

C5 GND

C6 N.C.

C7 USIM_IO

C8 N.C.
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5.4 オーデ ィ オイ ン タ フ ェース

本装置には2チャ ンネルのオーデ ィ オイ ン タ フ ェ ースがあ り ます。信号の定義および対応する外部接続コネク タの
端子番号を表5-7に示し ます。

音声入出力のチャ ンネルはペアで使用する必要があ り、 第1音声入力のチャ ンネルは第1音声出力のチ ャ ンネル、
第2音声入力のチャ ンネルは第2音声出力のチャ ンネルとペアで使用し て く だ さい。
第1 チ ャ ンネルは、 ハン ド セ ッ ト などの外部装置との接続に適し ています。 一般的なハン ド セ ッ ト の受話口 （レ
シーバ） の抵抗値は32Ωのため、 接続時にアンプは不要です。 第1 チ ャ ンネルと外部装置を接続する推奨回路を
図5-4に示し ます。
第2チャ ンネルはハンズフ リーとの接続に適し ています。 抵抗値8Ωのスピーカ と直接接続する こ とができます。
第2チャ ンネルと スピーカ を接続する推奨回路を図5-5に示し ます。
両チャ ンネルと もバリ ス タ ※を使用し て端子の静電気を防止する こ と で、 内部のICなどのデバイスを保護する こ
と を推奨し ます。

※ ： DF6A6.8FU （東芝製） の使用を推奨し ます。 詳しい資料については、 メ ーカにご確認 く だ さい。

図5-4 第1音声チャ ンネルの推奨回路

表5-7 オーデ ィ オイ ン タ フ ェ ースの信号線機能概要

端子番号 端子名称 機能概要 入出力種別
信号方向

（本装置⇔外部装置）

51 MIC1_N 第1チャ ンネル音声入力 （-） AI ←

53 MIC1_P 第1チャ ンネル音声入力 （+） AI ←

47 EAR1_N 第1チャ ンネル音声出力 （-） AO →

49 EAR1_P 第1チャ ンネル音声出力 （+） AO →

58 MIC2_N 第2チャ ンネル音声入力 （-） AI ←

60 MIC2_P 第2チャ ンネル音声入力 （+） AI ←

54 SPKR_OUT_N 第2チャ ンネル音声出力 （-） AO →

56 SPKR_OUT_P 第2チャ ンネル音声出力 （+） AO →

補足

• 本装置内のコ ンデンサで直流カ ッ ト するため、 外部装置はコ ンデンサで直流カ ッ ト する必要はあ り ません。
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図5-5 第2音声チャ ンネルの推奨回路

5.5 ソ フ ト ウ ェ ア更新状態の表示

本装置は、 信号線FOTA_N （端子番号32） よ り ソ フ ト ウ ェ ア更新の状態を出力し ます。 FOTA_Nの機能について、
表5-8に示し ます。

FOTA_Nは、 給電開始後はHIGH、 電源ONの後はLOW、 ソ フ ト ウ ェ ア更新中 （再起動中を除 く ） はHIGHにな り ま
す。 ソ フ ト ウ ェ ア更新時の信号のシーケンスを図5-6に示し ます。

図5-6 ソ フ ト ウ ェ ア更新時のシーケンス

注意

• 本装置と接続する外部装置を設計する際、 各デバイスの位置や分離に十分注意し て く だ さい。

‐ オーデ ィ オ信号は差動ペア信号のため、 平行かつ等間隔になるよ う に電気回路を設計する必要があ り ます。
配線長を 短 ・ 等長にし て、 両端のフ ィ ルタ回路を対称に配置し て く だ さい。 差動ペア信号の配線の間隔も

短にし て、 配線の周囲にアースを実装し て く だ さい。

‐ オーデ ィ オ出力の差動信号と オーデ ィ オ入力の差動信号はアースによ っ て分離し、 電源 ・ アンテナなどの回
路から離し て く だ さい。

• 本装置のMIC入力端子 （端子番号51、 53、 58、 60） に直接マイ ク を接続する場合は、 外部装置にOPアンプを実
装し ないで く だ さい。 音声が歪む可能性があ り ます。

• 本装置のMIC入力端子 （端子番号51、 53、 58、 60） に音声合成LSI などマイ ク以外のデバイスを接続する場合
は、 端子への入力レベルが2.8Vppを超えないよ う にし て く だ さい。

表5-8 FOTA_Nの信号線機能概要

端子番号 端子名称 機能概要 入出力種別
信号方向

（本装置⇔外部装置）

32 FOTA_N ソ フ ト ウ ェ ア更新の状態表示

HIGH ： ソ フ ト ウ ェ ア更新中

LOW ： -

DO →



50

'12/5 第4版

5.6 ネ ッ ト ワークの種類と通信状態の表示

本装置の信号線MODE_LED、 STATUS_LEDにそれぞれ1つずつLEDを接続し て、 接続中のネ ッ ト ワークの種類 （3G/
GSM） と通信状態を表示する こ とができます。信号線MODE_LED、STATUS_LEDの機能について、表5-9に示し ます。

5.6.1 ネ ッ ト ワーク との接続／通信状態の表示パターン

MODE_LED と STATUS_LEDが示す本装置と ネ ッ ト ワークの接続／通信状態を表5-10に示し ます。 また、 点滅時に
MODE_LED と STATUS_LEDから出力される信号のシーケンスをⅠ、 Ⅱに示し ます。

I. 1回点滅のシーケンス

注意

• 本装置が再起動する場合、 再起動が終了するまでFOTA_Nが不定な状態と な り ます。

表5-9 MODE_LED と STATUS_LEDの信号線機能概要

端子番号 端子名称 機能概要 入出力種別
信号方向

（本装置⇔外部装置）

11 MODE_LED ネ ッ ト ワークの種類と通信状態を表示 AO →

13 STATUS_LED ネ ッ ト ワークの種類と通信状態を表示 AO →

表5-10 LEDが示すネ ッ ト ワーク との接続／通信状態

ネ ッ ト ワーク との接続／通信状態 MODE_LED STATUS_LED

3Gネ ッ ト ワーク接続完了 1回点滅 消灯

3Gパケ ッ ト 通信中 点灯 消灯

圏外またはネ ッ ト ワーク検索中 消灯 2回点滅

GSMネ ッ ト ワーク接続完了 消灯 1回点滅

GPRSパケ ッ ト 通信中 消灯 点灯

ス リープモー ド中 消灯 消灯

補足

• 音声通話中は、 LEDの表示は変化し ません。
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II. 2回点滅のシーケンス

5.6.2 外部装置との接続例

本装置の信号線MODE_LED と STATUS_LEDを外部装置に接続する推奨回路を図5-7に示し ます。

図5-7 LED接続の推奨回路

注意

• LED出力の電圧が4.2Vを超えないよ う にご注意 く だ さい。
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5.7 ス リープモー ド／ウ ェークア ッ プ

信号線WAKEUP_SLEEP_IN、 WAKEUP_SLEEP_OUTによ り、 本装置のス リープモー ド／ウ ェーク ア ッ プ （アイ ドル状
態に移行） 機能の制御が行えます。

図5-8 ス リープモー ド／アイ ドル状態のイ メ ージ

ス リープモー ドの各状態について、 表5-11に示し ます。

表5-11 ス リープモー ドの状態について

本装置の状態 説明 備考

ス リープモー ド時 ス リープモー ド時は、 USBイ ン タ フ ェース と シ リ ア
ルイ ン タ フ ェースが閉じ られます。
WAKEUP_SLEEP_OUTはLOWにな り ます。

-

ス リープモー ドへ移行中 WAKEUP_SLEEP_INをLOWにし て、 ス リープモー ドへ
移行中の状態 （WAKEUP_SLEEP_OUTはHIGH）。

WAKEUP_SLEEP_INがHIGHの
と きは、 ス リープモー ド に移
行できません。

ス リープモー ドからの復帰 以下の場合にス リープモー ドから復帰し ます。

• 音声通話が着信し た場合

• SMSを受信し た場合

• パケ ッ ト 着信し た場合

• FOMAネ ッ ト ワークから ソ フ ト ウ ェ ア更新の通知を
受信し た場合

• 外部装置がWAKEUP_SLEEP_INをHIGHにし た場合

ス リープモー ドから復帰後、 WAKEUP_SLEEP_OUTが
HIGHにな り ます。

音声通話、 SMS、 パケ ッ ト 通
信の着信時、 外部装置は2秒
以内にWAKEUP_SLEEP_INを
HIGHにする必要があ り ます
(P.56)。
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5.7.1 WAKEUP_SLEEP_IN

外部装置は信号線WAKEUP_SLEEP_INの制御によ っ て本装置をス リープモー ド に移行させた り、 ウ ェ ーク ア ッ プ
させた りする こ とができます。

表5-12 WAKEUP_SLEEP_INについて

5.7.2 WAKEUP_SLEEP_OUT

本装置は、 WAKEUP_SLEEP_OUTによ り現在の状態を示し ます。

表5-13 WAKEUP_SLEEP_OUTについて

端子番号 端子名称 入出力種別 説明

34 WAKEUP_SLEEP_IN DI HIGH ： 外部装置から本装置をウ ェーク ア ッ プ

LOW ： 外部装置から本装置をス リープモー ド に設定

端子番号 端子名称 入出力種別 説明

40 WAKEUP_SLEEP_OUT DO HIGH ： 本装置がアイ ドル状態でシ リ アルイ ン タ フ ェース と
USBイ ン タ フ ェースが使用可

LOW ： 本装置がス リープモー ド でシ リ アルイ ン タ フ ェース と
USBイ ン タ フ ェースが使用不可
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5.7.3 外部装置による本装置のス リープモー ド制御

図5-9 外部装置から本装置をス リープモー ド に移行させるシーケンス

◆シーケンスについて

1 ： 本装置がアイ ドル状態の場合、 WAKEUP_SLEEP_OUTはHIGHにな り ます。

2 ： 外部装置はデータ を送信し ていない場合、 WAKEUP_SLEEP_IN を LOWにする こ と で本装置をス リープモー ド に移
行できます。 HIGHの場合は、 アイ ドル状態を維持し ます。

注意

• 本装置は、WAKEUP_SLEEP_INに入力された信号を検出し てス リープモー ド制御を行います。本装置がパケ ッ ト
通信中や音声通話中など通信中の場合は、 アイ ド ル状態に移行し てから ス リ ープモー ド へ移行し て く だ さい。
必ず、 通信終了後にス リープモー ドへ移行させて く だ さい。

‐ 外部装置から WAKEUP_SLEEP_IN を LOW にする場合、 音声通話およびパケ ッ ト 通信を終了させてお く 必要が
あ り ます。 終了させずにLOWにし た場合、 ス リープモー ドへ移行できな く なった り、 音声通話の発着信やパ
ケ ッ ト 通信ができな く なった りする可能性があ り ます。
→対処方法 ： 本装置の電源OFF/ONを行っ て く だ さい。
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5.7.4 外部装置による本装置のウ ェークア ッ プ制御

図5-10 外部装置による本装置のウ ェーク ア ッ プのシーケンス

◆シーケンスについて

1 ： 本装置がス リープモー ド の場合、 WAKEUP_SLEEP_OUTはLOWにな り ます。

2 ： 外部装置から本装置をウ ェ ーク ア ッ プ させる と きは、 WAKEUP_SLEEP_INをHIGHにし ます。

3 ： 本装置は WAKEUP_SLEEP_IN の HIGH を検出し てアイ ドル状態に移行し、 シ リ アルイ ン タ フ ェ ース /USB イ ン タ
フ ェ ースを起動する と と もにWAKEUP_SLEEP_OUT を HIGH に し て外部装置にア イ ド ル状態にある こ と を示し ま
す。
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5.7.5 ネ ッ ト ワークからの通信要求によるウ ェークア ッ プ処理

図5-11 ネ ッ ト ワークからの通信要求によるウ ェーク ア ッ プ処理のシーケンス

◆シーケンスについて

1 ： 本装置がス リープモー ド の場合、 WAKEUP_SLEEP_OUTはLOWにな り ます。

2 ： 本装置が音声通話 ・ SMS ・ パケ ッ ト 通信の着信およびFOMAネ ッ ト ワークからのソ フ ト ウ ェ ア更新の通知を受信
し た場合、 本装置はウ ェーク ア ッ プ後、 アイ ドル状態に移行し てWAKEUP_SLEEP_OUTをHIGHにし、 シ リ アルイ
ン タ フ ェース/USBイ ン タ フ ェースを起動し ます。 その際、 外部装置は2秒以内にWAKEUP_SLEEP_INをHIGHにす
る必要があ り ます。2秒を超えた場合は、次回、本装置がス リープモー ドへ移行できな く なる可能性があ り ます。
→対処方法 ： 本装置の電源OFF/ONを行って く だ さい。
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6 　 AT コマン ド説明

この章では、 本装置を制御するためのATコ マン ド について説明し ます。

6.1 ATコ マン ド について

6.2 リザル ト コー ド

6.3 ATコ マン ド一覧

6.4 ATコ マン ド詳細

6.1 AT コマン ド について

6.1.1 ATコ マン ドの入力形式

AT コ マン ド は、 コ マン ド に続 く パラ メ ータ （数字や記号） を含めて必ず1行で入力し ます。 通信ソ フ ト のター
ミ ナル画面では、 初の文字から を押し た直前までの文字を 「1行」 と し、 256文字 （ATを含み<CR>を含ま
ない） まで入力できます。
AT コ マン ド は大文字 （AT） および小文字 （at） のどち ら でも入力可能です。

■AT コ マン ド の基本的なフ ォーマ ッ ト

6.1.2 ATコ マン ドのパラ メ ータについて

AT コ マン ド 詳細(P.63)の 「書式」 の[ ]内のパラ メ ータは、 省略可能です。 「パラ メ ータ省略時」 欄に記載がある
コ マン ド は、 記載内容に従っ て動作し ます※1※2。
また、 パラ メ ータ範囲外のパラ メ ータ を入力し た場合は、 リザル ト コー ド ERRORを返し ます。

※1 ： 「書式」 の[ ]の直前に 「=」 が記載されている コ マン ド のパラ メ ータ をすべて省略する場合は、 「=」 の入力
も省略し ます。

※2 ： 省略されたパラ メ ータの直後に入力パラ メ ータがある場合、「,」は省略できません。必ず入力し て く だ さい。

【例】

6.1.3 連続コマン ド入力について

リザル ト コー ド の待ち合わせな し で連続し て コ マン ド を入力し た場合、 エ コーの間に リザル ト コー ド が出力さ
れる場合があ り ます。 対処方法と し ては、 以下の2つがあ り ます。

aリザル ト コー ド が返っ てきてから コ マン ド を入力する

bリザル ト コー ド が返っ て く るのを待たない場合は、 ATE0 コ マン ド を使用し てエ コーを返さ ない設定とする

6.1.4 コマン ド後のLFについて

コ マン ド のCRの後にLFが付加されている場合、 エ コーのLFが出力される場合と出力されない場合があ り ます。
エ コーを出力させないよ う にするには、 以下の2つがあ り ます。

aコ マン ド にはLFを付加し ない

bATＥ0 コ マン ド を使用し てエ コーを返さ ない設定とする

AT （at） command <CR> （<LF>）

入力コ マン ド 結果

AT+CLVL=6 AT+CLVLのパラ メ ータは0～5であるため、 ERRORを返し ます。

AT+CLVL=002 パラ メ ータが2である と認識し て実行し ます。

AT+CLVL=# パラ メ ータが#である と認識し、 ERRORを返し ます。

注意

• 連続コ マン ドの入力にエ ラーがあった場合、 一部の設定が変更される場合があ り ます。
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6.2 リザル ト コー ド

6.2.1 リザル ト コー ドの出力形式

入力し たAT コ マン ド に対する中間リザル ト コー ド が存在する場合は、中間リザル ト コー ド を出力後、<CR><LF>
を リザル ト コー ドの前後に付加し て 終リザル ト コー ド を出力し ます。

■リザル ト コー ドのフ ォーマ ッ ト

6.2.2 リザル ト コー ド一覧表

※1 ： RINGのリザル ト コー ド について

本装置は、 パケ ッ ト 着信時は約3秒間隔、 音声通話着信時は約5秒間隔で外部装置へ等間隔でRINGを出力し
ます。

■パケ ッ ト 着信 且つ AT&D2設定時のRING と自動応答について ：

     【ポイ ン ト 】 XER-HIGHは自動応答が無効にな り ます。

<CR><LF> リザル ト コー ド （文字形式） <CR><LF>

表6-1 リザル ト コー ド一覧表

文字表示 説明

OK
コマン ドの実行が正常に終了

オン ラ イ ン コマン ド モー ドへ移行

CONNECT 接続完了

RING※1 リ ングを検出

NO CARRIER キャ リ アの検出不可

ERROR コマン ドの実行に失敗

DELAYED※2 リ ダイヤル規制時間内表示

RESTRICTION※3 ネ ッ ト ワーク規制表示

REWRITING※4※5 ソ フ ト ウ ェ ア更新中

+CME ERROR: <err> コマン ド実行エラー、 エラーの種類は<err>で表示(P.262)

+CMS ERROR: <err> SMS関連エラー、 エラーの種類は<err>で表示(P.262)

着信中にXER-HIGH パケ ッ ト 着信を切断し、 オフ ラ イ ン コマン ド モー ド に遷移し ます。

XRS-HIGH中に着信 切断せずに着信状態を維持し、 RING出力をバッ フ ァに溜め込みます。

XER-LOW （着信時）
RING出力し な く ても カウン ト は行っています。 S0レジス タの設定値で
自動応答を行います。

XER-HIGH （着信時） RINGも出力されず、 自動応答も行いません。 

XRS-HIGHからLOWへ バッ フ ァの内容を出力し た後にRING出力を再開し ます。 

XER-HIGH中に着信 切断せずに着信状態を維持し ますが、 自動応答は行いません。

XRS-LOW （着信時） RINGは出力されますが、 自動応答を行いません。

XRS-HIGH （着信時） RINGも出力されず、 自動応答も行いません。

XER-HIGHからLOWへ
XER-LOWになった時点から カウン ト し、 S0レジス タの設定値で自動応
答を行います。 S0レジス タ設定値到達前にタ イムアウ ト が発生し た場
合は切断されます。
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■パケ ッ ト 着信 且つ AT&D0設定時、 または音声通話着信時のRING と自動応答について ：

     【ポイ ン ト 】 XER-HIGHの状態においても、 S0レジス タの設定値で自動応答を行います

拡張リザル ト コー ド を使用する場合、 RINGの形式は+CRING: <type>にな り ます。

<type>の詳細は以下のとお り です。

■音声通話の場合 ： VOICE

■パケ ッ ト 通信の場合 ：

GPRS <PDP_type>[,,,<APN>]

PDP_type、 APN ： AT+CGDCONT コ マン ドの説明をご参照 く だ さい(P.90)。

※2 ： DELAYEDのリザル ト コー ド について

本装置は、 電気通信事業法に基づ く 端末設備等規則第18条 （3分間で 2回以内の再発信を許容する） に準拠
し、 自動再発信規制時間内にATD コ マン ド (P.143)による音声通話の発信動作が行われた場合、 DELAYEDの
リザル ト コー ド を返し ます。

※3 ： RESTRICTIONのリザル ト コー ド について

ネ ッ ト ワー ク側が規制中にATD コ マ ン ド (P.143) を実行 し た場合、 本装置は外部装置へCONNECT または
%ORIG を送出せずに （パケ ッ ト 通信または音声通話を確立せずに）、 RESTRICTIONのリザル ト コー ド を返し
ます。 なお、 電源ONからネ ッ ト ワーク登録が完了するまでの間においては、 RESTRICTIONが出力される場
合があ り ます。

※4 ： REWRITINGのリザル ト コー ド について

ソ フ ト ウ ェ ア更新が開始されている状態で、 AT%FOTASTART(P.73)、 ATD(P.143) （パケ ッ ト 発信） の各コ マ
ン ドのう ち、 いずれかを実行する こ とによ り、 REWRITINGが出力されます。
ソ フ ト ウ ェ ア更新が完了するまで他の処理は行わないよ う にし て く だ さい。

※5 ： REWRITINGが出力される タ イ ミ ングについて

ソ フ ト ウ ェ ア更新時 （ダウンロー ド中、 更新完了通知送信中でXCSがLOWの状態） に対象AT コ マン ド が入
力された場合、 REWRITINGのリザル ト コー ド を返し ます。 なお、 ソ フ ト ウ ェ ア更新時 （書き換え中、 再起動
中） はAT コ マン ド の送受信はできません。

◆非請求リザル ト コー ド とは

AT コ マン ド の入力に対し て応答する リザル ト コー ド 以外の本装置に着信や状態の変化などがあった と きにAT コ マ
ン ドが入力されな く ても通知される リザル ト コー ド です。

着信中にXER-HIGH ･ 切断せずに着信状態を維持し て、 RING出力をバッ フ ァに溜め込みます。

･ XRS-LOWにする と、 バッ フ ァの内容を出力し た後にRING出力を再開し ます。

･ XRS-HIGHの状態でも、 バッ フ ァに溜めこ まれるRINGの回数を カウン ト し、
S0レジス タの設定値で自動応答を行います。

XRS-HIGH中に着信

XER-HIGH中に着信
S0レジス タの設定値で自動応答を行います。 XRS-LOWの場合、 RING出力を行
います。
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6.3 AT コマン ド一覧

本装置で設定可能なAT コ マン ド を表6-2に示し ます。

• AT コ マン ド一覧表に記載されていないコ マン ド については、 初期値の設定のままご利用 く だ さい。

表6-2 AT コ マン ド一覧表

コ マン ド 機能 メ モ リ ページ

+++
オン ラ イ ンデータ モー ドからオン ラ イ ン コ マン ド モー ド に移行し
ます。

- P.63

A/ 直前に実行し たAT コマン ド を実行し ます。 - P.64

%AUTORESET
設定し た時間になるたびに、 本装置が自動的に再起動処理を開始
し ます。

● P.65

%BAR 電波の強度を表示し ます。 - P.66

%CEND 音声通話の呼び出し／通話が終了し たこ と を通知し ます。 - P.67

%CONF 発信し た音声通話が相手に着信し たこ と を通知し ます。 - P.68

%CONN 音声通話に応答し たこ と を通知し ます。 - P.69

%CURC %SMMEMFULL出力の有無を選択し ます。 - P.70

%DTMF 音声通話中にDTMFを送信し ます。 - P.71

%FOTAABORT ソ フ ト ウェ ア更新を中断し ます。 - P.71

%FOTAIND
ソ フ ト ウェ ア更新状態の通知設定、 およびソ フ ト ウ ェ ア更新状態
の通知を行います。

- P.72

%FOTASTART ソ フ ト ウェ ア更新機能を起動し ます。 - P.73

%ORIG 本装置が音声通話の発信を開始し たこ と を通知し ます。 - P.74

%RESET 設定し た時間の経過後、 本装置は再起動処理を開始し ます。 - P.75

%SMMEMFULL
SMSを保存する メ モ リ容量がいっぱいになったこ と を通知し ま
す。

- P.76

%SWSPATH
音声の出力先をハン ド セ ッ ト と スピーカから選択し ます。 音声の
出力先を切り替える場合、 外部装置から本装置に入力する音声入
力端子 （MIC1、 MIC2） も切り替える必要があ り ます。

- P.77

%SYSCFG ネ ッ ト ワーク接続について設定し ます。 ● P.78

%SYSINFO
本装置の動作時に登録されているネ ッ ト ワークの情報を問い合わ
せます。

- P.79

&C 外部装置へのXCDの出力条件を選択し ます。 ○ P.80

&D
本装置がオン ラ イ ンデータ モー ドの場合にシ リ アルイ ン タ フ ェー
スのXERを検出し、 LOWからHIGHに変化し たと きの動作を設定
し ます。

○ P.81

&F
本装置のコ マン ド設定 （パラ メ ータ） やSレジス タ を初期化し ま
す。

- P.81

&W
本装置のコ マン ド設定 （パラ メ ータ） やSレジス タの状態を本装
置内の不揮発性メ モ リ に保存し ます。

- P.82

+CCLK 時刻情報の取得や設定を行います。 - P.83

+CCWA キャ ッ チホンの操作を行います。 - P.84

+CDS
受信し たSMSの送達通知を保存せずに直接外部装置に通知し ま
す。

- P.86
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+CDSI 受信し たSMSの送達通知の保存位置を通知し ます。 - P.88

+CEER 直前の音声通話、 パケ ッ ト 通信の切断理由を表示し ます。 - P.89

+CGDCONT パケ ッ ト 通信のパラ メ ータ を表示／設定し ます。 ● P.90

+CGREG
パケ ッ ト 通信の電波状態が圏内または圏外か、 およびネ ッ ト ワー
ク登録状態を通知するかど うかを設定し ます。

- P.92

+CGSN 本装置の製造番号 （IMEI） を表示し ます。 - P.93

+CHLD 音声通話の保留関連サービスの操作を し ます。 - P.94

+CHUP 音声通話を終了し ます。 着信拒否にも使用できます。 - P.96

+CLCC 音声通話着信中や通話中などに相手の電話番号を表示し ます。 - P.97

+CLCK
ド コ モUIMカー ドのPIN1 コー ド照合機能の有効／無効設定や設定
の確認を し ます。

- P.98

+CLIP 着信し た電話番号の表示／非表示を設定し ます。 - P.99

+CLVL ハン ド セ ッ ト と スピーカの音量を設定し ます。 ● P.101

+CMEE
本装置がリザル ト コー ド 「+CME ERROR:<err>」 を使用し てエ
ラー情報を通知するかど うかを設定し ます。

- P.102

+CMGD
AT+CPMSコマン ド で設定された メ モ リ <mem1>に保存されている
SMSを<index> （保存位置） や既読、 送信済みなどの状態を指定し
て削除し ます。

- P.103

+CMGF SMSの形式を設定し ます。 - P.104

+CMGL
メ モ リ <mem1>に保存されているSMSのう ち、 <stat>で指定し た
条件のSMSを表示し ます。

- P.105

+CMGR
メ モ リ <mem1>に保存されているSMSのう ち、 <index> （保存位
置） で指定し たSMSを表示し ます。

- P.109

+CMGS SMSをPDUモー ド またはTEXTモー ド で送信し ます。 - P.112

+CMGW
SMSをAT+CPMSコマン ド で設定された メ モ リ <mem2>に保存し ま
す。

- P.114

+CMSS
AT+CPMSコマン ド で設定された メ モ リ <mem2>からSMSを送信し
ます。

- P.116

+CMT 受信し たSMSを保存せずに直接外部装置に通知し ます。 - P.118

+CMTI 受信し たSMSの保存位置を通知し ます。 - P.120

+CMUT マイ クの ミ ュー ト （消音） 設定を し ます。 - P.121

+CNMI SMS受信時の通知方法を設定し ます。 - P.122

+CNUM 自局電話番号を表示し ます。 - P.124

+COPS 接続する通信事業者を選択し ます。 - P.125

+CPIN PIN1 コー ドの入力や入力の要否の確認に使用し ます。 - P.127

+CPMS
SMSの表示、 保存などに使用する メ モリ （<mem1><mem2><mem3>）
の設定や指定した メ モリの使用状況などの確認を します。

● P.129

+CPWD ド コ モUIMカー ドのPIN1 コー ドの変更に使用し ます。 - P.130

+CRC 拡張リザル ト コー ド を使用するかど うかを設定し ます。 - P.131

+CREG
音声通話 （回線交換接続） の電波状態が圏内または圏外か、 およ
びネ ッ ト ワーク登録状態を通知するかど うかを設定し ます。

- P.132

コ マン ド 機能 メ モ リ ページ
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+CSCA SMSセン ターの番号を設定し ます。 - P.133

+CSCS 外部装置の文字コー ド を設定し ます。 - P.134

+CUSD USSDコー ド を利用し てネ ッ ト ワークサービスを設定し ます。 - P.135

+GMI/+CGMI 本装置のメ ーカ情報を表示し ます。 - P.136

+GMM/+CGMM 本装置のモデル （製品名） を表示し ます。 - P.137

+GMR/+CGMR 本装置のフ ァームウ ェ アのバージ ョ ン情報を表示し ます。 - P.138

+IFC フ ロー制御方式を指定し ます。 ○ P.139

+IPR
シ リ アルイ ン タ フ ェースで接続されている外部装置との伝送速度
を設定し ます。

○ P.140

\S 現在設定されている各コ マン ド と Sレジス タの内容を表示し ます。 - P.141

A 本装置の着信応答を行います。 - P.142

D パケ ッ ト 通信または音声通話の発信処理を行います。 - P.143

E
外部装置から受信し たコ マン ド に対し て、 本装置がエコーするか
ど うかを設定し ます。

○ P.144

H
パケ ッ ト 通信を切断し ます。 また、 パケ ッ ト 着信拒否にも使用し
ます。

- P.145

I 本装置の製品情報を表示し ます。 - P.146

O オン ラ イ ンデータ モー ドへ復帰し ます。 - P.147

S0 自動応答までのリ ング （呼び出し） 回数を設定し ます。 ○ P.148

X CONNECT表示への速度表示の有無を設定し ます。 - P.149

Z
AT&Wコマン ド で本装置内の不揮発性メ モ リ に保存し たパラ メ ー
タ を本装置内に復元し ます。

- P.149

○ ： パラ メ ータが&W コ マン ド で、 本装置内の不揮発性メ モ リ に記憶される コ マン ド です。

● ： コ マン ド のパラ メ ータ変更後、 本装置内の不揮発性メ モ リ に保存されます。

- ： コ マン ド のパラ メ ータは本装置内の揮発性メ モ リ に保存され、 電源をOFFにする と消去されます。

コ マン ド 機能 メ モ リ ページ
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6.4 AT コマン ド詳細

コ マン ド +++

機能 オン ラ イ ンデータ モー ド からオン ラ イ ン コマン ド モー ド に移行し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

+++ <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+CGDCONT=1,"PPP","△△△.dcm.ne.jp","",0,0
OK
ATD*99***1#
CONNECT 115200
+++
OK

備考 • パケ ッ ト 発信またはパケ ッ ト 着信後、 パケ ッ ト 通信を中断する場合、 「+++」 はシ リ アルイ ン タ フ ェー
スのみに使用できます。

• 上記以外の場合、 「+++」 は使用できません。

• 「+++」 入力の時間間隔が900 ミ リ秒を超えないよ う に注意し て く だ さい。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） 対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 × ： 非対応

条件 UART USB 0 USB 1 USB 2

パケ ッ ト 発信後、 パケ ッ ト 通信を中
断する場合

○ × × ×

パケ ッ ト 着信後、 パケ ッ ト 通信を中
断する場合

○ × × ×

その他の場合 × × × ×
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コ マン ド A/

機能 直前に実行し たコマン ド を実行し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

A/ -

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+CGMR
XX

OK
A/
XX

OK

備考 • 本コマン ドの入力時は、 「AT」 や を付ける必要はあ り ません。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT%AUTORESET

機能 設定し た時間になるたびに、 本装置が自動的に再起動処理を開始し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT%AUTORESET=<auto_reset_time> <CR><LF>OK<CR><LF>

AT%AUTORESET? <CR><LF>%AUTORESET:<auto_reset_time ><CR>
<LF><CR><LF>OK<CR><LF>

AT%AUTORESET=? <CR><LF>%AUTORESET:（設定可能な
<auto_reset_time>の範囲）<CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

パラ メ ータ auto_reset_time

0 ： 本機能を無効にし ます。

120～172800 ： 本装置が再起動処理を開始するまでの時間を設定し ます （単位 ： 秒）。

初期値 <auto_reset_time> ： 0

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT%AUTORESET?
%AUTORESET:0

OK
AT%AUTORESET=?
%AUTORESET:(0,120-172800)

OK
AT%AUTORESET=120
OK

備考 • ソ フ ト ウ ェ ア更新中は設定し た時間になっても再起動し ません。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT%BAR

機能 電波の強度を示し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT%BAR <CR><LF>%BAR:<uiPercent><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

AT%BAR=? <CR><LF>%BAR:（表示可能な<uiPercent>のリ ス ト ）
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ uiPercent ： 電波強度

0～5 ： 数値が表す電波強度を以下に示し ます。

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT%BAR
%BAR:4

OK

AT%BAR=?
%BAR:(0-5)

OK

備考 • 使用環境によ っては電波の強度が大き く 変動するため、 本コマン ド を使用される際は一度本コ マン ド
を入力し て出力を確認し た後、 しばら く お待ちいただいてから再度本コマン ド を使用される こ と を推
奨し ます。

• 電波の状態が圏外かど うかを確認する場合は、 AT+CREG コマン ド (P.132)またはAT+CGREGコマン ド
(P.92)を使用し ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

0 1 2 3 4 5

弱 強

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド %CEND （非請求リザル ト コー ド）

機能 音声通話の呼び出し／通話が終了し たこ と を通知し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

- <CR><LF>%CEND:<call_id><CR><LF>

パラ メ ータ call_id

1～9 ： 現在の通話ID。 未使用のIDから本装置が自動的に設定し ます。

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 ATD090XXXXXXXX;
OK

%ORIG:1,0

%CONF:1

%CONN:1,0
AT+CHUP
%CEND:1

OK

備考 • 電源ONの直後は、 音声通話の発信処理を実施し ても発信できない場合があ り ます （音声通話が発信で
きない場合は、 %ORIG、 %CENDの順に出力されます）。 AT+CEER(P.89)を実行し た と きに切断理由と し
て 「Temporary failure」 が送出される場合は、 ネ ッ ト ワークへの登録が完了し ていないため、 しばら く
待ってから音声通話の発信処理を実施し て く だ さい。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド %CONF （非請求リザル ト コー ド）

機能 発信し た音声通話が相手に着信し たこ と を通知し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

- <CR><LF>%CONF:<call_id><CR><LF>

パラ メ ータ call_id

1～9 ： 現在の通話ID。 未使用のIDから本装置が自動的に設定し ます。

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 ATD090XXXXXXXX;
OK

%ORIG:1,0

%CONF:1

%CONN:1,0
AT+CHUP
%CEND:1

OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド %CONN （非請求リザル ト コー ド）

機能 音声通話に応答し たこ と を通知し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

- <CR><LF>%CONN:<call_id>,<call_type><CR><LF>

パラ メ ータ call_id

1～9 ： 現在の通話ID。 未使用のIDから本装置が自動的に設定し ます。

call_type

0 ： 音声通話

1 ： 緊急通報 （110番／119番／118番） ※(P.263)

※ ： 日本国内でこれら3種類の緊急通報の番号を使用し た場合のみ、 通知されます。

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 ATD090XXXXXXXX;
OK

%ORIG:1,0

%CONF:1

%CONN:1,0
AT+CHUP
%CEND:1

OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT%CURC

機能 %SMMEMFULL出力の有無を選択し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT%CURC=<mode> <CR><LF>OK<CR><LF>

AT%CURC? <CR><LF>%CURC:<mode><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

AT%CURC=? <CR><LF>%CURC:（設定可能な<mode>のリ ス ト ）
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ mode

0 ： 非請求リザル ト コー ドの出力禁止

1 ： 非請求リザル ト コー ドの出力許可

初期値 <mode> ： 0

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT%CURC=1
OK

AT%CURC?
%CURC:1

OK

AT%CURC=?
%CURC:(0,1)

OK

備考 • <mode>が1に設定されている場合、 メ モ リ に空き容量がないためにSMSを受信／保存できないと きは、
%SMMEMFULL(P.76)によ り外部装置へ通知し ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT%DTMF

機能 音声通話中にDTMFを送信し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT%DTMF=<call_id>,<dtmf_digit> <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ call_id

1～9 ： 現在の通話ID。 DTMFの送信先と し て指定し ます。

dtmf_digit

0～9、 *、 # ： DTMF と し て送信できる文字。 1文字ずつ送信可能

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT%DTMF=1,2
OK

備考 • DTMF音を受信する端末がFOMA端末の場合、 本装置から送信し たDTMF音は聞こ えません。

• コマン ド実行後、 「OK」 が通知されるまで 大4 ミ リ秒必要にな り ます。

• 現在の通話IDは、 %CONF(P.68)、 %CONN(P.69)、 %ORIG(P.74)で表示されます。 AT+CLCC コマン ド で確認
する こ と もできます(P.97)。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

コマン ド AT%FOTAABORT

機能 ソ フ ト ウ ェ ア更新を中断し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT%FOTAABORT <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT%FOTAABORT
OK

備考 • 本コマン ドは、 「%FOTAIND:10」 を出力後、 フ ァ イルのダウンロー ドが完了するまで （XCDがLOWの間）
使用できます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○



72

'12/5 第4版

コ マン ド AT%FOTAIND

機能 ソ フ ト ウ ェ ア更新状態の通知設定、 およびソ フ ト ウ ェ ア更新状態の通知を行います。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT%FOTAIND=<EN-ind> <CR><LF>OK<CR><LF>

AT%FOTAIND? <CR><LF>%FOTAIND:<EN-ind><CR><LF><CR><LF>
OK<CR><LF>

AT%FOTAIND=? <CR><LF>%FOTAIND:(使用可能な<EN-ind>のリ ス ト )
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

- （非請求リザル ト コー ド） <CR><LF>%FOTAIND:<FOTA state><CR><LF>

パラ メ ータ EN-ind

0 ： 非請求リザル ト コー ドの出力禁止

1 ： 非請求リザル ト コー ドの出力許可

FOTA state

10 ： ソ フ ト ウ ェ ア更新開始

20 ： ソ フ ト ウ ェ ア更新失敗

30 ： ソ フ ト ウ ェ ア更新完了

40 ： ソ フ ト ウ ェ ア更新不要

初期値 <EN-ind> ： 1

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT%FOTAIND=1
OK
AT%FOTAIND?
%FOTAIND:1

OK
AT%FOTAIND=?
%FOTAIND:(0,1)

OK

備考 • <EN-ind>が1に設定されている場合のみ、 非請求リザル ト コー ド <FOTA state>を確認できます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT%FOTASTART

機能 ソ フ ト ウ ェ ア更新機能を起動し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT%FOTASTART <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT%FOTASTART
OK

%FOTAIND:10

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド %ORIG （非請求リザル ト コー ド）

機能 本装置が音声通話の発信を開始し たこ と を通知し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

- <CR><LF>%ORIG:<call_id>,<call_type><CR><LF>

パラ メ ータ call_id

1～9 ： 現在の通話ID。 未使用のIDから本装置が自動的に設定し ます。

call_type

0 ： 音声通話

1 ： 緊急通報 （110番／119番／118番） ※(P.263)

※ ： 日本国内でこれら3種類の緊急通報の番号を使用し た場合のみ、 通知されます。

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 ATD090XXXXXXXX;
OK

%ORIG:1,0

%CONF:1

%CONN:1,0
AT+CHUP
%CEND:1

OK

備考 • 電源ONの直後は、 音声通話の発信処理を実施し ても発信できない場合があ り ます （音声通話が発信で
きない場合は、 %ORIG、 %CENDの順に出力されます）。 AT+CEER(P.89)を実行し た と きに切断理由と し
て 「Temporary failure」 が送出される場合は、 ネ ッ ト ワークへの登録が完了し ていないため、 しばら く
待ってから音声通話の発信処理を実施し て く だ さい。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT%RESET

機能 設定し た時間の経過後、 本装置は再起動処理を開始し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT%RESET=<delay_time> <CR><LF>OK<CR><LF>

AT%RESET? <CR><LF>%RESET:<delay_time><CR><LF><CR><LF>
OK<CR><LF>

AT%RESET=? <CR><LF>%RESET:(使用可能な<delay_time>の範囲)
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ delay_time

0 ： 本機能を無効に設定

1～65535 ： 設定時間の範囲 （単位 ： 秒）

初期値 <delay_time> ： 0

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT%RESET?
%RESET:0

OK
AT%RESET=?
%RESET:(0-65535)

OK
AT%RESET=3
OK
AT%RESET?
%RESET:3

OK

備考 • ソ フ ト ウ ェ ア更新中は設定し た時間になっても再起動処理を開始し ません。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド %SMMEMFULL （非請求リザル ト コー ド）

機能 SMSを保存する メ モ リ容量がいっぱいになったこ と を通知し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

- <CR><LF>%SMMEMFULL:<mem_type><CR><LF>

パラ メ ータ mem_type ： メ モ リ容量がいっぱいになった保存先を示し ます。 文字列型

"SM" ： ド コモUIMカー ド

"ME" ： 本装置

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+CPMS?
+CPMS: "SM",20,20,"SM",20,20,"SM",20,20

OK

（SMSを受信する）

%SMMEMFULL:"SM"

備考 • オン ラ イ ンデータ モー ド時、 本リザル ト コー ドは通知されません。

• ス リープモー ド時は、 シ リ アルイ ン タ フ ェース／USBイ ン タ フ ェースが使用できないため、 通知できま
せん。

• AT%CURCコマン ド (P.70)の<mode>が1に設定されている場合、 メ モ リ容量がいっぱいのためにSMS を受
信できないと きは、 %SMMEMFULLによ り外部装置へ通知し ます。

• AT%CURCコマン ドの<mode>が1に設定されている場合、 メ モ リ容量がいっぱいのためにAT+CMGWコマ
ン ド (P.114)でSMSを保存できないと きは、 %SMMEMFULLを通知せずにERRORを出力し ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT%SWSPATH

機能 音声の出力先をハン ド セ ッ ト と スピーカから選択し ます。 音声の出力先を切り替える場合、 外部装置か
ら本装置に入力する音声入力端子 （MIC1、 MIC2） も切り替える必要があり ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT%SWSPATH=<n> <CR><LF>OK<CR><LF>

AT%SWSPATH? <CR><LF>%SWSPATH:<n><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

AT%SWSPATH=? <CR><LF>%SWSPATH:(使用可能な<n>のリ ス ト )
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ n

0 ： EAR1端子 （端子番号47、 49） から外部装置へ音声を出力し ます。 外部装置からの音声入力はMIC1
（端子番号51、 53） へ行う必要があり ます。

1 ： SPKR_OUT端子 （端子番号54、 56） から外部装置へ音声を出力し ます。 外部装置からの音声入力は
MIC2 （端子番号58、 60） へ行う 必要があ り ます。

初期値 <n> ： 0

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 ATD090XXXXXXXX;
OK

%ORIG:1,0

%CONF:1

%CONN:1,0

AT%SWSPATH=1
OK

AT%SWSPATH?
%SWSPATH:1

OK

AT%SWSPATH=?
%SWSPATH:(0,1)

OK

備考 • 本コマン ドは、 音声通話中のみ使用できます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT%SYSCFG

機能 ネ ッ ト ワーク接続について設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT%SYSCFG=<mode>,<acqorder>,<band>,<roam>,
<srvdomain>

<CR><LF>OK<CR><LF>

AT%SYSCFG? <CR><LF>%SYSCFG:<mode>,<acqorder>,<band>,
<roam>,<srvdomain><CR><LF><CR><LF>OK<CR>
<LF>

AT%SYSCFG=? <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ mode ： 接続するネ ッ ト ワーク を指定し ます。

2 ： 自動選択

13 ： GSMのみ

14 ： W-CDMAのみ

acqorder ： 接続するネ ッ ト ワーク種別の優先度を設定し ます。

0 ： 自動

1 ： GSM→W-CDMA

2 ： W-CDMA→GSM

band ： 帯域を選択し ます。 3FFFFFFFを入力し ます。 <mode>の設定に従い、 接続するネ ッ ト ワーク を以
下の帯域から自動的に選択し ます。

3G ： 2.1GHz/850MHz/800MHz

GSM ： 850MHz/900MHz/1.8GHz/1.9GHz

roam ： 非対応。 1を入力し て く だ さい。

srvdomain ： 接続するネ ッ ト ワークのド メ イ ンを設定し ます。

2 ： 音声通話 （回線交換接続） とパケ ッ ト 通信

初期値 <mode> ： 2、 <acqorder> ： 2、 <band> ： 3FFFFFFF、 <srvdomain> ： 2

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT%SYSCFG?
%SYSCFG:14,2,3FFFFFFF,1,2

OK
AT%SYSCFG=2,2,3FFFFFFF,1,2
OK
AT%SYSCFG=?
OK

備考 • 直前に在圏し ていた通信事業者のネ ッ ト ワーク種別 （GSM/W-CDMA） によ っては、 <acqorder>で設定
されているネ ッ ト ワーク接続の優先度が変更される可能性があり ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT%SYSINFO

機能 本装置の動作時に登録されているネ ッ ト ワークの情報を問い合わせます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT%SYSINFO <CR><LF>%SYSINFO:<srv_status>,<srv_domain>,
<roam_status>,<sys_mode>,<sim_state>,<lock_state>,
<sys_submode><CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ srv_status ： システムサービス （音声通話、 パケ ッ ト 通信など） の状態を示し ます。
0 ： サービスな し
1 ： 緊急通報 （110番／119番／118番） のみ可能
2 ： サービス有効
3 ： 不明
4 ： サービスな し （詳細は備考欄をご参照 く だ さい。）

srv_domain ： ド メ イ ンを示し ます。
0 ： サービス停止
1 ： 音声通話 （回線交換接続） のみ
2 ： パケ ッ ト 通信のみ
3 ： 音声通話 （回線交換接続） とパケ ッ ト 通信
4 ： 音声通話 （回線交換接続） ／パケ ッ ト 通信と もに未登録のためネ ッ ト ワーク検索中

roam_status ： ロー ミ ング状態を示し ます。
0 ： 非ロー ミ ング状態
1 ： ロー ミ ング状態

sys_mode ： 接続し ているネ ッ ト ワーク を示し ます。
0 ： サービス停止
3 ： GSMモー ド
5 ： W-CDMAモー ド

sim_state ： ド コモUIMカー ドの状態を示し ます。
0 ： 使用不可のド コ モUIMカー ド、 またはPINロ ッ ク状態
1 ： 使用可能な ド コ モUIMカー ド
2 ： 音声通話 （回線交換接続） が使用不可のド コ モUIMカー ド
3 ： パケ ッ ト 通信が使用不可のド コ モUIMカー ド
4 ： 音声通話 （回線交換接続） ／パケ ッ ト 通信と もに使用不可のド コ モUIMカー ド
255 ： ド コ モUIMカー ド未装着

lock_state ： 本装置のUSIMカー ドの対応状況を示し ます。
0 ： ド コ モUIMカー ド （対応USIM） を使用、 またはUSIMが挿入されていない
1 ： 非対応のUSIMを使用

sys_submode ： システムのサブモー ド （パケ ッ ト 通信の接続ネ ッ ト ワーク種別） を示し ます。
0 ： サービス提供な し
1 ： GSM
2 ： GPRS
4 ： W-CDMA

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT%SYSINFO
%SYSINFO:2,3,0,5,1,0,4

OK

備考 • 本装置は、 一定時間、 圏外の状態が続 く と、 自動的に<srv_status>が4にな り ます。

• ロー ミ ング状態を確認する場合は、 電波状態が圏内である こ と を確認し てから行って く だ さい。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT&C

機能 外部装置へのXCDの出力条件を選択し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT&C[<value>] <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ value

0 ： XCDは常にLOWを出力

1 ： パケ ッ ト 通信中 （ソ フ ト ウェ ア更新機能を除 く ） の場合は、 XCDがLOWを出力

2 ： 音声通話中の場合は、 XCDがLOWを出力

5 ： パケ ッ ト 通信中の場合は、 XCDがLOWを出力

初期値 <value> ： 5

パラ メ ータ
省略時

value=0の場合と同じ設定にな り ます。

実行例 AT&C1
OK
AT&C
OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT&D

機能 本装置がオン ラ イ ンデータ モー ド の場合にシ リ アルイ ン タ フ ェースのXERを検出し、 LOWからHIGHに変
化し た と きの動作を設定し ます。

※音声通信には影響があり ません。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT&D[<value>] <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ value

0 ： XERの状態を無視

2 ： パケ ッ ト 通信を切断し、 オフ ラ イ ン コ マン ド モー ド に移行。 XERがHIGHの場合は、 自動応答機能
が無効にな り ます。

初期値 <value> ： 2

パラ メ ータ
省略時

value=0の場合と同じ設定にな り ます。

実行例 AT&D0
OK
AT&D2
OK
AT&D
OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

コ マン ド AT&F

機能 本装置のコマン ド設定 （パラ メ ータ） やSレジス タ を初期化し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT&F <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT&F
OK

備考 • パラ メ ータが初期化されるATコ マン ド ： %AUTORESET、 &C、 &D、 +IFC、 +CLIP、 +CNMI、 +CPMS、
+CRC、 +CCWA、 E、 S0、 X

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT&W

機能 本装置のコマン ド設定 （パラ メ ータ） やSレジス タの状態を本装置内の不揮発性メ モ リ に保存し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT&W <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT&W
OK

備考 • パラ メ ータが保存されるATコ マン ド ： &C、 &D、 +IFC、 +IPR、 E、 S0、 X

• リ セ ッ ト 直後や本装置の起動時には各コマン ドの値が初期化されるため、 本コマン ド で保存し た値を
読み出すにはATZコマン ド (P.149)を実行し ます。 ただし、 +IPRはATZコ マン ド による読み出しは不要で
す。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT+CCLK

機能 時刻情報の取得や設定を行います。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CCLK="<time>" <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CCLK? <CR><LF>+CCLK:
<time><CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CCLK=? <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ time ： 「yyyy/MM/dd,hh:mm:ss」 の形式で時刻情報を表示。 入力時は、 文字列を" "で囲みます。
上記のy、 M、 d、 h、 m、 sは、 それぞれ年、 月、 日、 時間、 分、 秒を示し ています。 設定可能な範囲は、
1980/01/06 00:00:00～2100/01/01 00:00:00です。

例 ： 1994年5月6日22:10:00は、 「1994/05/06,22:10:00」 にな り ます。

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT+CCLK?
+CCLK: 2009/12/28,12:10:13

OK
AT+CCLK=?
OK
AT+CCLK="2009/12/28,12:10:13"
OK

備考 • 本装置の時刻情報には月差±1分の偏差があ り ます。 正確な時刻情報を取得するには定期的に再起動
（電源OFF/ON、 ソ フ ト ウ ェ アのリ セ ッ ト (P.198)） を行って く ださい。

• 本装置がネ ッ ト ワークに登録される と <time>の情報が自動的に更新されます。 ※

※ ： FOMAネ ッ ト ワーク内では更新されますが、 ロー ミ ング時は接続中の通信事業者に依存し ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT+CCWA

機能 キャ ッ チホンの操作を行います。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CCWA=[<n>[,<mode>[,<class>]]] ■<mode>＝2かつ確認に成功し た場合

<CR><LF>+CCWA: <status>,<class>

[<CR><LF>+CCWA: <status>,<class>

[...]]<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

■<mode>≠2かつ確認に成功し た場合

<CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CCWA? <CR><LF>+CCWA: <n><CR><LF><CR><LF>OK<CR>
<LF>

AT+CCWA=? <CR><LF>+CCWA: (使用可能な<n>のリ ス ト )
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

キャ ッ チホンサービス開始中に音声着信があった
場合の非請求リザル ト コー ド

<CR><LF>+CCWA: <number>,<type>,<class><CR>
<LF>

パラ メ ータ n ： 非請求リザル ト コー ドの送出／非送出を設定または確認

0 ： 非送出

1 ： 送出

mode ： キャ ッ チホンサービスの設定

0 ： キャ ッ チホンサービス停止

1 ： キャ ッ チホンサービス開始

2 ： 設定確認

class ： 接続サービスの種類

入力 ： 255を入力し て く だ さい。

<mode>=2成功時 ： 255

非請求リザル ト コー ド ： 1

status

0 ： キャ ッ チホンサービス停止中

1 ： キャ ッ チホンサービス開始中

number ： 着信中の音声通話の電話番号

type ： 番号種別。 詳細については、 「◆丂送信SMSのPDUパケ ッ ト の構造について」 (P.152)の<type_adr>
の説明をご参照 く だ さい。

初期値 <n> ： 0

パラ メ ータ
省略時

n=0の場合と同じ設定にな り ます。

続 く →
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実行例 AT+CCWA=1
OK

RING
ATA
%CONN:1,0

OK
AT+CLCC
+CLCC: 1,1,0,0,0,"090XXXXXXXX",129

OK

+CCWA: "090XXXXXXXX",128,1
AT+CLCC
+CLCC: 1,1,0,0,0,"090XXXXXXXX",129
+CLCC: 2,1,5,0,0,"080XXXXXXXX",128

OK

AT+CCWA?
+CCWA: 1

OK
AT+CCWA=?
+CCWA: (0-1)

OK

備考 • 本機能を利用するには、 あらかじめキャ ッ チホンのお申し込みが必要と な り ます。

• キャ ッ チホン契約時は、 必ずキャ ッ チホンサービスの設定を有効にし てご利用 く だ さい(P.246)。

• オン ラ イ ンデータ モー ド時にキャ ッ チホンを受けた場合、 非請求リザル ト コー ドは出力されません。

• キャ ッ チホンの着信時、 「ププ…ププ…」 とい う音は2回で止ま り ますが、 呼び出しは続いています。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド +CDS （非請求リザル ト コー ド）

機能 受信し たSMSの送達通知を保存せずに直接外部装置に通知し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

- ■PDUモー ド (+CMGF=0)の場合

<CR><LF>+CDS: <length><CR><LF><pdu><CR><LF>

■TEXTモー ド (+CMGF=1)の場合

<CR><LF>+CDS: <fo>,<mr>,<ra>,<tora>,<scts>,<dt>,
<st><CR><LF>

パラ メ ータ ■PDUモー ドの場合

length ： TPDU データのバイ ト 数

pdu ： プロ ト コルデータユニ ッ ト 。 詳細については、 「SMSの送達通知のPDUパケ ッ ト の構造について」
(P.159)をご参照 く ださい。

■TEXTモー ドの場合

fo ： SMSの第1オク テ ッ ト の情報 （MTI、 UDHIなど）。 詳細は 「SMSの送達通知のPDUパケ ッ ト の構造に
ついて」 (P.159)をご参照 く ださい。

mr ： メ ッ セージ参照番号

ra ： SMS受信側端末の電話番号

tora ： SMS受信側端末の電話番号の種類

129 ： 番号種別不明

145 ： 国際番号

161 ： 国内番号

scts ： SMSがSMSセン ターに届いた日時。 情報フ ォーマ ッ ト については、 「受信SMSのPDUパケ ッ ト の構
造について」 の表6-7(P.158)をご参照 く だ さい

dt ： 送信SMSが受信者に届いた日時

st ： 送信状態

0 ： 送信成功

1～127 ： 送信失敗

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+CNMI=1,2,0,1,0,1
OK

■PDUモー ドの場合
AT+CMGF=0
OK

+CDS: 25
0006670B8190X0XXXXXXXX112041813272001120418132030000

■TEXTモー ドの場合
AT+CMGF=1
OK

+CDS: 6,104,"090XXXXXXXX",129,"11/02/14,18:24:34+00","11/02/14,18:24:38+00",0

続く→
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備考 • +CDSで直接通知される送達通知と AT+CMGL／AT+CMGR コマン ド で メ モ リから読み出された送達通知
は、 フ ォーマ ッ ト が異な り ます。 詳細は、 「SMSの送達通知のPDUパケ ッ ト の構造について」 (P.159)を
ご参照 く ださい。

• TEXTモー ドの場合、 送信し た メ ッ セージ本文は、 送達通知受信時に出力されません。

• <mr>には、 SMS送信時に出力される非請求リザル ト の<mr> と同一の値が出力されます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド +CDSI （非請求リザル ト コー ド）

機能 受信し たSMSの送達通知の保存位置を通知し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

- <CR><LF>+CDSI: <mem>,<index><CR><LF>

パラ メ ータ mem ： SMSの送達通知の保存先を示し ます。 （"SR"のみに対応）

"SR" ： SMSの送達通知の保存先

index ： メ モ リ内の保存位置。 整数型

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+CNMI=1,2,0,2,0,1
OK

■送達通知と保存先を通知
+CDSI: "SR",0
AT+CPMS="SR"
+CPMS: 2,20,6,20,6,20

OK

■PDUモー ド で送達通知を表示
AT+CMGR=0
+CMGR: ,,25
0006610B8190X0XXXXXXXX111091410541001110914105810000

OK

■TEXTモー ド で送達通知を表示
AT+CMGF=1
OK
AT+CMGR=0
+CMGR: ,6,97,"090XXXXXXXX",129,"11/01/19,14:50:14+00","11/01/19,14:50:18+00",
0

OK

備考 • "SR"のメ モ リ容量がいっぱいの場合、 新し く 送達通知を受信する と一番古い送達通知が上書き されま
す。

• TEXTモー ドの場合、 送信し た メ ッ セージ本文は、 送達通知受信時に出力されません。

• <mr>には、 SMS送信時に出力される非請求リザル ト の<mr> と同一の値が出力されます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CEER

機能 直前の音声通話、 パケ ッ ト 通信の切断理由を表示し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CEER <CR><LF>+CEER: <report><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

AT+CEER=? <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ report ： ネ ッ ト ワークから通知された切断理由。 代表的な切断理由の表示内容 （英文） と意味を以下に
示し ます。

Activation rejected,unspecified ： ネ ッ ト ワーク よ りパケ ッ ト 通信が切断されま し た

Call rejected ： 接続先から音声通話が着信拒否されま し た

Client ended call ： ユーザ操作によ り音声通話を正常に切断し ま し た

Client rejected incoming call ： ユーザ操作によ り音声通話の着信を拒否し ま し た

Missing or unknown APN ： 外部装置で設定し たAPNが存在し ない、 または正し く あり ません

No cause information available ： 原因不明

Normal call clearing ： 接続先から音声通話が切断されま し た

Regular deactivation ： 接続先から、 またはユーザ操作によ りパケ ッ ト 通信が正常に切断されま し た

Temporary failure ： ネ ッ ト ワークへの登録が完了し ていません

Unknown PDP address or PDP type ： 外部装置で設定し たPDPア ド レス、 またはPDP タ イプが正し く あ
り ません

User Aauthentication failed ： 外部装置で設定し たユーザ認証に失敗し ま し た

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+CEER
+CEER: Client ended call

OK

AT+CEER=?
OK

備考 • 音声通話またはパケット通信を実行する前に本コマンドを実行すると「No cause information 
available」が出力されます。

• シリアルインタフェース（UART）／USBインタフェース（USB）の対応状況は、以下のとおりです。

○：対応　X：非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CGDCONT

機能 パケ ッ ト 通信のパラ メ ータ を表示／設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CGDCONT=<cid>[,"<PDP_type>"[,"<APN>"[,"<P
DP_addr>"]]]

<CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CGDCONT? <CR><LF>+CGDCONT: [<cid>,<PDP_type>, <APN>,
<PDP_addr>,<d_comp>,<h_comp>
[<CR><LF>+CGDCONT: <cid>,<PDP_type>,<APN>,
<PDP_addr>,<d_comp>,<h_comp>
[...]]]<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CGDCONT=? <CR><LF>+CGDCONT:(使用可能な<cid>の範囲),
<PDP_type>,,,(使用可能な<d_comp>のリ ス ト ),(使用
可能な<h_comp>のリ ス ト )<CR><LF>+CGDCONT:(使
用可能な<cid>の範囲),<PDP_type>,,,(使用可能な
<d_comp>のリ ス ト ),(使用可能な<h_comp>のリ ス ト )
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ cid ： 接続先 （APN） 設定の管理番号。 1～16の値を設定し ます。

PDP_type ： パケ ッ ト 交換プロ ト コルタ イプを表示／設定し ます。 文字列型。 入力時は、 文字列を" "で囲
みます。

"IP" ： IPプロ ト コル

"PPP" ： Point to Pointプロ ト コル

APN ： パケ ッ ト 通信の接続先名を表示／設定し ます。 入力時は、 文字列を" "で囲みます。

PDP_addr ： 本装置のIPア ド レスを表示／設定し ます。 文字列型。 ア ド レスは、 0～255のド ッ ト 付き10進
表記 （3桁の10進数が4組） で指定。 入力時は、 文字列を" "で囲みます。

d_comp

0 ： PDPデータの圧縮な し

1 ： 非対応

h_comp

0 ： PDPヘ ッ ダーの圧縮な し

1 ： 非対応

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT+CGDCONT?
+CGDCONT: 1,"PPP","△△△.dcm.ne.jp","0.0.0.0",0,0

OK
AT+CGDCONT=2,"IP","△△△.dcm.ne.jp"
OK
AT+CGDCONT?
+CGDCONT: 1,"PPP","△△△.dcm.ne.jp","0.0.0.0",0,0
+CGDCONT: 2,"IP","△△△.dcm.ne.jp","0.0.0.0",0,0

OK
AT+CGDCONT=?
+CGDCONT: (1-16),"IP",,,(0-1),(0-1)
+CGDCONT: (1-16),"PPP",,,(0-1),(0-1)

OK

続 く →
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備考 • AT+CGDCONT=<cid>を入力する と、 <cid>で指定し た番号に登録されているAPN情報を削除できます。

• PDP_typeが"IP"の場合は、 <PDP_addr>部分に固定IPを設定できます。 ただ し、 外部装置側の機能で固定
IPを設定し ている場合は、 外部装置側の設定が優先されます。 また、 <PDP_type>が"PPP"の場合は、
入力は可能ですが、 設定は有効にな り ません。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CGREG

機能 パケ ッ ト 通信の電波状態が圏内または圏外か、およびネ ッ ト ワーク登録状態を通知するかど うかを設定し
ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CGREG=[<n>] <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CGREG? <CR><LF>+CGREG: <n>,<stat><CR><LF><CR><LF>
OK<CR><LF>

AT+CGREG=? <CR><LF>+CGREG: (使用可能な<n>の範囲)<CR>
<LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ n

0 ： 通知し ません。

1 ： +CGREG: <stat>の自動通知を有効にし ます。 ネ ッ ト ワーク登録状態が変化し た場合、 外部装置に通
知し ます。

stat

0 ： 圏外

1 ： 圏内

2 ： ネ ッ ト ワーク検索中

3 ： 接続拒否

4 ： 不明

5 ： ロー ミ ングネ ッ ト ワーク圏内

初期値 <n> ： 0

パラ メ ータ
省略時

n=0の場合と同じ設定にな り ます。

実行例 AT+CGREG?
+CGREG: 0,1

OK
AT+CGREG=?
+CGREG: (0-2)

OK
AT+CGREG=1
OK
AT+CGREG?
+CGREG: 1,1

OK
AT+CGREG
OK
AT+CGREG?
+CGREG: 0,1

OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT+CGSN

機能 本装置の製造番号（IMEI）を表示し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CGSN <CR><LF><IMEI><CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CGSN=? <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ IMEI ： 本装置の製造番号 （IMEI）

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+CGSN
XXXXXXXXXXXXXXX

OK
AT+CGSN=?
OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CHLD

機能 音声通話の保留関連サービスの操作を し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CHLD=[<n>] <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CHLD=? <CR><LF>+CHLD: (使用可能な<n>のリ ス ト )
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ n

0 ： 保留中のすべての音声通話を終了し ます。 または、 着信中の音声通話にビジー ト ーンを送信し ます。

1 ： 通話中の音声通話を終了し、 その他の音声通話 （保留中または着信中） を通話中にし ます。

1x ： 指定し た1つの音声通話 （x番目） を終了し ます。

2 ： 通話中のすべての音声通話を保留し、 別の音声通話 （保留中または着信中） に応答し ます。

2x ： 指定し た音声通話 （x番目） 以外のすべての音声通話を保留し ます。

3 ： 非対応

初期値 <n> ： 2

パラ メ ータ
省略時

nが2に設定されている場合と同じ設定にな り ます。

実行例 RING
ATA
%CONN:1,0

OK
AT+CLCC
+CLCC: 1,1,0,0,0,"090XXXXXXXX",129

OK

+CCWA: "090XXXXXXXX",128,1
AT+CLCC
+CLCC: 1,1,0,0,0,"090XXXXXXXX",129
+CLCC: 2,1,5,0,0,"080XXXXXXXX",128

OK

AT+CHLD=2
%CONN:2,0

OK
AT+CHLD=1
%CEND:2

OK
AT+CHLD=?
+CHLD: (0,1,1x,2,2x,3)

OK

続く→
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備考 • <n>の設定に応じ て、 以下の対応を行います。 呼の状態については、 AT+CLCCコマン ドのパラ メ ータ
<stat>の説明をご参照 く だ さい(P.97)。

■第 １ 呼 （通話ID ： 1） が通話中、 第2呼 （通話ID ： 2） が応答待ちの場合

■第 １ 呼 （通話ID ： 1） が通話中、 第2呼 （通話ID ： 2） が保留中の場合

※1 ： 第 2 呼 ( 通話 ID ： 2) は音声通話中ではないため、 ERROR が出力されます。 第 1 呼と第 2 呼の状態は
ERROR出力前の状態と変わり ません。

※2 ： 第2呼(通話ID ： 2)はすでに保留と なっているため、 ERRORが出力されます。 第1呼と第2呼の状態は
ERROR出力前の状態と変わり ません。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

　 　 n

呼の状態
0 1 11 12※1 2 21※1 22

第1呼の状態 通話中 切断 切断 通話中 保留 通話中 保留

第2呼の状態 切断 応答 着信 応答待ち 応答 応答待ち 応答

　 　 n

呼の状態
0 1 11 12 2 21※2 22

第1呼の状態 通話中 切断 切断 通話中 保留 通話中 保留

第2呼の状態 切断 通話中 保留 切断 通話中 保留 通話中

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CHUP

機能 音声通話を終了し ます。 着信拒否にも使用できます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CHUP <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CHUP=? <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+CHUP
%CEND:1

OK
AT+CHUP=?
OK

備考 • キャ ッ チホンによる複数の相手との通話中に本コマン ド を入力し た場合、 通話中、 着信中、 保留中の
すべての音声通話が終了し ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CLCC

機能 音声通話着信中や通話中などに相手の電話番号を表示し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CLCC [<CR><LF>+CLCC: <id1>,<dir>,<stat>,<mode>,<mpty>,
<number>,<type>

[<CR><LF>+CLCC: <id2>,<dir>,<stat>,<mode>,<mpty>,
<number>,<type>]

<CR><LF>]<CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CLCC=? <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ idx ： 現在の通話ID。 未使用のIDから本装置が自動的に設定し ます。

dir

0 ： 発信し た音声通話

1 ： 着信し た音声通話

stat ： 音声通話の状態

0 ： 音声通話中

1 ： 保留

2 ： 音声通話発信中 （発信側）。 %ORIG～%CONFの間で出力し ます。

3 ： 呼び出し中 （発信側）。 相手先端末を呼び出し ている間に出力し ます。

4 ： 着信 （着信側）。 RING （音声） が通知されている間に出力し ます。

5 ： 応答待ち （着信側）。 キャ ッ チホンの着信中に出力し ます。

mode ： 通信の種類

0 ： 音声通話

mpty ： 通話の状態

0 ： 非対応

number ： typeの指定する書式の電話番号文字列

type ： 番号種別。 詳細については、 「◆送信SMSのPDUパケ ッ ト の構造について」 (P.152)の<type_adr>の
説明をご参照 く だ さい。

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+CLCC
+CLCC: 1,1,0,0,0,"090XXXXXXXX",128

OK
AT+CLCC=?
OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT+CLCK

機能 ド コモUIMカー ドのPIN1 コー ド照合機能の有効／無効設定や設定の確認を し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CLCK="<fac>",<mode>[,"<passwd>"] ■<mode>＝2でコマン ドの実行に成功し た場合 ：
<CR><LF>+CLCK: <status><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

■<mode>≠2でコマン ドの実行に成功し た場合 ：
<CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CLCK=? <CR><LF>+CLCK: (<fac>)<CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

パラ メ ータ fac ： "SC"を入力し て く だ さい。 入力時は、 文字列を" "で囲みます。

mode

0 ： PIN1 コー ド照合機能を無効に設定

1 ： PIN1 コー ド照合機能を有効に設定 （本パラ メ ータ を設定する と、 本装置の起動時にPIN1コー ドの
入力を要求されます。）

2 ： PIN1 コー ド照合機能の設定を確認

status

0 ： PIN1 コー ド照合機能無効

1 ： PIN1 コー ド照合機能有効

passwd ： PIN1 コー ド。 0～9の数字を4～8桁入力し ます。 入力時は、 数字を" "で囲みます。 <mode>を0
または1に設定する場合に入力が必要にな り ます。

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT+CPIN?
+CPIN: SIM PIN

OK

AT+CPIN="1234"
OK
AT+CLCK="SC",0,"1234"
OK
AT+CLCK=?
+CLCK: ("SC")

OK
AT+CLCK="SC",2
+CLCK: 0

OK

備考 • PIN1 コー ド による保護が無効状態のと きに再度無効に設定し た場合、 またはPIN1コー ド による保護が
有効状態のと きに再度有効に設定し た場合は、 入力し た<passwd>の値にかかわらず 「ERROR」 のリザ
ル ト コー ドが出力されます。

• PIN1 コー ドは、 AT+CPWDコマン ド で設定できます(P.130)。

• <passwd>を3回誤って入力する と ド コモUIMカー ドはロ ッ ク され、 PINロ ッ ク状態にな り、 PINロ ッ ク解
除コー ド （PUK） の入力が必要にな り ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT+CLIP

機能 着信し た電話番号の表示／非表示を設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CLIP=[<n>] <CR><LF>OK<CR><LF>

着信表示を自動通知に設定 （n=1） する と、 以下の
書式で相手の電話番号<number>が通知されます。

<CR><LF>+CLIP: <number>,<type>,,,,<CLI validity>
<CR><LF>

AT+CLIP? <CR><LF>+CLIP: <n>,<m><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

AT+CLIP=? <CR><LF>+CLIP: (使用可能な<n>の範囲)
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ n ： 非請求リザル ト コー ドの送出／非送出を設定、 または確認し ます。

0 ： 非送出

1 ： 送出

m ： 接続中のネ ッ ト ワークが相手の電話番号の表示に対応し ているかど うかを表示し ます。

0 ： 相手の電話番号表示に未対応

1 ： 相手の電話番号表示に対応

2 ： 相手の電話番号表示の対応不明

number ： 着信し た電話番号。 表示可能文字 ： 0～9、 ＊、 #、 +

type ： 番号種別。 ネ ッ ト ワークから着信番号が通知されない場合、 128 と表示されます。 それ以外の詳細
については、 「◆ 送信SMSのPDUパケ ッ ト の構造について」 (P.152)の<type_adr>の説明をご参照 く だ さ
い。

CLI validity ： 番号通知の有無

0 ： 番号通知

1 ： 発信者の設定による番号非通知

2 ： 不明

初期値 <n> ： 0

パラ メ ータ
省略時

n=0の場合と同じ設定にな り ます。

続 く →
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実行例 AT+CLIP?
+CLIP: 0,1

OK
AT+CLIP=1
OK

+CLIP: "090XXXXXXXX",128,,,,0

RING

+CLIP: "090XXXXXXXX",128,,,,0

ATA
%CONN:1,0

OK
AT+CLIP?
+CLIP: 1,1

OK
AT+CLIP
OK
AT+CLIP?
+CLIP: 0,1

OK
AT+CLIP=?
+CLIP: (0-1)

OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CLVL

機能 ハン ド セ ッ ト と スピーカの音量を設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CLVL=<level> <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CLVL? <CR><LF>+CLVL: <level><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

AT+CLVL=? <CR><LF>+CLVL: (使用可能な<level>の範囲)
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ level

0～5 ： ハン ド セ ッ ト と スピーカの音量を両方同時に設定し ます。 0の場合は消音にな り ます。

初期値 <level> ： 2

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT+CLVL?
+CLVL: 2

OK
AT+CLVL=?
+CLVL: (0-5)

OK
AT+CLVL=3
OK
AT+CLVL?
+CLVL: 3

OK

備考 • <level>に1～5を入力し た場合の音声出力値 （Receive Loudness Rating） を以下に示し ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

（単位 ： dB）

level

デバイス
1 2 3 4 5

スピーカ 22.5 （±0.5） 20.5 （±0.5） 18.5 （±0.5） 16.5 （±0.5） 14.5 （±0.5）

ハン ド セ ッ ト 24(±0.5) 14(±0.5) 4(±0.5)  -6(±0.5)  -16(±0.5)

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CMEE

機能 本装置がリザル ト コー ド 「+CME ERROR:<err>」 を使用し てエラー情報を通知するかど う かを設定し ま
す。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CMEE=[<n>] <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CMEE? <CR><LF>+CMEE: <n><CR><LF><CR><LF>OK<CR>
<LF>

AT+CMEE=? <CR><LF>+CMEE: (使用可能な<n>のリ ス ト )
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ n

0 ： 通常のERROR リザル ト コー ド を使用し ます。

1 ： +CME ERROR:<err> （<err>は数値） のリザル ト コー ド を使用し ます。

2 ： +CME ERROR:<err> （<err>は文字列） のリザル ト コー ド を使用し ます。

err：取得し た値はCME ERROR一覧表をご参照 く だ さい(P.262)。

初期値 <n> ： 2

パラ メ ータ
省略時

n=0の場合と同じ設定にな り ます。

実行例 AT+CMEE?
+CMEE: 2

OK
AT+CMEE=2
OK
AT+CMEE
OK
AT+CMEE?
+CMEE: 0

OK
AT+CMEE=?
+CMEE: (0,1,2)

OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CMGD

機能 AT+CPMSコ マン ド (P.129)で指定された メ モ リ <mem1>に保存されているSMSを<index> （保存位置） や既
読、 送信済みなどの状態を指定し て削除し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

■delflagが0の場合

+CMGD=<index>[,<delflag>]

■delflagが0以外の場合

+CMGD=[<index>],<delflag>

<CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CMGD=? <CR><LF>+CMGD: (使用可能な<index>の範囲),(使
用可能な<delflag>の範囲)<CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

パラ メ ータ index ： SMSの保存位置

delflag

0 ： <index>で指定されたSMSを削除し ます。

1 ： メ モ リ <mem1>内のすべての既読SMSを削除し、 未読SMS、 送信済みSMSおよび未送信SMSを残し
ます。

2 ： メ モ リ <mem1>内のすべての既読SMSおよび送信済みのSMSを削除し、 未読SMSおよび未送信SMS
を残し ます。

3 ： メ モ リ <mem1>内のすべての既読SMS、 送信済みSMSおよび未送信SMSを削除し、 未読SMSを残し
ます。

4 ： 未読SMSを含め、 メ モ リ <mem1>内のすべてのSMSを削除し ます。

初期値 <delflag> ： 0

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT+CMGD=1
OK
AT+CMGD=?
+CMGD: (0,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12,13,14,15,16,17,18,19,20,21,22),(0-4)

OK
AT+CMGD=,1
OK
AT+CMGD=?
+CMGD: (),(0-4)

OK

備考 • <mem1>に"SR"が指定されている場合、 パラ メ ータ <delflag>には0または4のみ入力できます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CMGF

機能 SMSの形式を設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CMGF=[<mode>] <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CMGF? <CR><LF>+CMGF: <mode><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

AT+CMGF=? <CR><LF>+CMGF: (使用可能な<mode>の範囲)
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ mode

0 ： PDU モー ド

1 ： TEXT モー ド

初期値 <mode> ： 0

パラ メ ータ
省略時

mode=0の場合と同じ設定にな り ます。

実行例 AT+CMGF=1
OK
AT+CMGF?
+CMGF: 1

OK
AT+CMGF=?
+CMGF: (0-1)

OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CMGL

機能 メ モ リ <mem1>に保存されているSMSのう ち、 <stat>で指定し た条件のSMSを表示し ます。
なお、 本コマン ド を使用し たSMSの読み出しかたについては、 「PDUモー ドのSMS表示」 (P.218)および
「TEXTモー ドのSMS表示」 (P.223)をご参照 く だ さい。

書式 入力 リザル ト コー ド

■PDUモー ドの場合

AT+CMGL=[<stat>]

■PDUモー ドの場合

・ 送受信SMS

<CR><LF>+CMGL: <index>,<stat>,,<length><CR><LF>
<pdu><CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

・ SMSの送達通知

<CR><LF>+CMGL: <index>,,,<length><CR><LF><pdu>
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

■TEXTモー ドの場合

AT+CMGL=["<stat>"]

■TEXTモー ドの場合

・ 受信SMS

<CR><LF>+CMGL: <index>,<stat>,<oa>,,<scts>,
<tooa>,<length><CR><LF><text><CR><LF><CR><LF>
OK<CR><LF>

・ 送信SMS

<CR><LF>+CMGL: <index>,<stat>,<da>,,,<toda>,
<length><CR><LF><text><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

・ SMSの送達通知

<CR><LF>+CMGL: <index>,,<fo>,<mr>,<ra>,<tora>,
<scts>,<dt>,<st><CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CMGL=? <CR><LF>+CMGL: （使用可能な<stat>のリ ス ト ）
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

続 く →
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パラ メ ータ ■PDUモー ドの場合

stat ： SMSの状態

0 ： 未読の受信SMS

1 ： 既読の受信SMS

2 ： 未送信SMS

3 ： 送信済みSMS

4 ： 全SMS

index ： メ モ リ内の保存位置番号。 値の範囲 ： 0～メ モ リの 大容量-1

length ： TPDU データのバイ ト 数

pdu ： プロ ト コルデータユニ ッ ト 。 送信SMSの構造については 「送信SMSのPDUパケ ッ ト の構造につい
て」 (P.152)、 受信SMSの構造については 「受信SMSのPDUパケ ッ ト の構造について」 (P.157)、 送達通知
の構造については 「SMSの送達通知のPDUパケ ッ ト の構造について」 (P.159)をご参照 く だ さい。

■TEXTモー ドの場合

index ： メ モ リ内の保存位置番号。 値の範囲 ： 0～メ モ リの 大容量-1

stat ： SMSの状態。 入力時は、 文字列を" "で囲みます。

"REC UNREAD" ： 未読の受信SMS

"REC READ" ： 既読の受信SMS

"STO UNSENT" ： 未送信SMS

"STO SENT" ： 送信済みSMS

"ALL" ： 全SMS

oa ： SMS送信側端末の電話番号

da ： SMS受信側端末の電話番号 （送信SMS表示時に使用）

tooa/toda ： SMS送信側／受信側の電話番号の種別

129 ： 番号種別不明

145 ： 国際番号

161 ： 国内番号

length ： SMS本文の文字列の長さ

fo ： SMSの第1オク テ ッ ト の情報 （MTI、 UDHIなど）。 詳細は 「SMSの送達通知のPDUパケ ッ ト の構造に
ついて」 の図6-14(P.159)をご参照 く だ さい。

mr ： メ ッ セージ参照番号

　 　 0～255 ： メ ッ セージ参照番号の範囲。 本装置が自動的に設定し ます。

ra ： SMS受信側端末の電話番号 （SMSの送達通知の表示時に使用）

tora ： SMS受信側端末の電話番号の種別

129 ： 番号種別不明

145 ： 国際番号

161 ： 国内番号

scts ： SMSがSMSセン ターに届いた日時

dt ： 送信SMSが受信者に届いた時刻

st ： 送信状態

　 　 0 ： 送信成功

　 　 1～127 ： 送信失敗

text ： SMSの本文

初期値 ■PDUモー ドの場合

<stat> ： 0

■TEXTモー ドの場合

<stat> ： "REC UNREAD"

続 く →
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パラ メ ータ
省略時

■PDUモー ドの場合

stat=0の場合と同じ設定にな り ます。

■TEXTモー ドの場合

stat="REC UNREAD"の場合と同じ設定にな り ます。

実行例 ■PDUモー ドの場合
AT+CMGF=0
OK
AT+CPMS="SM"
+CPMS: 3,20,3,20,3,20

OK
AT+CMGL=4
+CMGL: 0,1,,24
07911809XXXXXXXX240B8190X0XXXXXXXX00000121900233456305F4F29C1E03
+CMGL: 1,1,,24
07911809XXXXXXXX240B8190X0XXXXXXXX000401218001028263057465737432
+CMGL: 2,2,,23
07911809XXXXXXXX21000B8190X0XXXXXXXX00080A00740065007300740033

OK
AT+CMGL=?
+CMGL: (0-4)

OK
■TEXTモー ドの場合
AT+CMGF=1
OK
AT+CPMS="SM"
+CPMS: 3,20,3,20,3,20

OK
AT+CMGL="ALL"
+CMGL: 0,"REC READ","090XXXXXXXX",,"10/12/09,20:33:54+36",129,5
test1
+CMGL: 1,"REC READ","090XXXXXXXX",,"10/12/08,10:20:28+36",129,5
7465737432
+CMGL: 2,"STO UNSENT","090XXXXXXXX",,,129,5
00740065007300740033

OK
AT+CMGL=?
+CMGL: ("REC UNREAD","REC READ","STO UNSENT","STO SENT","ALL")

OK
AT+CPMS="SR"
+CPMS: 3,20,3,20,3,20

OK
AT+CMGL="ALL"
+CMGL: 
0,,6,118,"090XXXXXXXX",129,"11/01/21,10:47:52+00","11/01/21,10:47:56+00",0
+CMGL: 
1,,6,97,"090XXXXXXXX",129,"11/01/19,14:50:14+00","11/01/19,14:50:18+00",0

OK

続 く →
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備考 • <tora>が未設定の場合、 <ra>の 初の値が 「+」 のと きは<tora>は 「145」 にな り ます。 「+」 以外の値の
と きは<tora>は 「129」 にな り ます。

• 未読の受信SMSを表示させた場合、 SMSの状態は既読に変更されます。

• SMS送信側端末がFOMA端末でない場合、 <oa>には送信者が指定し た文字列が設定されます。

• メ モ リ <mem1>が"SR"の場合、 <stat>に4 （PDUモー ド の場合） またはALL （TEXTモー ドの場合） 以外の
値が指定される と ERRORにな り ます。

• FOMAネ ッ ト ワーク内では、 圏外着信通知などのSMSの<tooa>は208にな り ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CMGR

機能 メ モ リ <mem1>に保存されているSMSのう ち、 <index> （保存位置） で指定し たSMSを表示し ます。
なお、 本コマン ド を使用し たSMSの読み出しかたについては、 「PDUモー ドのSMS表示」 (P.218)および
「TEXTモー ドのSMS表示」 (P.223)をご参照 く だ さい。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CMGR=<index> ■PDUモー ドの場合

・ 送受信SMS

<CR><LF>+CMGR: <stat>,,<length><CR><LF><pdu>
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

・ SMSの送達通知

<CR><LF>+CMGR: ,,<length><CR><LF><pdu><CR>
<LF><CR><LF>OK<CR><LF>

■TEXTモー ドの場合

・ 受信SMS

<CR><LF>+CMGR: <stat>,<oa>,,<scts>,<tooa>,<fo>,
<pid>,<dcs>,<sca>,<tosca>,<length><CR><LF><text>
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

・ 送信SMS

<CR><LF>+CMGR: <stat>,<da>,,<toda>,<fo>,<pid>,
<dcs>,<vp>,<sca>,<tosca>,<length><CR><LF>
<text><CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

・ SMSの送達通知

<CR><LF>+CMGR: ,<fo>,<mr>,<ra>,<tora>,<scts>,
<dt>,<st><CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CMGR=? <CR><LF>OK<CR><LF>

続 く →
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パラ メ ータ index ： メ モ リ内の保存位置番号。 値の範囲 ： 0～メ モ リの 大容量-1

■PDUモー ドの場合

stat ： SMSの状態

    0 ： 未読の受信SMS

    1 ： 既読の受信SMS

    2 ： 未送信SMS

    3 ： 送信済みのSMS

length ： TPDUデータのバイ ト 数

pdu ： プロ ト コルデータユニ ッ ト 。 送信SMSの構造については 「送信SMSのPDUパケ ッ ト の構造につい
て」 (P.152)、 受信SMSの構造については 「受信SMSのPDUパケ ッ ト の構造について」 (P.157)、 送達通知
の構造については 「SMSの送達通知のPDUパケ ッ ト の構造について」 (P.159)をご参照 く だ さい。

■TEXTモー ドの場合

stat ： SMSの状態

   "REC UNREAD" ： 未読の受信SMS

   "REC READ" ： 既読の受信SMS

   "STO UNSENT" ： 未送信SMS

   "STO SENT" ： 送信済みSMS

oa ： SMS送信側端末の電話番号

da ： SMS受信側端末の電話番号 （送信SMS表示時に使用）

tooa/toda ： SMS送信側／受信側の電話番号の種別

129 ： 番号種別不明

145 ： 国際番号

161 ： 国内番号

fo ： SMSの第1オク テ ッ ト の情報 （MTI、 UDHIなど）。 詳細は 「SMSの送達通知のPDUパケ ッ ト の構造に
ついて」 の図6-14(P.159)をご参照 く だ さい。

pid ： プロ ト コルID

dcs ： SMSのデータの文字コー ド、 メ ッ セージク ラスなどの設定。 詳細は 「SMSの送達通知のPDUパケ ッ
ト の構造について」 の図6-13(P.159)をご参照 く だ さい。

vp ： SMSの有効期間。 VPFを0に設定し た場合、 本パラ メ ータは表示されません。

sca ： SMSセン ターの番号

tosca ： SMSセン ターの番号の種類。 値の範囲は<tooa> と同じ です。

length ： 本文の文字列のデータ長

mr ： メ ッ セージ参照番号

    0～255 ： メ ッ セージ参照番号の範囲。 本装置が自動的に設定し ます。

ra ： SMS受信側端末の電話番号 （SMSの送達通知の表示時に使用）

tora ： SMS受信側端末の電話番号の種別。 値の範囲は<tooa> と同じ です。

scts ： SMSがSMSセン ターに届いた日時

dt ： 送信SMSが受信者に届いた時刻

st ： 送信状態

   0 ： 送信成功

   1～127 ： 送信失敗

text ： SMSの本文

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

ERROR

続 く →
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実行例 AT+CPMS?
+CPMS: "SM",7,20,"SM",7,20,"SM",7,20

OK
AT+CMGF=0
OK 
AT+CMGR=0
+CMGR: 1,,24
07911809XXXXXXXX240B8190X0XXXXXXXX00000121900233456305F4F29C1E03

OK
AT+CMGF=1
OK
AT+CMGR=0
+CMGR: "REC READ","090XXXXXXXX",,"10/12/09,20:33:54+36",129,36,0,0,"+8190XXXXXXX",145,5
test1

OK
AT+CMGR=2
+CMGR: "STO UNSENT","090XXXXXXXX",,129,33,0,8,,"+8190XXXXXXX",145,5
00740065007300740033

OK
AT+CPMS="SR"
+CPMS: 2,20,7,20,7,20

OK
AT+CMGR=1
+CMGR:
,6,97,"+8190XXXXXXX",145,"11/01/19,14:50:14+00","11/01/19,14:50:18+00",0

OK

備考 • <tora>が未設定の場合、 <ra>の 初の値が 「+」 のと きは<tora>は 「145」 にな り ます。 「+」 以外の値の
と きは<tora>は 「129」 にな り ます。

• FOMAネ ッ ト ワーク内では、 圏外着信通知などのSMSの<tooa>は208にな り ます。

• 未読の受信SMSを表示させた場合、 SMSの状態は既読に変更されます。

• SMS送信側端末がFOMA端末でない場合、 <oa>には送信者が指定し た文字列が設定されます。

• 外部装置は<dcs>の値によ り、 該当するSMSの本文の文字コー ド形式を判断する こ とができます。

• PDUモー ド でSMSを作成し た場合、 <vp>は表示されません。 TEXTモー ド で作成し た場合、 <vp>の値は
「167」 に設定されます。 FOMAネ ッ ト ワーク内では、 送信し た宛先がSMSを受信できない場合、 PDU
モー ド で作成し たSMSは約3日間、 SMSセン ターに保存されます。 TEXTモー ド で作成し たSMSは約1
日、 SMSセン ターに保存されます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CMGS

機能 SMSを送信し ます。 SMSの送信方法には、 PDUモー ド と TEXTモー ドの2種類があり ます。

■PDUモー ドの場合

まず、 外部装置から本装置へ+CMGS=<length>を送信して<CR>でPDU入力モー ドへ移行し ます。 外部装置
は本装置から<CR><LF><greater_than><space>を受信後、 PDU形式のSMS本文を送信し、 <ctrl-Z>で終了し
ます。 PDUモー ドのSMS送信については、 「PDUモードのSMS送信」 (P.216)をご参照 く ださい。

■TEXTモー ドの場合

まず、 外部装置から本装置へ+CMGS=<da>[,<toda>]を送信し て<CR>でTEXT入力モー ドへ移行し ます。 外
部装置は本装置から<CR><LF><greater_than><space>を受信後、 TEXT形式のSMS本文を送信し、 <ctrl-Z>
で終了し ます。 TEXTモー ドのSMS送信については、 「TEXTモードのSMS送信」 (P.222)をご参照 く だ さ
い。

書式 入力 リザル ト コー ド

■PDUモー ドの場合 （+CMGF=0）

AT+CMGS=<length><CR> （PDU形式のメ ッ セージ
を入力） <ctrl-Z/ESC>

■TEXTモー ドの場合 （+CMGF=1）

AT+CMGS="<da>"[,<toda>]<CR> （TEXT形式のメ ッ
セージを入力） <ctrl-Z/ESC>

■PDUモー ドの場合 （+CMGF=0）

<CR><LF><CR><LF>+CMGS: <mr>[,<ackpdu>]<CR>
<LF><CR><LF>OK<CR><LF>

■TEXTモー ドの場合 （+CMGF=1）

<CR><LF><CR><LF>+CMGS: <mr>[,<scts>]<CR><LF>
<CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CMGS=? <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ ■PDUモー ドの場合

length ： 送信するTPDUの文字数の1/2の数値。 大値は164 （10進数で入力し て く ださい。）

mr ： メ ッ セージ参照番号

0～255 ： メ ッ セージ参照番号の範囲。 本装置が自動的に設定し ます。

ackpdu ： 非対応

ctrl-Z ： PDU データの終了を識別。 文字 ： '0x1A'。 PDUパケ ッ ト の構造の詳細については、 「送信SMSの
PDUパケ ッ ト の構造について」 (P.152)をご参照 く ださい。

ESC ： SMSの送信をキャ ンセル。 文字 ： '0x1B'

■TEXTモー ドの場合

da ： SMS受信側端末の電話番号。 値の範囲 ： 0～9、 *、 #、 +。 AT+CSCSコマン ド による文字コー ド形式
の設定が"GSM"、 "IRA"の場合は 大20桁、 "UCS2"の場合は 大80桁入力可能です。 入力時は、 文字列
を" "で囲みます。

toda ： SMS受信側端末の電話番号の種別

129 ： 番号種別不明

145 ： 国際番号

161 ： 国内番号

mr ： メ ッ セージ参照番号。 本装置が自動的に設定し ます。

0～255 ： メ ッ セージ参照番号の範囲

scts ： SMSがSMSセン ターに届いた日時

ctrl-Z ： メ ッ セージの終了を識別。 文字 ： '0x1A'

ESC ： SMSの送信をキャ ンセル。 文字 ： '0x1B'

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

ERROR

続 く →
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実行例 ■PDUモー ドの場合
AT+CMGF=0
OK

AT+CMGS=16
> 07911809XXXXXXXX11000B8190X0XXXXXXXX000400023031

+CMGS: 9

OK
■TEXTモー ドの場合
AT+CMGF=1
OK
AT+CMGS="090XXXXXXXX"
> TEST

+CMGS: 11

OK

備考 • <toda>が未設定の場合、 <da>の 初の値が 「+」 のと きは<toda>は 「145」 にな り ます。 「+」 以外の値の
と きは<toda>は 「129」 にな り ます。

• FOMAネ ッ ト ワーク内では、 <toda>は129、 145のみ許容し ます。

• FOMAネ ッ ト ワーク内でのSMSの有効期間は、 PDUモー ドの場合は約3日間、 TEXTモー ドの場合は約 １
日と な り ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CMGW

機能 SMSをAT+CPMSコマン ド (P.129)で設定し た メ モ リ <mem2>に保存し ます。 SMSの保存については、
「SMS」 (P.213)をご参照 く だ さい。

書式 入力 リザル ト コー ド

■PDUモー ドの場合 （+CMGF=0）

AT+CMGW=<length>[,<stat>]<CR> （PDU形式のメ ッ
セージを入力） <ctrl-Z/ESC>

■TEXTモー ドの場合 （+CMGF=1）

AT+CMGW="<da>"[,<toda>[,"<stat>"]]<CR> （TEXT
形式のメ ッ セージを入力） <ctrl-Z/ESC>

<CR><LF>+CMGW: <index><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

AT+CMGW=? <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ ■PDUモー ドの場合

length ： 保存するTPDUの文字数の1/2の数値。 大値は164 （10進数で入力し て く ださい。）

ctrl-Z ： PDUデータの終了を識別。 文字 ： '0x1A'。 PDUパケ ッ ト の構造の詳細については、 「送信SMSの
PDUパケ ッ ト の構造について」 (P.152)をご参照 く ださい。

ESC ： 今回のSMSの送信を中止。 文字 ： '0x1B'

stat ： 送信SMSの保存方法

2 ： 未送信のSMS と し て保存

3 ： 送信済みのSMS と し て保存

index ： メ モ リ内の保存位置番号。 値の範囲は、 0～メ モ リの 大保存件数※-1

※ ： SMSの 大保存件数については、 「表8-2丂SMSの 大保存件数」 (P.213)をご参照 く だ さい。

■TEXTモー ドの場合

da ： SMSの受信側端末の電話番号。 値の範囲 ： 0～9、 *、 #、 +。 AT+CSCSコマン ド による文字コー ド形
式の設定が"GSM"、 "IRA"の場合は 大20桁、 "UCS2"の場合は 大80桁入力可能です。 入力時は、 文字
列を" "で囲みます。

toda ： SMS受信側端末の電話番号の種別

129 ： 番号種別不明

145 ： 国際番号

161 ： 国内番号

stat ： 送信SMSの保存方法。 文字列型。 入力時は、 文字列を" "で囲みます。

"STO UNSENT" ： 未送信のSMS と し て保存

"STO SENT" ： 送信済みのSMS と し て保存

ctrl-Z ： メ ッ セージの終了を識別。 文字 ： '0x1A'

ESC ： SMSの送信を中止。 文字 ： '0x1B'

初期値 ■PDUモー ドの場合

<stat> ： 2

■TEXTモー ドの場合

<stat> ： "STO UNSENT"

パラ メ ータ
省略時

■PDUモー ドの場合

stat=2の場合と同じ設定にな り ます。

■TEXTモー ドの場合

stat="STO UNSENT"の場合と同じ設定にな り ます。

続 く →
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実行例 ■PDUモー ドの場合
AT+CMGF=0
OK
AT+CMGW=16
> 07911809XXXXXXXX11000B8190X0XXXXXXXX000400023031

+CMGW: 18

OK
AT+CMGW=?
OK

■TEXTモー ドの場合
AT+CMGF=1
OK
AT+CMGW="090XXXXXXXX"
> test

+CMGW: 17

OK

備考 • <toda>が未設定の場合、 <da>の 初の値が 「+」 のと きは<toda>は 「145」 にな り ます。 「+」 以外の値の
と きは<toda>は 「129」 にな り ます。

• FOMAネ ッ ト ワーク内では、 <toda>は129、 145のみ許容し ます。

• FOMAネ ッ ト ワーク内でのSMSの有効期間は、 PDUモー ドの場合は約3日間、 TEXTモー ドの場合は約 １
日と な り ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CMSS

機能 AT+CPMSコ マン ド (P.129)で指定された メ モ リ <mem2>からSMSを送信し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CMSS=<index>[,"<da>"[,<toda>]] ■PDUモー ドの場合

<CR><LF>+CMSS: <mr>[,<ackpdu>]<CR><LF>
<CR><LF>OK<CR><LF>

■TEXTモー ドの場合

<CR><LF>+CMSS: <mr>[,<scts>]<CR><LF>
<CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CMSS=? <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ ackpdu ： 非対応

index ： 指定された メ モ リの対応範囲から取得し たア ド レス値

da ： SMS受信側端末の電話番号。 値の範囲 ： 0～9、 *、 #、 +。 大20桁。 入力時は、 文字列を" "で囲み
ます。

toda ： SMS受信側端末の電話番号の種別

129 ： 番号種別不明

145 ： 国際番号

161 ： 国内番号

mr ： メ ッ セージ参照番号。 本装置が自動的に設定し ます。

0～255 ： メ ッ セージ参照番号の範囲

scts ： SMSがSMSセン ターに届いた日時

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

ERROR

続 く →
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実行例 ■PDUモー ドの場合
AT+CMGF=0
OK
AT+CMGW=16
> 07911809XXXXXXXX11000B8190X0XXXXXXXX000400023031

+CMGW: 5

OK

AT+CMSS=5
+CMSS: 10

OK

AT+CMSS=?
OK

■TEXTモー ドの場合
AT+CMGF=1
OK

AT+CMGW="090XXXXXXXX"
> test

+CMGW: 0

OK

AT+CMSS=0,"090XXXXXXXX"
+CMSS: 13

OK
AT+CMSS=?
OK

備考 • <toda>が未設定の場合、 <da>の 初の値が 「+」 のと きは<toda>は 「145」 にな り ます。 「+」 以外の値の
と きは<toda>は 「129」 にな り ます。

• FOMAネ ッ ト ワーク内では、 <toda>は129、 145のみ許容し ます。

• 本コマン ド を利用し て保存されているSMSを送信する場合、 電話番号情報が存在する と きは宛先を変
更し て送信し た後も元のSMSは未送信SMS （"STO UNSENT"） の状態のまま と な り ます。 電話番号情報
が無いと き （イ ンデッ クス番号のみで指定送信する と き） は、 送信済みSMS （"STO SENT"） の状態に
な り ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド +CMT （非請求リザル ト コー ド）

機能 受信し たSMSを保存せずに直接外部装置に通知し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

- ■PDUモー ドの場合

<CR><LF>+CMT: ,<length><CR><LF><pdu><CR><LF>

■TEXTモー ドの場合

<CR><LF>+CMT: <oa>,,<scts>,<tooa>,<fo>,<pid>,
<dcs>,<sca>,<tosca>,<length><CR><LF><TEXT形式の
メ ッ セージ><CR><LF>

パラ メ ータ ■PDUモー ドの場合

length ： TPDU データのバイ ト 数

pdu ： プロ ト コルデータユニ ッ ト 。 詳細については、 「受信SMSのPDUパケ ッ ト の構造について」 (P.157)
をご参照 く だ さい。

■TEXTモー ドの場合

oa ： SMS送信側端末の電話番号

scts ： SMSがSMSセン ターに届いた日時

tooa ： SMS送信側端末の電話番号の種類

129 ： 番号種別不明

145 ： 国際番号

161 ： 国内番号

fo ： SMSの第1オク テ ッ ト の情報 （MTI、 UDHIなど）。 詳細は 「SMSの送達通知のPDUパケ ッ ト の構造に
ついて」 の図6-12(P.159)をご参照 く だ さい。

pid ： プロ ト コルID

dcs ： SMSのデータの文字コー ド、 メ ッ セージク ラスなどの設定。 詳細は 「送信SMSのPDUパケ ッ ト の構
造について」 の表6-6(P.156)をご参照 く だ さい。

sca ： SMSセン ターの番号

tosca ： SMSセン ター番号の種類。 値の範囲はtooa と同じ です。

length ： SMS本文の文字列のデータ長

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+CNMI=1,2
OK
■PDUモー ドの場合
AT+CMGF=0
OK

+CMT: ,24
0881683108608805F9240B8190X0XXXXXXXX00000121900233456305F4F29C1E03
■TEXTモー ドの場合
AT+CMGF=1
OK

+CMT: "090XXXXXXXX",,"11/01/22,12:23:12+00",129,4,0,0,"+8190XXXXXXX",145,4
test

続 く →
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備考 • 本リザル ト コー ドは、 AT+CNMIコマン ドの<mode> と <mt>の設定によ って、 通知される場合と通知され
ない場合があ り ます。 詳細については、 「+CNMIのパラ メ ータ <mode> と <mt>の詳細について」 (P.150)を
ご参照 く ださい。

• SMS送信側端末がFOMA端末でない場合、 <oa>には送信者が指定し た文字列が設定されます。

• FOMAネ ッ ト ワーク内では、 圏外着信通知などのSMSの<tooa>は208にな り ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド +CMTI （非請求リザル ト コー ド）

機能 受信し たSMSの保存位置を通知し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

- <CR><LF>+CMTI: <mem>,<index><CR><LF>

パラ メ ータ mem ： SMSの保存先を示し ます。 入力時は、 文字列を" "で囲みます。

"ME" ： 本装置内のSMS保存用メ モ リ

"SM" ： ド コモUIMカー ド内のSMS保存用メ モ リ

index ： メ モ リ内の保存位置。 整数型

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+CNMI?
+CNMI: 0,0,0,0,0

OK
AT+CNMI=1,1,0,1,0
OK
AT+CMGF=1
OK
AT+CMGS="090XXXXXXXX"
> test

+CMGS: 189

OK

+CMTI: "SM",9
AT+CMGF=0
OK
AT+CMGF?
+CMGF: 0

OK
AT+CMGS=16
> 07911809XXXXXXXX11000B8190X0XXXXXXXX000400023031

+CMGS: 190

OK

+CMTI: "SM",10

備考 • 本リザル ト コー ドは、 AT+CNMIコマン ドの<mode> と <mt>の設定によ って、 通知される場合と通知され
ない場合があ り ます。 詳細については、 「+CNMIのパラ メ ータ <mode> と <mt>の詳細について」 (P.150)を
ご参照 く ださい。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○



'12/5 第4版

121

コマン ド AT+CMUT

機能 マイ クの ミ ュー ト （消音） 設定を し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CMUT=<n> <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CMUT? <CR><LF>+CMUT: <n><CR><LF><CR><LF>OK<CR>
<LF>

AT+CMUT=? <CR><LF>+CMUT: (使用可能な<n>の範囲)<CR>
<LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ n ：

0 ： ミ ュー ト 無効

1 ： ミ ュー ト 有効

初期値 <n> ： 0

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT+CMUT?
+CMUT: 0

OK
AT+CMUT=1
OK
AT+CMUT?
+CMUT: 1

OK
AT+CMUT=?
+CMUT: (0-1)

OK

備考 • 音声通話中に使用できます。

• ミ ュー ト 有効時、 相手に音が聞こえな く な り ます。

• 音声通話が終了する と、 ミ ュー ト は無効にな り ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CNMI

機能 SMS受信時の通知方法を設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CNMI=[<mode>][,<mt>][,<bm>][,<ds>][,<bfr>]
[,<sts>]

<CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CNMI? <CR><LF>+CNMI: <mode>,<mt>,<bm>,<ds>,<bfr>,<sts>
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CNMI=? <CR><LF>+CNMI: (使用可能な<mode>のリ ス ト ),(使
用可能な<mt>のリス ト ),(使用可能な<bm>のリ ス ト ),
(使用可能な<ds>のリス ト ),(使用可能な<bfr>のリス
ト ),(使用可能な<sts>のリ ス ト )<CR><LF><CR><LF>
OK<CR><LF>

パラ メ ータ mode ： 受信し たSMSの通知方法を設定し ます。 詳細については、 「◆+CNMIのパラ メ ータ <mode> と <mt>
の詳細について」 (P.150)をご参照 く ださい。

mt ： 受信し たSMSの保存方法や通知方法を設定し ます。 詳細については、 「◆+CNMIのパラ メ ータ
<mode> と <mt>の詳細について」 (P.150)をご参照 く ださい。

bm ： 0を入力し て く だ さい。

ds ： SMSの送達通知について設定し ます。

0 ： SMSの送達通知を本装置に保存せず、 外部装置にも送信し ません。

1 ： SMSの送達通知を本装置に保存せずに直接外部装置に送信し、 非請求リザル ト +CDSで通知し ます。
<mode>を0または2に設定し ている場合は、 本パラ メ ータ を1に設定し ないで く だ さい。

2 ： SMSの送達通知を本装置に保存し、 非請求リザル ト +CDSIで保存先を外部装置に通知し ます。

bfr ： 0を入力し て く だ さい。

sts ： TEXTモー ド の場合、 SMS送達通知の受信機能を設定し ます。

0 ： SMS送達通知を受信し ません。

1 ： SMS送達通知を受信し ます。

初期値 <mode> ： 0、 <mt> ： 0、 <ds> ： 0、 <sts> ： 0

パラ メ ータ
省略時

mode=0、 mt=0、 ds=0に設定されます。

実行例 AT+CNMI=1,2,0,1,0,0
OK
AT+CNMI?
+CNMI: 1,2,0,1,0,0

OK
AT+CNMI=?
+CNMI: (0,1,2),(0,1,2,3),0,(0,1,2),0,(0,1)

OK

続 く →
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備考 • 本コマン ドの設定値は、 本装置の再起動後、 初期値に戻り ます。

• パラ メ ータ <mode> と <ds>の各設定値の組み合わせを以下に示し ます。

○ ： 送達通知あ り 　 × ： 送達通知な し 　 - ： 設定不可

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

<ds>

<mode>
0 1 2

0 × － ×

1 × ○ ○

2 × － ○

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT+CNUM

機能 自局電話番号を表示し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CNUM <CR><LF>+CNUM: ,<number>,<type>

<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CNUM=? <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ number ： 電話番号

type ： 番号種別。 詳細については、 「◆ 送信SMSのPDUパケ ッ ト の構造について」 (P.152)の
<type_adr>の説明をご参照 く ださい。

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+CNUM
+CNUM: ,"090XXXXXXXX",129

OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT+COPS

機能 接続する通信事業者を選択し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+COPS=<mode>[,<format>,"<oper>"] <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+COPS? <CR><LF>+COPS: <mode>[,<format>,<oper>,<rat>]
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

AT+COPS=? <CR><LF>+COPS: [使用可能な(<stat>のリ ス ト ,通
信事業者の正式名称<oper>,通信事業者の略称
<oper>, 通信事業者のコー ド 番号<oper>[,<rat>])]
[,,(使用可能な<mode>のリ ス ト ),(使用可能な
<format>のリ ス ト )]<CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ mode ： ネ ッ ト ワーク検索

0 ： オー ト サーチ。 自動的にネ ッ ト ワーク を検索／選択し ます。 本モー ド に設定し た場合、 パラ メ ータ
<format>、 <oper>の設定は不要です。

1 ： マニュアルサーチ。 パラ メ ータの設定に従い、 ネ ッ ト ワーク を検索／選択し ます。 本モー ド に設定
し た場合、 パラ メ ータ <format>、 <oper>の設定は省略できません。

2 ： ネ ッ ト ワーク登録を削除。本モー ド に設定し た場合、パラ メ ータ <format>、<oper>の設定は不要です。

3 ： AT+COPS?で出力される リザル ト コー ド のう ち、 通信事業者名の表示形式を<format>で選択し ま
す。

4 ： マニュアルサーチ とオー ト サーチの組み合わせ。 マニュアルサーチが失敗し た場合、 自動的に
オー ト サーチに移行し ます。 なお、 本設定を選択し てAT+COPS?を入力し た場合、 動作中のサーチ
方法が<mode>の値 （0または1） と し て表示されます。

format ： operの表示形式   

0 ： operの正式名称

1 ： operの略称

2 ： operのコー ド番号

oper ： 通信事業者名 （通信事業者コー ド）

stat ： ネ ッ ト ワークの利用状態

0 ： 未知

1 ： 利用可能

2 ： 現在登録中

3 ： 禁止

rat ： ネ ッ ト ワークの種類

0 ： GSM

2 ： W-CDMA

初期値 <mode> ： 0、 <format> ： 0

パラ メ ータ
省略時

ERROR

続 く →
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実行例 AT+COPS?
+COPS: 0,0,"NTT DOCOMO",2

OK
AT+COPS=?
+COPS: (2,"NTT DOCOMO","DOCOMO","44010",2),(3,"XXXXXXXX","XXXXXXXX","44020",2),,(0,1,2,3,4),(0,1,2)

OK
AT+COPS=0
OK

AT+COPS=3,2
OK
AT+COPS?
+COPS: 0,2,"44010",2

OK
AT+COPS=?
+COPS: (2,"JP DOCOMO","DOCOMO","44010",2),(3,"XXXXXXXX","XXXXXXXX","44020",2),,(0,1,2,3,4),(0,1,2)

OK

備考 • ド コ モUIMカー ドの読み込みが完了するまで本コマン ドは実行し ないで く だ さい。

• <mode>が1または4に設定されている場合、 <format>の値は2のみ選択できます。

• オー ト サーチでネ ッ ト ワーク検索する場合、 リザル ト コー ド出力後にネ ッ ト ワーク検索が開始される
ため、 ネ ッ ト ワーク登録が完了するまでの間は<stat>が1にな り ます。

• <oper>の 「"」 は省略可能です。

• すでに登録済みのネ ッ ト ワークに対し て再度本コマン ド を実行し た場合、 本コマン ドは無効にな り ま
すが、 OKのリザル ト を返し ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT+CPIN

機能 PIN1コー ドの入力や入力の要否の確認に使用し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CPIN="<pin>"[,"<newpin>"] <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CPIN? <CR><LF>+CPIN: <code><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

AT+CPIN=? <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ pin ： 現在のPIN1 コー ド。 0～9の数字のみ入力できます。 入力時は、 数字を" "で囲みます。

newpin ： 新し く 設定するPIN1 コー ド。 0～9の数字のみ入力できます。 入力時は、 数字を" "で囲みます。

code ： PIN1 コー ドの状態

READY ： PIN1 コー ド照合済み

SIM PIN ： PIN1コー ド照合待ち

SIM PUK ： PINロ ッ ク状態。 PINロ ッ ク解除コー ド （PUK） ※入力待ち

※ ： PINロ ッ ク を解除する と きに入力し ます。

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT+CPIN?
+CPIN: READY

OK
AT+CLCK="sc",1,"1234"
OK
Power off/Power on:

AT+CPIN=?
OK
■PIN1 コー ド照合に成功し た場合
AT+CPIN?
+CPIN: SIM PIN

OK
AT+CPIN="1234"
OK

■PUK コー ド照合に失敗し た場合 （PUK入力によ り PINロ ッ ク解除）
AT+CPIN?
+CPIN: SIM PIN

OK
AT+CPIN="1023"
+CME ERROR: incorrect password
AT+CPIN="1023"
+CME ERROR: incorrect password
AT+CPIN="1023"
+CME ERROR: SIM PUK required
AT+CPIN?
+CPIN: SIM PUK

OK
AT+CPIN="11111111","1234"
OK

続 く →
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備考 • <pin>、 <newpin>の 「"」 は省略可能です。

• PIN1 コー ド照合待ちの状態以外、 またはPINロ ッ ク状態以外の場合は、 AT+CPIN=<pin>[,<newpin>]を入力
する と 「ERROR」 を返し ます。

• PIN1 コー ド照合待ちの状態の場合は、 AT+CPIN=<pin>でPIN コー ド を入力し ます。

• PINロ ッ ク解除コー ド （PUK） の入力を要求された場合は、 AT+CPIN=<pin>,<newpin>を入力し てPINロ ッ
ク を解除し ます。 1つ目のパラ メ ータ <pin>にはPINロ ッ ク解除コー ド （PUK）、 2つ目のパラ メ ータ
<newpin>には、 新しいPIN 1 コー ド を入力し ます。

• 本コマン ド でPINロ ッ ク解除する と、 PIN1コー ドは有効状態にな り ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CPMS

機能 SMSの表示、 保存などに使用する メ モ リ （<mem1>、 <mem2>、 <mem3>） の設定や指定し た メ モ リの使用
状況などの確認を し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CPMS="<mem1>"[,"<mem2>"][,"<mem3>"] <CR><LF>+CPMS: <used1>,<total1>,<used2>,<total2>,
<used3>,<total3><CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CPMS? <CR><LF>+CPMS: <mem1>,<used1>,<total1>,<mem2>,
<used2>,<total2>,<mem3>,<used3>,<total3><CR><LF>
<CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CPMS=? <CR><LF>+CPMS: (使用可能な<mem1>のリ ス ト ),
(使用可能な<mem2>のリ ス ト ),(使用可能な<mem3>
のリ ス ト )<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ mem1 ： SMSの表示と削除の操作に使用する メ モ リ。 入力時は、 文字列を" "で囲みます。

"SM" ： ド コモUIMカー ド

"ME" ： 本装置

"SR" ： SMSの送達通知の保存先

mem2 ： SMSの作成や送信の操作に使用する メ モ リ。 入力時は、 文字列を" "で囲みます。

"SM" ： ド コモUIMカー ド

"ME" ： 本装置

mem3 ： 受信し たSMSを保存する メ モ リ。 入力時は、 文字列を" "で囲みます。

"SM" ： ド コモUIMカー ド

"ME" ： 本装置

total1 ： mem1内で保存可能なSMSの総数

total2 ： mem2内で保存可能なSMSの総数

total3 ： mem3内で保存可能なSMSの総数

used1 ： mem1内の既存のSMS数

used2 ： mem2内の既存のSMS数

used3 ： mem3内の既存のSMS数

初期値 <mem1> ： "SM"、 <mem2> ： "SM"、 <mem3> ： "SM"

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT+CPMS="SM","SM","SM"
+CPMS: 17,20,17,20,17,20

OK
AT+CPMS?
+CPMS: "SM",17,20,"SM",17,20,"SM",17,20

OK
AT+CPMS=?
+CPMS: ("ME","SM","SR"),("ME","SM"),("ME","SM")

OK

続 く →
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備考 • ド コ モUIMカー ドの読み込みが完了するまで本コマン ドは実行し ないで く だ さい。

• 本コマン ド を実行する と、 <mem3>の内容のみが本装置内の不揮発性メ モ リ に保存され、 <mem1> と
<mem2>の内容は保存されません。 本装置を リ セ ッ ト する と、 設定された<mem3>の内容のみが保存さ
れます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

コマン ド AT+CPWD

機能 ド コモUIMカー ドのPIN1 コー ドの変更に使用し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CPWD="<fac>","<oldpwd>","<newpwd>" <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CPWD=? <CR><LF>+CPWD: (使用可能な<fac>,<pwdlength>の
リ ス ト )<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ fac ： "SC"を入力し て く だ さい。 入力時は、 文字列を" "で囲みます。 （本コマン ドの操作対象を指定。 ド
コモUIMカー ド （"SC"） のみに対応）

oldpwd ： 現在のPIN1 コー ド。 0～9の数字のみ入力できます。 入力時は、 数字を" "で囲みます。

newpwd ： 新しいPIN1コー ド。 0～9の数字のみ入力できます。 入力時は、 数字を" "で囲みます。

pwdlength ： PIN1 コー ドの 大桁数

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT+CPIN?
+CPIN: SIM PIN

OK
AT+CPIN="1234"
OK
AT+CPWD="SC","1234","1111"
OK
AT+CPWD=?
+CPWD: ("SC",8)

OK

備考 • <oldpwd>、 <newpwd>の 「"」 は省略可能です。

• PIN1 コー ド照合機能が有効に設定されている場合に使用し ます。

• ド コ モUIMカー ド （"SC"） が対応するPIN1 コー ド <oldpwd>、 <newpwd>は、 4～8桁です。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CRC

機能 拡張リザル ト コー ド を使用するかど う かを設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CRC=[<mode>] <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CRC? <CR><LF>+CRC: <mode><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

AT+CRC=? <CR><LF>+CRC: (使用可能な<mode>のリ ス ト )
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ mode

0 ： 拡張リザル ト コー ド を使用し ません。

1 ： 拡張リザル ト コー ド を使用し ます。

初期値 <mode> ： 0

パラ メ ータ
省略時

mode=0の場合と同じ設定にな り ます。

実行例 AT+CRC?
+CRC: 0

OK
AT+CRC=1
OK
AT+CRC?
+CRC: 1

OK
AT+CRC
OK
AT+CRC?
+CRC: 0

OK
AT+CRC=?
+CRC: (0,1)

OK

備考 • <mode>が1に設定されている場合、 リザル ト コー ドの形式はRINGから+CRING:<type>にな り ます(P.58)。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CREG

機能 音声通話 （回線交換接続） の電波状態が圏内または圏外か、 およびネ ッ ト ワーク登録状態を通知するか
ど うかを設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CREG=[<n>] <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CREG? <CR><LF>+CREG: <n>,<stat><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

AT+CREG=? <CR><LF>+CREG: (使用可能な<n>の範囲)
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ n

0 ： 通知し ません。

1 ： +CREG: <stat>の自動通知を有効にし ます。 ネ ッ ト ワーク登録状態が変化し た場合、 外部装置に通知
し ます。

stat

0 ： 圏外

1 ： 圏内

2 ： ネ ッ ト ワーク検索中

3 ： 接続拒否

4 ： 不明

5 ： ロー ミ ングネ ッ ト ワーク圏内

初期値 <n> ： 0

パラ メ ータ
省略時

n=0の場合と同じ設定にな り ます。

実行例 AT+CREG?
+CREG: 0,1

OK
AT+CREG=?
+CREG: (0-2)

OK
AT+CREG=1
OK
AT+CREG?
+CREG: 1,1

OK
AT+CREG
OK
AT+CREG?
+CREG: 0,1

OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT+CSCA

機能 SMSセン ターの番号を設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CSCA="<sca>"[,<tosca>] <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CSCA? <CR><LF>+CSCA: <sca>,<tosca><CR><LF><CR><LF>
OK<CR><LF>

AT+CSCA=? <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ sca ： SMSセン ターの番号。 大20桁まで入力可能。 入力時は、 文字列を" "で囲みます。

入力可能な値 ： 0～9、 *、 #、 +

tosca ： 番号のタ イプを示し ます。

129 ： 番号種別不明

145 ： 国際番号

161 ： 国内番号

初期値 <sca> ： " " （空白）、 <tosca> ： " " （空白）

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 AT+CSCA="+8190XXXXXXX",145
OK
AT+CSCA?
+CSCA: "+8190XXXXXXX",145

OK
AT+CSCA=?
OK

備考 • 通常は、 設定された番号を変更し ないで く だ さい。

• <tosca>が未設定の場合、 <sca>の 初の値が 「+」 のと きは<tosca>は 「145」 にな り ます。 「+」 以外の
値のと きは<tosca>は 「129」 にな り ます。

• FOMAネ ッ ト ワーク内では、 <tosca>は145のみ許容し ます。

• AT+CSCA?を実行し た場合は、 ド コモUIMカー ドからSMSセン ター情報を読み取り ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT+CSCS

機能 外部装置の文字コー ド を設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CSCS=["<chset>"] <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CSCS? <CR><LF>+CSCS: <chset><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

AT+CSCS=? <CR><LF>+CSCS: (使用可能な<chset>のリ ス ト )
<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ chset ： 以下の文字コー ド に対応し ています。 入力時は、 文字列を" "で囲みます。

"GSM" ： GSM7ビ ッ ト デフ ォル ト アルフ ァベ ッ ト

"IRA" ： 国際参照アルフ ァベ ッ ト

"UCS2" ： Universal multi-octet Character Set 2

初期値 <chset> ： GSM

パラ メ ータ
省略時

<chset>を"GSM"に設定し ます。

実行例 AT+CSCS?
+CSCS: "GSM"

OK
AT+CSCS=?
+CSCS: ("IRA","GSM","UCS2")

OK
AT+CSCS="IRA"
OK
AT+CSCS?
+CSCS: "IRA"

OK
AT+CSCS
OK
AT+CSCS?
+CSCS: "GSM"

OK

備考 • TEXTモー ドのSMSを使用する場合は、 本装置の電源をONにし た後、 またはAT%RESET、 
AT%AUTORESETによる リ セ ッ ト の実行後に、 毎回、 本コマン ド で使用する文字コー ド を設定し て く だ
さい。

• TEXTモー ドのSMSの送受信については、 「TEXTモー ドのSMS」 (P.220)をご参照 く だ さい。

• 以下のATコマン ド とパラ メ ータは、 本コ マン ドの影響を受けます。 それぞれの文字コー ド設定に沿っ
た処理を行う必要があ り ます。
※ （ 　 ） 内はパラ メ ータ を示し ます。
+CDS （<ra>）、 +CMGL （<oa>、 <ra>、 <da>、 <text>）、 +CMGR （<oa>、 <ra>、 <da>、 <text>）、 CMGS
（<da>、 <text>）、 +CMGW （<da>、 <text>）、 +CMSS （<da>）、 +CMT （<oa>、 <TEXT形式のメ ッ セージ>）、
+CSCA （<sca>）、 +CUSD （<str>）

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+CUSD

機能 USSDコー ド を利用し てネ ッ ト ワークサービスを設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+CUSD=[<n>[,"<str>"[,<dcs>]]] <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+CUSD? <CR><LF>+CUSD: <n><CR><LF>

AT+CUSD=? <CR><LF>+CUSD: (使用可能な<n>のリ ス ト )
<CR><LF>

- （非請求リザル ト コー ド） <CR><LF>+CUSD: <m>[,<str>,<dcs>]<CR><LF>

パラ メ ータ n

0 ： 非請求リザル ト の出力を禁止

1 ： 非請求リザル ト の出力を許可

2 ： ネ ッ ト ワークサービスの設定中止 （本設定値はAT+CUSD?を入力し ても表示されません。）

str ： USSD文字列。 入力可能な値 ： 0～9、 *、 #。 入力時は、 文字列を" "で囲みます。

dcs ： USSDの文字コー ド。 15を入力し て く だ さい。

m

0 ： ネ ッ ト ワークからの情報要求な し

1 ： ネ ッ ト ワークからの情報要求あ り

初期値 <n> ： 0

パラ メ ータ
省略時

n=0の場合と同じ設定にな り ます。

実行例 AT+CUSD=1,"*121*1*#",15
OK

+CUSD: 0,"121*1*7*1#",15

AT+CUSD?
+CUSD: 1

OK
AT+CUSD=?
+CUSD: (0-2)

OK

備考 • ネ ッ ト ワークサービスの設定中止を行う には、 本装置からUSSDコー ド を送信後、 ネ ッ ト ワークからの
応答が返却されるまでの間に<n>を2に設定する必要があ り ます。

• USSD文字列は、 AT+CSCSコマン ド で設定し た文字コー ド で入力し て く ださい。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT+GMI/CGMI

機能 本装置のメ ーカ情報を表示し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+GMI

AT+CGMI

<CR><LF>< メーカ情報><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

AT+GMI=?

AT+CGMI=?

<CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+GMI
huawei

OK
AT+CGMI
huawei

OK
AT+GMI=?
OK
AT+CGMI=?
OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT+GMM/CGMM

機能 本装置のモデル （製品名） を表示し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+GMM

AT+CGMM

<CR><LF><モデル （製品名） ><CR><LF><CR><LF>
OK<CR><LF>

AT+GMM=?

AT+CGMM=?

<CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+GMM
UM01-HW

OK
AT+CGMM
UM01-HW

OK
AT+GMM=?
OK
AT+CGMM=?
OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT+GMR/CGMR

機能 本装置のフ ァームウ ェ アのバージ ョ ン情報を表示し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+GMR

AT+CGMR

<CR><LF><バージ ョ ン情報><CR><LF><CR><LF>OK
<CR><LF>

AT+GMR=?

AT+CGMR=?

<CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+GMR
XX

OK
AT+CGMR
XX

OK
AT+GMR=?
OK
AT+CGMR=?
OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT+IFC

機能 フ ロー制御方式を指定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+IFC=[<DCE_by_DTE>[,<DTE_by_DCE>]] <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+IFC? <CR><LF>+IFC: <DCE_by_DTE>,<DTE_by_DCE><CR>
<LF><CR><LF>OK<CR><LF>

AT+IFC=? <CR><LF>+IFC: (使用可能な<DCE_by_DTE>の範囲),
(使用可能な<DTE_by_DCE>の範囲)<CR><LF><CR>
<LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ DCE_by_DTE

0 ： フ ロー制御な し

2 ： ハー ド ウェ アフ ロー制御

DTE_by_DCE

0 ： フ ロー制御な し

2 ： ハー ド ウェ アフ ロー制御

初期値 <DCE_by_DTE> ： 2、 <DTE_by_DCE> ： 2

パラ メ ータ
省略時

DCE_by_DTE=2、 DTE_by_DCE=2に設定し た場合と同じ設定にな り ます。

実行例 AT+IFC=0,0
OK

AT+IFC?
+IFC: 0,0

OK
AT+IFC=?
+IFC: (0,2),(0,2)

OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド AT+IPR

機能 シ リ アルイ ン タ フ ェースで接続されている外部装置との伝送速度を設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

AT+IPR=[<rate>] <CR><LF>OK<CR><LF>

AT+IPR? <CR><LF>+IPR: <rate><CR><LF><CR><LF>OK<CR>
<LF>

AT+IPR=? <CR><LF>+IPR: (自動検出伝送速度),(使用可能な伝
送速度のリ ス ト )<CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ rate ： 対応伝送速度 （単位 ： bps）

600、 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200、 230400

初期値 <rate> ： 115200

パラ メ ータ
省略時

伝送速度を115200bpsに設定し ます。

実行例 AT+IPR?
+IPR: 115200

OK
AT+IPR=600
OK
AT+IPR?
+IPR: 600

OK
AT+IPR
OK
AT+IPR?
+IPR: 115200

OK
AT+IPR=?
+IPR: (),(600,1200,2400,4800,9600,19200,38400,57600,115200,230400)

OK

備考 • 本コマン ドは実行後、 直ちに設定が反映されます。

• USBイ ン タ フ ェースの伝送速度は設定できません。

• 初期値以外の設定値を本装置の電源OFF後も保持する場合は、 AT&Wコマン ド を使用し ます(P.82)。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド AT\S

機能 現在設定されている以下のコマン ド と Sレジス タの内容を表示し ます。

E、 Q、 V、 X、 &C、 &D、 &S、 S0、 S3、 S4、 S5

書式 入力 リザル ト コー ド

AT\S <CR><LF>E<e_value> Q<q_value> V<v_value> 
X<x_value>

&C<c_value> &D<d_value> &S<s_value><CR><LF>

S000=<s0_value> S003=<s3_value> S004=<s4_value>

S005=<s5_value> <CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT\S
E1 Q0 V1 X1 &C5 &D2 &S0
S000=000 S003=013 S004=010 S005=008

OK

備考 • E、 X、 &C、 &D、 S0以外の項目は、 本コマン ドの実行によ り表示されますが、 非対応のため変更し ない
で く ださい。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド ATA

機能 本装置の着信応答を行います。

書式 入力 リザル ト コー ド

ATA ■パケ ッ ト 通信の場合

<CR><LF>CONNECT[ <text>]<CR><LF>

■音声通話の場合

<CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 ■パケ ッ ト 通信の場合
AT+CRC=1
OK

+CRING: GPRS "PPP",,,"XXX.XXX.XXX.XXX"

+CRING: GPRS "PPP",,,"XXX.XXX.XXX.XXX"
ATA
CONNECT 115200

■音声通話の場合
RING

RING
ATA
%CONN:1,0

OK

備考 • ATXコマン ド (P.149)の<value>が0に設定されている場合は、 <text>が表示されません。

• すでに音声通話中またはパケ ッ ト 通信中の場合、 以下の着信に応答できます。

※ ： キャ ッ チホンサービスが利用できる場合は、 AT+CHLDコ マン ド (P.94)で応答できます。

• 音声通話の着信とパケ ッ ト 着信が同時に通知された場合、 先にパケ ッ ト 着信に応答する こ とはできま
せん。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

着信時の状態 音声通話着信への応答 パケ ッ ト 着信への応答

音声通話中 X※ ○

パケ ッ ト 通信中 （発信、 着信） ○ X

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド ATD

機能 パケ ッ ト 通信または音声通話の発信処理を行います。

書式 入力 リザル ト コー ド

■パケ ッ ト 通信の場合

ATD[T]*99[***[<cid>]]#

■音声通話の場合

ATD<dial_string>;

■パケ ッ ト 通信の場合

<CR><LF>CONNECT[ <text>]<CR><LF>

■音声通話の場合

<CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ ■パケ ッ ト 通信の場合

cid

1～16 ： 接続先 （APN） の管理番号

text ： 伝送速度 （単位 ： bps）

UART ： 600、 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200、 230400

USB ： 384000

■音声通話の場合

dial_string ： 発信先番号。 入力可能な値 ： 0～9， * ， #， +。 「+」 は1番目の文字と し てのみ入力可能。 「+」
を除き、 大81文字まで入力可能

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

パケ ッ ト 通信の場合、 ATD*99#のダイヤルア ッ プを使用する と きの初期値はcid=1にな り ます。 使用可能
なcidはAT+CGDCONTコマン ド で設定し た接続先 （APN） の管理番号です。

実行例 ■パケ ッ ト 通信の場合
AT+CGDCONT=1,"PPP","△△△.dcm.ne.jp","",0,0
OK
ATD*99***1#
CONNECT 115200
+++
OK

■音声通話の場合
ATD090XXXXXXXX;
OK

%ORIG:1,0

%CONF:1

%CONN:1,0

備考 • パケ ッ ト 通信の場合、 ATXコマン ド (P.149)の<value>が0に設定されている場合は、 <text>が表示されま
せん。

• USBイ ン タ フ ェース使用時は、 伝送速度 （<text>） が必ず384000で出力されます。

• コマン ド ATDT*99[***[<cid>]]#は、 ATD*99[***[<cid>]]# と同じ く パケ ッ ト 通信の発信処理を行います。

• コマン ド ATD*99# と ATD*99***#は、 ATD*99***1# と同じ処理を行います。

• 音声通話の発信処理で%ORIG、 %CENDが出力されたと き、 またはパケッ ト 通信の発信処理でNO CARRIER
が出力されたと きは、 圏外またはネットワーク規制中の場合があり ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

※ ： 音声通話の発信のみ、 実行可能です。

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○※
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コ マン ド ATE

機能 外部装置から受信し たコマン ド に対し て、 本装置がエ コーするかど うかを設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

ATE[<value>] <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ value

0 ： エコーな し

1 ： エコーあ り

初期値 <value> ： 1

パラ メ ータ
省略時

value=1の場合と同じ設定にな り ます。

実行例 ATE1
OK
AT
OK
ATE0
OK

（←"AT"を入力）
OK

（←"ATE1"を入力）
OK
AT
OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド ATH

機能 パケ ッ ト 通信を切断し ます。 また、 パケ ッ ト 着信拒否にも使用し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

ATH <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 AT+CGDCONT=1,"PPP","△△△.dcm.ne.jp","",0,0
OK
ATD*99***1#
CONNECT 115200
+++
OK
ATH
OK

NO CARRIER

備考 • パケ ッ ト 通信を切断し た と きは、 「OK」 の出力後、 「NO CARRIER」 が出力されます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

※ ： オン ラ イ ンデータ モー ド中は非対応と な り ます。

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○※ X ○
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コ マン ド ATI

機能 本装置の製品情報を表示し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

ATI <CR><LF><製品情報><CR><LF><CR><LF>OK<CR>
<LF>

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 ATI
Manufacturer: huawei
Model: UM01-HW
Revision: XX
IMEI: XXXXXXXXXXXXXXX
+GCAP: +CGSM,+DS,+ES

OK

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コマン ド ATO

機能 オン ラ イ ンデータ モー ド へ復帰し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

ATO[<n>] <CR><LF>CONNECT[ <text>]<CR><LF>

パラ メ ータ n

0 ： オン ラ イ ンデータ モー ドへ復帰し ます。

text ： 伝送速度 （単位 ： bps）

UART ： 600、 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200、 230400

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

オン ラ イ ンデータ モー ド へ復帰し ます。

実行例 AT+CGDCONT=1,"PPP","△△△.dcm.ne.jp","",0,0
OK
ATD*99***1#
CONNECT 115200
+++
OK
ATO
CONNECT 115200

備考 • オン ラ イ ン コマン ド モー ド時にのみ、 使用できます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ X X X
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コマン ド ATS0

機能 自動応答までのリ ング(呼び出し） 回数を設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

ATS0=<value> <CR><LF>OK<CR><LF>

ATS0? <CR><LF><value><CR><LF><CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ value

0 ： 自動応答無効

1～255 ： 自動応答までの呼び出し回数

初期値 <value> ： 0

パラ メ ータ
省略時

ERROR

実行例 ATS0=10
OK

ATS0?
010

OK

備考 • 音声通話 ・ パケ ッ ト 通信着信時の自動応答までのリ ング回数を設定できます(P.211)。

• 手動応答させる場合は、 <value>を0に設定し ます。

• パケ ッ ト 着信の場合、 RINGを13回出力し ても応答がない場合は 「NO CARRIER」 を出力し ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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コ マン ド ATX

機能 CONNECT表示への速度表示の有無を設定し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

ATX[<value>] <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ value

0 ： 速度表示な し

1 ： 速度表示あり

初期値 <value> ： 1

パラ メ ータ
省略時

value=0の場合と同じ設定にな り ます。

実行例 AT+CGDCONT=1,"IP","△△△.dcm.ne.jp"
OK
ATX0
OK
ATD*99***1#
CONNECT

備考 • シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

コマン ド ATZ

機能 AT&Wコ マン ド (P.82)で本装置内の不揮発性メ モ リ に保存し たパラ メ ータ を本装置内に復元し ます。

書式 入力 リザル ト コー ド

ATZ <CR><LF>OK<CR><LF>

パラ メ ータ -

初期値 -

パラ メ ータ
省略時

-

実行例 ATZ
OK

備考 • パラ メ ータが復元されるATコ マン ド ： E、 X、 &C、 &D、 S0、 +IFC

• +IPRはAT&Wコマン ド (P.82)で本装置内の不揮発性メ モ リ に保存されますが、 本コマン ド による復元は
不要です。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース （USB） の対応状況は、 以下のとお り です。

○ ： 対応 　 X ： 非対応

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○

UART USB 0 USB 1 USB 2

○ ○ X ○
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◆+CNMIのパラ メ ータ <mode> と <mt>の詳細について

+CNMIのパラ メ ータ <mode> と <mt>の設定値によ り、 受信し たSMSの通知や保存の方法は、 次のよ う にな り ます。

■<mode> ： 受信し たSMSの通知方法を設定し ます。 設定値は以下のとお り です。

0 ： SMS通知と SMSの送達通知を本装置内のSMS通知用バッ フ ァに保存し、外部装置には送信し ません。本装置内
のSMS通知用バッ フ ァがいっぱいになる と、 も古い通知から新しい通知に上書き されます （初期値）。

1 ： SMS通知と SMSの送達通知を直接外部装置に送信し ます。 送信できない場合は通知を破棄し ます。 ※1

2 ： SMS通知と SMSの送達通知を直接外部装置に送信し ます。 送信できない場合は 、 SMS通知を本装置内のSMS
通知用バッ フ ァ に保存し て送信可能な と きに外部装置にま とめて送信し ます。 ※1

※1 ：送信できない条件は以下のとお り です。

• オン ラ イ ンデータ モー ドの場合

• XRSがHIGHの状態で本装置のフ ロー制御用バッ フ ァ フルの場合

■<mt> ： 受信し たSMSの保存方法や通知方法を設定し ます。 設定値は以下のとお り です。

0 ： SMSの受信を外部装置に通知し ません。 （初期値）

1 ： 受信し たSMSを ド コ モUIMカー ド に保存し、 保存位置を外部装置に通知し ます。 ※2

<CR><LF>+CMTI: <mem>,<index><CR><LF>

※2 ：AT+CPMSコ マン ド を使用し て、SMSの保存先を本装置内またはド コ モUIMカー ド に設定できます(P.129)。

2 ： 受信し たSMSを本装置に保存せずに直接外部装置に送信し ます。

• PDUモー ドの場合
<CR><LF>+CMT: ,<length><CR><LF><pdu><CR><LF>

• TEXTモー ドの場合
<CR><LF>+CMT:<oa>,,<scts>,<tooa>,<fo>,<pid>,<dcs>,<sca>,<tosca>,<length><CR><LF><TEXT形式のメ ッ セージ>
<CR><LF>

3 ： Class3 のSMSの場合は、 直接送信 （+CMT） し ます （mtが2の場合と同じ）。 Class3以外のSMSの場合は、 本装
置内に保存し、 保存位置を通知(+CMTI) し ます （mtが1の場合と同じ）。

注意

• <mode>または<mt>が0に設定されている場合、 SMSの受信は通知されません。

• SMS通知用バッ フ ァは揮発性メ モ リ内にあるため、 送信前に本装置が電源OFFになる と SMS通知またはSMS
本文が消去される可能性があ り ます。 そのため、 <mode>が0 または2に設定されている場合は、 SMS通知ま
たはSMS本文を外部装置に送信できない場合があ り ます （<mt>=2および3）。

• <mode>が0から 1、または0から 2に変化し た場合、SMS通知用バッ フ ァに保存されているSMS通知と SMSの送
達通知を外部装置に送信し、 SMS通知用バッ フ ァから消去し ます。

• 以下の条件のと きに<mode>を1に設定する と、 SMS通知と SMSの送達通知が破棄されますのでご注意 く だ さ
い。

‐ オン ラ イ ンデータ モー ドの場合

‐ XRSがHIGHの状態で本装置のフ ロー制御用バッ フ ァ フルの場合

説明

• パラ メ ータ <mode> と <mt>の各設定値の組み合わせを下表に示し ます。

○ ： SMS通知あ り 　 × ： SMS通知な し 　 － ： 設定不可

mt

mode
0 1 2 3

0 × × － －

1 × ○ ○ ○

2 × ○ － －
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<mt>の各設定値における外部装置と本装置の通信内容を図6-1に示し ます。

図6-1 パラ メ ータ <mt>の設定ご との外部装置と本装置の通信シーケンス

<mt>の設定値と SMSのメ ッ セージク ラスご との保存方法および通知方法の対応関係を表6-3に示し ます。

表6-3 パラ メ ータ <mt>の設定によるSMSのメ ッ セージク ラス （Class） ご との保存／通知方法

<mt>
Classな し または 

Class1
Class0※ Class2 Class3

0 - - - -

1 +CMTI +CMTI +CMTI +CMTI

2 +CMT +CMT +CMTI +CMT

3 +CMTI +CMTI +CMTI +CMT
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◆送信SMSのPDUパケ ッ ト の構造について

PDUモー ド で送信するSMSが使用するPDUパケ ッ ト のデータ構造の概略を図6-2に示し ます。

図6-2 PDUモー ドの送信SMSで使用されるPDUパケ ッ ト のデータ構造の概略

■ ア ド レス情報 （<SCA>）

<SCA>は、 送信先のSMSセン ターのア ド レス情報です。 データの構造を図6-3に示し ます。

図6-3 ア ド レス情報 （<SCA>） の構造

ア ド レス情報 （<SCA>） は、 以下のパラ メ ータから構成されます。

<sc_len>：<SCA>のア ド レス長 （<type_adr>(ア ド レス タ イプ) と <numbers> （ア ド レス値） の合計値であるオク テ ッ
ト 数） を示す1オク テ ッ ト の情報。

<type_adr> ： <SCA>のア ド レス タ イプを示す1オク テ ッ ト （2つのセ ミ オク テ ッ ト ） の情報。 第7ビ ッ ト には、 「1」
が挿入されます。 情報の構造を図6-4に示し ます。

図6-4 <type_adr>の構造

●番号種別 ： ア ド レス情報の種別を示す第6ビ ッ ト ～第4ビ ッ ト の数値です。 次の5種類の数値が有効です。

0 0 0 ： ネ ッ ト ワークの設定に従う こ と を示し ます。

0 0 1 ： 国際電話番号である こ と を示し ます。

0 1 0 ： 国内の電話番号である こ と を示し ます。

0 1 1 ： ネ ッ ト ワーク固有番号ですが、 管理またはサービス用に使用されるため、 本装置がこの値を設定する
こ とはできません。

1 0 1 ： 英数字である こ と を示し ます （GSMに従っ てコーデ ィ ングされた7ビ ッ ト の文字コー ド）。 本装置がこ
の値を設定する こ とはできません。

ア ド レス情報[<SCA>]
TPDU
(P.154)

7ビ ッ ト 6ビ ッ ト 5ビ ッ ト 4ビ ッ ト 3ビ ッ ト 2ビ ッ ト 1ビ ッ ト 0ビ ッ ト

1 番号種別 番号計画ID
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●番号計画ID ： ア ド レス情報の形式を示す第3ビ ッ ト ～第0ビ ッ ト の数値です （番号種別＝000、 001の場合に適
用される）。 次の2種類の数値が有効です。

0 0 0 0 ： ネ ッ ト ワークの設定に従う こ と を示し ます。

0 0 0 1 ： 電話番号 （ISDN 　 ITU-T E.164/E.163） である こ と を示し ます。

<numbers> ： <SCA>のア ド レス値。 1オク テ ッ ト （2つのセ ミ オク テ ッ ト ） で2つの数値を表し、 第3 ビ ッ ト ～第0
ビ ッ ト が1つ目の数値、 第7ビ ッ ト ～第4ビ ッ ト が2つ目の数値を表し ます。 セ ミ オク テ ッ ト 単位の符号化の順序を
図6-5に示し ます。

図6-5 ア ド レス情報の符号化の順位 （セ ミ オク テ ッ ト 5つの場合）

※1 ： 数値の個数が奇数の場合、 オク テ ッ ト の後半4桁は 「1111」 に設定されます。

• <numbers>内のセ ミ オク テ ッ ト の値が整数以外かつ 「1111」 以外の場合の変換値を下表に示し ます。

外部装置から 「*」 を入力する と きは、 「1010」 を入力し ます。

• <numbers>の変換例を下表に示し ます。

• <SCA>の変換例を下表に示し ます。

FOMAネ ッ ト ワーク内でPDUモー ドのSMSを作成する場合は、 SCA情報を0x00に圧縮する こ とができます。 そ
の場合、 AT+CSCAコ マン ドの値が使用されます。

説明

セ ミ オク テ ッ ト の値 変換値

1010 *

1011 #

numbers変換前 numbers変換後

13902900 （数値の個数が偶数の場合） 31099200

139029001 （数値の個数が奇数の場合） 31099200F1

SCA変換前

SCA変換後
<sc_len>

<type_adr>
<numbers>

番号種別 番号計画ID

05
1010

（国内電話番号）
0001 13902900 05a131099200

06
1001

（国際電話番号）
0001 13902900

06911831099200

国際電話番号の場合は、 <numbers>の前に
「81」 を付与する必要があ り ます。
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■送信SMSのTPDU

送信するSMSのTPDUのデータ構造 （パラ メ ータ） を図6-6、 図6-7に示し ます。

<RP> ： SMSの返信経路 （Reply path） の設定の有無を示し ます。

0 ： 設定な し

1 ： 設定あ り （非対応）

<UDHI> ： <UD>にSMSの内容以外のヘ ッ ダーが含まれているかど うかを示し ます。

0 ： <UD>はSMSの内容のみ

1 ： <UD>にヘ ッ ダーあ り （非対応）

<SRR> ： SMSの送達通知を要求するかど うかを設定し ます。

0 ： SMS送信成功時、 送達通知を要求し ない

1 ： SMS送信成功時、 送達通知を要求する

パラ メ ータ
データ長

（単位 ： オク テ ッ ト ）

MTI

1

（詳細は図6-7参照）

RD

VPF

SRR

UDHI

RP

MR 1

DA 2～12

PID 1

DCS 1

UDL 1

UD 0～140

図6-6 送信SMSのTPDUのデータ構造

ビ ッ ト 番号 7 6 5 4 3 2 1 0

パラ メ ータ RP UDHI SRR VPF RD MTI

図6-7 送信SMSのTPDU 　 第1オク テ ッ ト の構造
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<VPF> ： SMSの有効期間の状態。 「00」 に設定し て く だ さい。 FOMAネ ッ ト ワーク内では、 SMSは約3日間SMSセ
ン ターに保存されます。

<RD> ： 同じ送信者から送信され、 <MR> と <DA>の値が同じ SMSがSMSセン ターに保存されている場合、 SMSセ
ン ターに受信する必要があるかど う かを示し ます。

0 ： 受信する必要あ り （SMSセン ターが別のSMS と判断し、 送信先に送信する）

1 ： 受信する必要な し （SMSセン ターが同じ SMS と判断し、 無視する）

<MTI> ： メ ッ セージ形式。 値を表6-5に示し ます。

<MR> ： メ ッ セージ参照番号

<RD>が0の場合 ： 本装置で<MR>を自動設定し ます。

<RD>が1の場合 ： 1～255の値を設定し て く だ さい。

<DA> ： 宛先ア ド レス情報。 ア ド レス長と ア ド レス タ イプ、 ア ド レス値から構成される。 大20文字。
<DA>は<SCA> と同様のパラ メ ータ構成と な り ます。 <sc_len>は、 <DA>のア ド レス長 （<numbers> （ア ド レス値）
の有効なセ ミ オ ク テ ッ ト 数） を示す1 オ ク テ ッ ト の情報。 ア ド レ ス タ イ プ、 ア ド レ ス値はそれぞれ<SCA>の
<type_adr>、 <numbers> と同じ です(P.152)。

<PID> ： プロ ト コルID。 「00000000」 に設定し て く だ さい。

表6-4 <VPF>の値によるSMSの有効期間の状態

4ビ ッ ト 3ビ ッ ト 状態

0 0 無効

1 0 有効 （非対応）

表6-5 <MTI>の値による メ ッ セージ形式の種類

1ビ ッ ト 0ビ ッ ト メ ッ セージ形式
方向

（SMSセン ター⇔本装置）
SMSの種類

0 0 SMS DELIVER → 受信SMS

0 1 SMS SUBMIT ← 送信SMS

1 0 SMS STATUS REPORT → SMS送達通知

注意

<sc_len>で指定するア ド レス長は、 必ず<numbers>で入力し たア ド レス長と同じ長さにし て く だ さい。

<sc_len> と <numbers>の長さ を揃えずに送信する と、 ネ ッ ト ワーク側から送信を拒否された り、 意図し ない宛
先に送信された りする場合があ り ます。
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<DCS> ： SMSのデータの文字コー ド、 メ ッ セージ ク ラスなどの設定。 値を表6-6に示し ます。

<UDL> ： <UD> （SMS本文） のデータ長。 UDLの値の単位は、 文字コー ドの設定によ って異な り ます。

GSM7ビ ッ ト デフ ォル ト アルフ ァベ ッ ト の場合 ： セプテ ッ ト ※

8ビ ッ ト 文字コー ド ： オク テ ッ ト

UCS2 ： オク テ ッ ト

※ ： 1バイ ト を7ビ ッ ト とする処理方式です。

圧縮文字コー ドの場合は、 圧縮後にデータ長をオク テ ッ ト 単位で表し ます。

なお、 <UDL>のデータ長は以下のとお り です。

• 圧縮されている場合 ： 大160セプテ ッ ト

• 非圧縮の場合 ： 大140オク テ ッ ト

<UD> ： SMS本文。 <UDL>のパラ メ ータによ って有効なデータが確定し ます。

表6-6 <DCS>の値によるSMSのデータ設定の種類

7ビ ッ ト ～4ビ ッ ト 3ビ ッ ト ～0ビ ッ ト

0 0 X X 5ビ ッ ト 0 ： 非圧縮SMS 1ビ ッ ト 、 0ビ ッ ト ： SMSのメ ッ セージク ラスを示し ます。

0 0 ： Class0

0 1 ： Class1

1 0 ： Class2

1 1 ： Class3

3ビ ッ ト 、 2ビ ッ ト ： 文字コー ドの種類を示し ます。

0 0 ： GSM7ビ ッ ト デフ ォル ト アルフ ァベ ッ ト

0 1 ： 8ビ ッ ト 文字コー ド

1 0 ： UCS2。 漢字を入力し た場合に設定されます。

1 1 ： 非対応

1 ： 非対応

4ビ ッ ト 0 ： 第1ビ ッ ト 、 第0ビ ッ
ト は無効です。

1 ： 第1ビ ッ ト 、 第0ビ ッ
ト がSMSのメ ッ セージ
ク ラスを示し ます。
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◆受信SMSのPDUパケ ッ ト の構造について

PDUモー ド で受信し たSMSが使用するPDUパケ ッ ト のデータ構造の概略を図6-8に示し ます。

図6-8 PDUモー ドの受信SMSで使用されるPDUパケ ッ ト のデータ構造の概略

■ ア ド レス情報 （<SCA>）

受信し たSMSの<sc_len>、 <type_adr>、 <numbers>のそれぞれの定義は、 送信SMS と同じ です(P.152)。

■受信SMSのTPDU

受信し たSMSのTPDUのデータ構造 （パラ メ ータ） を図6-9、 図6-10に示し ます。

<RP> ： 送信SMSのパラ メ ータの定義と同じ です(P.154)。

<UDHI> ： <UD>にSMSの内容以外のヘ ッ ダーが含まれているかど うかを示し ます。

   0 ： <UD>はSMSの内容のみ

　 1 ： <UD>にヘ ッ ダー （※） あ り

※ ： ヘ ッ ダーのフ ォーマ ッ ト 、 値については各サービスによ っ て異な り ますので、 サービス提供元にご確認 く
だ さい。

<SRI> ： SMSの送達通知を送信するかど うかを識別し ます。

0 ： 送達通知を送信し ない

1 ： 送達通知を送信する

<MMS> ： SMSセン ターに未受信のSMSが1件以上あるかど うかを示し ます。

0 ： ある

ア ド レス情報[<SCA>]
TPDU
(P.157)

パラ メ ータ
データ長

（単位 ： オク テ ッ ト ）

MTI

1
（詳細は図6-10参照）

MMS

SRI

UDHI

RP

OA 2～12

PID 1

DCS 1

SCTS 7

UDL 1

UD 0～140

図6-9 受信SMSのTPDUのデータ構造

ビ ッ ト 番号 7 6 5 4 3 2 1 0

パラ メ ータ RP UDHI SRI 0 0 MMS MTI

図6-10 受信SMSのTPDU 　 第1オク テ ッ ト の構造
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1 ： ない

<MTI> ： 送信SMSのパラ メ ータの定義と同じ です(P.155)。

<OA> ： 送信側のア ド レス情報。 ア ド レス長と ア ド レス タ イプ、 ア ド レス値から構成される。 大20文字。
<OA>は<SCA> と同様のパラ メ ータ構成と な り ます。 <sc_len>は、 <OA>のア ド レス長 （<numbers> （ア ド レス値）
の有効なセ ミ オ ク テ ッ ト 数） を示す1 オ ク テ ッ ト の情報。 ア ド レ ス タ イ プ、 ア ド レ ス値はそれぞれ<SCA>の
<type_adr>、 <numbers> と同じ です(P.152)。

<PID> ： 送信SMSのパラ メ ータの定義と同じ です(P.155)。

<DCS> ： 送信SMSのパラ メ ータの定義と同じ です(P.156)。

<SCTS> ： SMSがSMSセン ターに届いた日時。 <SCTS>の情報フ ォーマ ッ ト を表6-7に示し ます。

<UDL> ： SMS本文のデータ長

　 　 <UDHI>が0の場合 ： 送信SMSのパラ メ ータの定義と同じ です。 （P.156）

　 　 <UDHI>が1の場合 ： ヘ ッ ダーと SMS本文のデータ長 （オク テ ッ ト ） です。

<UD> ： SMS本文

　 　 <UDHI>が0の場合 ： 送信SMSのパラ メ ータの定義と同じ です。 （P.156）

　 　 <UDHI>が1の場合 ： ヘ ッ ダーと SMS本文です。

表6-7 <SCTS>の情報フ ォーマ ッ ト

情報
Year
（年）

Month
（月）

Day
（日）

Hour
（時） 

Minute
（分） 

Second
（秒） 

Time Zone
（タ イム

ゾーン） ※

データの
桁数

2 2 2 2 2 2 2

データ長は7オクテ ッ ト (年、 月、 日、 時、 分、 秒、 タ イムゾーン)であ り、 その構造は1オク テ ッ ト ご とに反転し ます。
例えば、 「11/03/22 09 ： 20 ： 29+00」 の場合、 「11302290029200」 と表示されます。

※ ： タ イムゾーンは、 地域時間と世界標準時 （GMT） との間の差分を、 1時間の1/4単位で表示し ます。 日本で利用する
場合、 GMT との差分は9時間のため、 1/4単位で表し、 値は 「36」 にな り ます。
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◆SMSの送達通知のPDUパケ ッ ト の構造について

PDUモー ド におけるSMS送達通知のPDUパケ ッ ト のデータ構造について、 概略を図6-11に示し ます。

図6-11 PDUモー ドのSMS送達通知で使用されるPDUパケ ッ ト のデータ構造の概略

■ ア ド レス情報 （<SCA>）

送達通知の<sc_len>、 <type_adr>、 <numbers>のそれぞれの定義は、 送信SMS と同じ です(P.152)。

■送達通知のTPDU

送達通知のTPDUのデータ構造 （パラ メ ータ） を図6-12～図6-14に示し ます。

• AT+CMGR／AT+CMGL コ マン ド で送達通知を表示させた場合、 <SCA>は 「0x00」、 TPDUは図6-13のよ う にMTI
からSTまでのデータ構造と な り ます。

※ ：<UD>が保証されるデータ長は 大131オク テ ッ ト です。 <RA>のデータ長が2オク テ ッ ト で<PID> と <DCS>のデータ長
が0の場合のみ、 大143 オク テ ッ ト のデータ長が可能にな り ます。

<UDHI> ： 送信SMSのパラ メ ータの定義と同じ です(P.154)。

<SRQ>

0 ： 送信SMSの送達通知

ア ド レス情報[<SCA>]
TPDU
(P.159)

パラ メ ータ
データ長

（単位 ： オク テ ッ ト ）

MTI

1
（詳細は図6-14参照）

MMS

SRQ

UDHI

MR 1

RA 2～12

SCTS 7

DT 7

ST 1

PI 1

PID 1

DCS 1

UDL 1

UD 0～143※

図6-12 +CDSによ り直接通知される送達
通知のTPDUのデータ構造

パラ メ ータ
データ長

（単位 ： オク テ ッ ト ）

MTI

1
（詳細は図6-14参照）

MMS

SRQ

UDHI

MR 1

RA 2～12

SCTS 7

DT 7

ST 1

図6-13 AT+CMGR／AT+CMGL コ マン ド で
読み出された送達通知のTPDUの
データ構造

ビ ッ ト 番号 7 6 5 4 3 2 1 0

パラ メ ータ 0 UDHI SRQ 0 0 MMS MTI

図6-14 送達通知のTPDU 　 第1オク テ ッ ト の構造
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<MMS> ： SMSセン ターに未受信の送達通知が1件以上あるかど うかを示し ます。

0 ： ある

1 ： ない

<MTI> ： 送信SMSのパラ メ ータの定義と同じ です(P.155)。

<MR> ： 送信SMSのパラ メ ータの定義と同じ です(P.155)。

<RA> ： 受信側のア ド レス情報。 ア ド レス長と ア ド レス タ イプ、 ア ド レス値から構成される。 大20文字。
<RA>は<SCA> と同様のパラ メ ータ構成と な り ます。 <sc_len>は、 <RA>のア ド レス長 （<numbers> （ア ド レス値）
の有効なセ ミ オ ク テ ッ ト 数） を示す1 オ ク テ ッ ト の情報。 ア ド レ ス タ イ プ、 ア ド レ ス値はそれぞれ<SCA>の
<type_adr>、 <numbers> と同じ です(P.152)。

<SCTS> ： 受信SMSのパラ メ ータの定義と同じ です(P.158)。

<DT> ： SMSの処理が完了し た時刻。 <SCTS> と同じ く セ ミ オク テ ッ ト のデータ長で通知されます。

<ST> ： 送達通知の送信状態

0 ： 送信成功

0以外の値 ： 送信失敗

<PI> ： 1～nのオク テ ッ ト 数で構成され、 各ビ ッ ト が1に設定されている場合は、 特定の任意のパラ メ ータがその
後に続 く 領域に存在する こ と を示し ます。 PIの構造を図6-15に示し ます。

<PID> ： 送信SMSのパラ メ ータの定義と同じ です(P.155)。

<DCS> ： 送信SMSのパラ メ ータの定義と同じ です(P.156)。

<UDL> ： 送信SMSのパラ メ ータの定義と同じ です(P.156)。

<UD> ： 送信SMSのパラ メ ータの定義と同じ です(P.156)。

ビ ッ ト 番号 7 6 5 4 3 2 1 0

パラ メ ータ
Extension 

bit
Reserved Reserved Reserved Reserved UDL DCS PID

図6-15 <PI>の構造



'12/5 第4版

161

7 　 DTEイ ン タ フ ェース

この章では、 本装置と外部装置のイ ン タ フ ェースについて説明し ます。

7.1 シ リ アルイ ン タ フ ェ ース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース

7.2 シ リ アルイ ン タ フ ェ ース信号のシーケンス

7.1 シ リ アルイ ン タ フ ェ ース （UART） ／USBイ ン タ フ ェース

本装置の外部装置イ ン タ フ ェ ースは、 シ リ アルイ ン タ フ ェ ース と USB イ ン タ フ ェースに対応し ます。 USB イ ン タ
フ ェ ースは3種類のイ ン タ フ ェースに対応し、 USBホス ト と接続する と ホス ト 上に3つの仮想COMポー ト を提供し
ます。 また、 本装置のUSBイ ン タ フ ェースは、 デバイス と し て動作し ます。

• シ リ アルイ ン タ フ ェース と USBイ ン タ フ ェースの両方に外部装置を同時に接続し ないで く だ さい。

図7-1 USBイ ン タ フ ェース

• シ リ アルイ ン タ フ ェース ： 外部装置はシ リ アルイ ン タ フ ェースを使用し て本装置と接続し、 AT コマン ド を実行
できます。

• USB イ ン タ フ ェース ： 外部装置はUSB イ ン タ フ ェースを使用し て本装置と接続し ます。 USB イ ン タ フ ェ ース 0、
USBイ ン タ フ ェ ース 2はATコ マン ド に対応し同時に使用する こ とができます。
また、 USBイ ン タ フ ェ ースでは 「Universal Serial Bus Class Definition for Communication Devices」 （USB.org） に示
されるUARTのXDR、 XCI、 XCDにあたる信号線情報を出力し ます。
USBイ ン タ フ ェ ースでの信号線情報は、シ リ アルイ ン タ フ ェ ース信号のシーケンス とは異な り ますのでご注意 く
だ さい。
また、 通常この信号線情報は使用し ませんので外部装置側で無視し て く だ さい。

※ ： パケ ッ ト 通信は非対応です。

表7-1 シ リ アル／USB各イ ン タ フ ェ ースが対応するモー ド について

イ ン タ
フ ェース
の種類

シ リ アル
イ ン タ フ ェ ース

（UART）

USBイ ン タ フ ェース
(イ ン タ フ ェース 0)

USBイ ン タ フ ェース
(イ ン タ フ ェ ース 1)

USBイ ン タ フ ェ ース
(イ ン タ フ ェース 2)

シ リ アル
イ ン タ フ ェ ース

DTEイ ン タ フ ェース
(AT コマン ド )

使用禁止 使用禁止 使用禁止

USB
イ ン タ フ ェ ース

使用禁止 DTEイ ン タ フ ェース
(ATコマン ド )

使用禁止 DTEイ ン タ フ ェース
(AT コマン ド )※
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7.2 シ リ アルイ ン タ フ ェ ース信号のシーケンス

シ リ アルイ ン タ フ ェ ースおよび関連する端子の各信号のシーケンスについて説明し ます。 以降に記載するシーケ
ンス図の動作条件を表7-3に示し ます。

7.2.1 シ リ アル ・ データの送受信について

本装置は、 UART_SD端子と UART_RD端子を使用し て、 パルスシーケンス方式でデー タ を送受信し ます。 また、
固定長の伝送フ ォーマ ッ ト にのみ対応し ています。
（伝送フ ォーマ ッ ト 　 Start ： 1bit、 Stop ： 1bit、 Data ： 8bit、 Parity ： None 　 固定）

データ送受信時のシーケンス例を図7-2に示し ます。

図7-2 ASCII文字"A"（0x41）を送受信し た場合のシーケンス

表7-3 設定条件

コ マン ド パラ メ ータ 説明

E 0 コマン ド エ コーの無効化

+CNMI <mode> ： 1、 <mt> ： 1 SMS受信時の通知方法の設定

注意

• 本装置は、 ス リープモー ド への移行後またはウ ェーク ア ッ プ後にシ リ アルポー ト を リ セ ッ ト するため、 XCS
が 大30μs、 HIGHになる場合があ り ます。

• 本装置は、 パケ ッ ト 通信切断のと きにフ ロー制御信号を送るため、 XCSが 大20ms、 HIGHになる場合があ り
ます。

• ソ フ ト ウ ェ ア更新中に別の処理 （音声通話やSMS受信など） が実施された場合、FOTA_N以外の信号線動作は
不定と な り ます。

※ ： 一部、 非対応のAT コ マン ド があ り ます。 各AT コ マン ドの対応状況は、 「6.4 AT コ マン ド詳細」 の備考欄をご

参照 く だ さい。

表7-2 USBイ ン タ フ ェ ースが対応する機能一覧表

機能
イ ン タ フ ェース 0 イ ン タ フ ェ ース 1 イ ン タ フ ェース 2

音声通話 ○ × ○

パケ ッ ト 発信／パケ ッ ト 着信 ○ × ×

SMS ○ × ○

ソ フ ト ウ ェ ア更新 ○ × ○

AT コマン ド △※ × △※

USBインタフェース
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7.2.2 本装置の電源ON/OFF処理におけるシ リ アルイ ン タ フ ェ ースのシーケンス

図7-3 本装置の電源ON/OFF処理におけるシ リ アルイ ン タ フ ェースのシーケンス

説明

• 本装置の電源ONの前、および電源OFF時は、外部装置のすべての出力端子をハイ イ ンピーダンス状態にし て
く だ さい。

• 1は、外部装置に未接続の状態で本装置に通電し、本装置初期化完了後の各端子の電気レベルの状態です。本
装置は、 シ リ アルイ ン タ フ ェースを初期化後、 RDをHIGHに設定し ます。
2は、 外部装置に接続後の各端子の電気レベルの状態です。

• 電源OFF （PWRKEY 500 ミ リ秒～2秒） から VREG_MSMPがGNDに移行するまでの時間はネ ッ ト ワークの種類
（W-CDMAまたはGSM） によ り変化し ます。
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7.2.3 アイ ドル状態のシ リ アルイ ン タ フ ェースに関連する信号のシーケンス

本装置でAT コ マン ド を実行する場合は、 XRSをLOWにし て く だ さい。 XRSをLOWにする こ と で、 ATコ マン ドの
結果が表示されます。 また、 AT コ マン ドの実行はXERに依存し ません。

図7-4 アイ ドル状態のシ リ アルイ ン タ フ ェースに関連する信号のシーケンス

説明

• 本装置がアイ ドル状態のと き、 XRSをHIGHにする と、 本装置はコ マン ド の実行結果を送信できません。

• フ ロー制御有効の状態でXRSがHIGHの場合、AT コ マン ドの実行結果 （も し く はRINGなどの非請求リザル ト ）
は、 XRSがLOWに遷移するまでフ ロー制御用バッ フ ァに保存され、 XRSがLOWに移行後、 出力されます。 た
だ し、 XRSがLOWに移行するまでの間にフ ロー制御用バッ フ ァに空き容量が無 く なった場合は、 フ ロー制御
用バッ フ ァがク リ ア されるため、 実行結果が破棄される こ とがあ り ます。
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7.2.4 アイ ドル状態のパケ ッ ト 通信の発信と切断

図7-5 アイ ドル状態のパケ ッ ト 通信の発信と切断のシーケンス

説明

• パケ ッ ト 通信中にXERをLOWから 500 ミ リ秒以上HIGHにする こ と で回線を切断する こ とができます。

• ATH コ マン ド を使用し て切断する こ と も できます(P.145)。

• 本装置は、 パケ ッ ト 通信切断のと きにフ ロー制御信号を送るため、 XCSが 大20ms、 HIGHになる場合があ り
ます。
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7.2.5 アイ ドル状態のパケ ッ ト 着信 （手動応答の場合）

図7-6 アイ ド ル状態のパケ ッ ト 着信のシーケンス （手動応答の場合）

説明

• 本装置は、 パケ ッ ト 着信する と XCIがLOWにな り、 LOWが1秒／HIGHが2秒の切り替え動作を繰り返し、 RING
を出力し ます。 外部装置からATA コ マン ド (P.142)を受信後、 パケ ッ ト 通信の接続処理を開始し ます。

• RINGは、 XCIがLOWになっ てから 100 ミ リ秒以内に出力されます。
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7.2.6 アイ ドル状態のパケ ッ ト 着信 （自動応答の場合）

例 ： ATS0が2に設定されている場合

図7-7 アイ ド ル状態のパケ ッ ト 着信のシーケンス （自動応答の場合）

説明

• RINGは、 XCIがLOWになっ てから 100 ミ リ秒以内に出力されます。
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7.2.7 ス リープモー ド時のパケ ッ ト 着信

図7-8 ス リープモー ド時のパケ ッ ト 着信のシーケンス

説明

• 本装置は、 ス リープモー ド時にパケ ッ ト 着信する と、ウ ェーク ア ッ プ し、WAKEUP_SLEEP_OUTがHIGHになっ
てアイ ドル状態に移行し たこ と を示し ます。 また、 XCIは、 LOWが1秒／HIGHが2秒の切り替え動作を繰り返
し、 XRSがLOWになった時点から RINGを出力し ます。 この動作は、 ATA コ マン ド (P.142)を受信するか、 また
はS0レジス タ で設定されている自動応答回数に達するまで行われます。

• RINGは、 XCIがLOWになっ てから 100 ミ リ秒以内に出力されます。

• パケ ッ ト 着信の場合、 RINGを13回出力し ても応答がない場合は、 NO CARRIERを出力し ます。

• WAKEUP_SLEEP_OUTがHIGHに変化し た後、 2秒以内にWAKEUP_SLEEP_INも HIGHにし て く だ さい。

• 本装置は、 ス リープモー ド への移行後またはウ ェーク ア ッ プ後にシ リ アルポー ト を リ セ ッ ト するため、 XCS
が 大30μs、 HIGHになる場合があ り ます。
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7.2.8 アイ ドル状態 ・ XRS HIGH時のパケ ッ ト 着信

図7-9 アイ ド ル状態 ・ XRS HIGH時のパケ ッ ト 着信のシーケンス

説明

• 本装置は、XRSがHIGHのと きにパケ ッ ト 着信する と、XCIで通知し ます。XRSがLOWのと きは、本装置から外
部装置へRINGを出力し、外部装置から本装置へATA コ マン ド (P.142)を送信する こ と でパケ ッ ト 通信が開始さ
れます。

• RINGは、 XCIがLOWになっ てから 100 ミ リ秒以内に出力されます。

• XRSがHIGHのと きは、 外部装置に リザル ト が出力されません。

• フ ロー制御有効の状態でXRSがHIGHの場合、AT コ マン ドの実行結果 （も し く はRINGなどの非請求リザル ト ）
は、 XRSがLOWに遷移するまでフ ロー制御用バッ フ ァに保存され、 XRSがLOWに移行後、 出力されます。 た
だ し、 XRSがLOWに移行するまでの間にフ ロー制御用バッ フ ァに空き容量が無 く なった場合は、 フ ロー制御
用バッ フ ァがク リ ア されるため、 実行結果が破棄される こ とがあ り ます。
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7.2.9 パケ ッ ト 通信の切断

図7-10 パケ ッ ト 通信の切断のシーケンス

説明

• パケ ッ ト 通信中に 「+++」 を送出後、 900 ミ リ秒経過し てから本装置はオン ラ イ ン コ マン ド モー ド に移行し ま
す。 「+++」 はシ リ アルイ ン タ フ ェースのみに使用されます。

• 「+++」 入力の時間間隔が900 ミ リ秒を超えないよ う にご注意 く だ さい。

• 本装置は、 パケ ッ ト 通信切断のと きにフ ロー制御信号を送るため、 XCSが 大20ms、 HIGHになる場合があ り
ます。
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7.2.10 オン ラ イ ン コマン ド モー ドからオン ラ イ ンデータ モー ドへの復帰

図7-11 オン ラ イ ンデータ モー ド に復帰するシーケンス

説明

• オン ラ イ ン コ マン ド モー ド でATO コ マン ド (P.147)を受信する と、 本装置はオン ラ イ ンデータ モー ド に復帰し
ます。
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7.2.11 弱電界時のパケ ッ ト 通信切断

図7-12 弱電界時のパケ ッ ト 通信切断のシーケンス

説明

• 弱電界のと きにXCDがHIGHになっ てから、 1秒以内に 「NO CARRIER」 を出力し、 パケ ッ ト 通信が切断された
こ と を通知し ます。
弱電界以外の場合でも、ネ ッ ト ワーク側の規制や障害、および工事などによ り切断される可能性があ り ます。

• 本装置は、 パケ ッ ト 通信切断のと きにフ ロー制御信号を送るため、 XCSが 大20ms、 HIGHになる場合があ り
ます。
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7.2.12 ス リープモー ド ・ XRS HIGH時のパケ ッ ト 着信

図7-13 ス リープモー ド ・ XRS HIGH時のパケ ッ ト 着信のシーケンス

説明

• 本装置は、ス リープモー ド でXRSがHIGHのと きにパケ ッ ト 着信する と、ウェークア ッ プ し、WAKEUP_SLEEP_OUT
がHIGHになってアイ ドル状態に移行したこ と を示し ます。 また、 XCIは、 LOWが1秒／HIGHが2秒の切り替え動
作を繰り返し、 XRSがLOWになった時点からRINGを出力し ます。 この動作は、 ATAコマン ド (P.142)を受信する
か、 またはS0レジス タ で設定されている自動応答回数に達するまで行われます。

• RINGは、 XCIがLOWになっ てから 100 ミ リ秒以内に出力されます。

• フ ロー制御有効の状態でXRSがHIGHの場合、AT コ マン ドの実行結果 （も し く はRINGなどの非請求リザル ト ）
は、 XRSがLOWに遷移するまでフ ロー制御用バッ フ ァに保存され、 XRSがLOWに移行後、 出力されます。 た
だ し、 XRSがLOWに移行するまでの間にフ ロー制御用バッ フ ァに空き容量が無 く なった場合は、 フ ロー制御
用バッ フ ァがク リ ア されるため、 実行結果が破棄される こ とがあ り ます。

• 本装置は、 ス リープモー ド への移行後またはウ ェーク ア ッ プ後にシ リ アルポー ト を リ セ ッ ト するため、 XCS
が 大30μs、 HIGHになる場合があ り ます。
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7.2.13 アイ ドル状態のSMS受信

図7-14 アイ ド ル状態のSMS受信のシーケンス

説明

• 本装置は、SMSを受信する と XCIが150 ミ リ秒間、LOWにな り ます。また、AT+CNMIコ マン ド (P.122)のパラ メ ー
タ <mode>、 <mt>が1に設定されている場合は、 +CMTIを出力し ます。

• 音声通話やパケ ッ ト 通信の着信時にSMSを受信し た場合は、XCIからSMSの受信を判別する こ とができません
ので、 AT+CNMIコ マン ド によ って通知されるよ う に設定し て く だ さい(P.122)。
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7.2.14 ス リープモー ド時のSMS受信

図7-15 ス リープモー ド 時のSMS受信のシーケンス

説明

• 本装置は、ス リープモー ド時にSMSを受信する と、ウ ェーク ア ッ プ し、WAKEUP_SLEEP_OUTがHIGHになって
アイ ドル状態に移行し たこ と を示し ます。またXCIが150 ミ リ秒間、LOWにな り ます。AT+CNMI コマン ド (P.122)
のパラ メ ータ <mode>、 <mt>が1に設定されている場合は、 +CMTIを出力し ます。

• 音声通話やパケ ッ ト 通信の着信時にSMSを受信し た場合は、XCIからSMSの受信を判別する こ とができません
ので、 AT+CNMIコ マン ド によ って通知されるよ う に設定し て く だ さい(P.122)。

• 本装置は、 ス リープモー ド への移行後またはウ ェーク ア ッ プ後にシ リ アルポー ト を リ セ ッ ト するため、 XCS
が 大30μs、 HIGHになる場合があ り ます。
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7.2.15 アイ ドル状態 ・ XRS HIGH時のSMS受信

図7-16 アイ ドル状態 ・ XRS HIGH時のSMS受信のシーケンス

説明

• 本装置は、XRSがHIGHのと きにSMSを受信する と、XCIが150 ミ リ秒間、LOWにな り ます。またAT+CNMI コ マン ド
(P.122)のパラ メ ータ <mode>、 <mt>が1に設定されている場合は、 XRSがLOWになった時点から +CMTIを出力し
ます。

• フ ロー制御有効の状態でXRSがHIGHの場合、AT コ マン ドの実行結果 （も し く はRINGなどの非請求リザル ト ）
は、 XRSがLOWに遷移するまでフ ロー制御用バッ フ ァに保存され、 XRSがLOWに移行後、 出力されます。 た
だ し、 XRSがLOWに移行するまでの間にフ ロー制御用バッ フ ァに空き容量が無 く なった場合は、 フ ロー制御
用バッ フ ァがク リ ア されるため、 実行結果が破棄される こ とがあ り ます。

• 音声通話やパケ ッ ト 通信の着信時にSMSを受信し た場合は、XCIからSMSの受信を判別する こ とができません
ので、 AT+CNMIコ マン ド によ って通知されるよ う に設定し て く だ さい(P.122)。
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7.2.16 ス リープモー ド ・ XRS HIGH時のSMS受信

図7-17 ス リープモー ド ・ XRS HIGH時のSMS受信のシーケンス

説明

• 本装置は、ス リープモー ド でXRSがHIGHのと きにSMSを受信する と、ウ ェーク ア ッ プ し、WAKEUP_SLEEP_OUT
がHIGH にな っ てア イ ド ル状態に移行 し た こ と を示 し ます。 また、 XCIが150 ミ リ 秒間、 LOW にな り ます。
AT+CNMIコ マン ド (P.122)のパラ メ ータ <mode>、 <mt>が1に設定されている場合は、 XRSがLOWになった時点
から +CMTIを出力し ます。

• フ ロー制御有効の状態でXRSがHIGHの場合、AT コ マン ドの実行結果 （も し く はRINGなどの非請求リザル ト ）
は、 XRSがLOWに遷移するまでフ ロー制御用バッ フ ァに保存され、 XRSがLOWに移行後、 出力されます。 た
だ し、 XRSがLOWに移行するまでの間にフ ロー制御用バッ フ ァに空き容量が無 く なった場合は、 フ ロー制御
用バッ フ ァがク リ ア されるため、 実行結果が破棄される こ とがあ り ます。

• 音声通話やパケ ッ ト 通信の着信時にSMSを受信し た場合は、XCIからSMSの受信を判別する こ とができません
ので、 AT+CNMIコ マン ド によ って通知されるよ う に設定し て く だ さい(P.122)。

• 本装置は、 ス リープモー ド への移行後またはウ ェーク ア ッ プ後にシ リ アルポー ト を リ セ ッ ト するため、 XCS
が 大30μs、 HIGHになる場合があ り ます。
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7.2.17 アイ ドル状態の音声通話の発信

図7-18 アイ ド ル状態の音声通話発信のシーケンス

説明

• XERの変化は音声通話に影響し ません。

• ATD コ マン ド (P.143)を実行し て 「OK」 「%ORIG:1,0」 ※を出力し た後、 26秒以内に 「%CONF:1」 ※を出力し ます。

※ ： call_idが1の場合。

• AT&C コ マン ド (P.80)の<value>を2に設定する こ とによ り、 XCDが音声通話中にLOWを出力し ます。
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7.2.18 音声通話の切断

図7-19 音声通話切断のシーケンス

説明

• XERの変化は音声通話に影響し ません。

• AT+CHUP コ マン ド (P.96)実行後、 8秒以内に 「%CEND:1」 ※を出力し ます。

※ ： call_idが1の場合。
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7.2.19 アイ ドル状態の音声通話の着信 （手動応答の場合）

図7-20 アイ ドル状態の音声通話着信のシーケンス （手動応答の場合）

説明

• 本装置は、音声通話を着信する と XCIがLOWにな り、LOWが1秒／HIGHが4秒の切り替え動作を繰り返し、RING
を出力し ます。

• RINGは、 XCIがLOWになっ てから 100 ミ リ秒以内に出力されます。

• ATA コ マン ド (P.142)実行後、 30秒以内に 「%CONN:1,0」 ※を出力し ます。

※ ： call_idが1の場合。



'12/5 第4版

181

7.2.20 アイ ドル状態の音声通話の着信 （自動応答の場合）

例 ： ATS0が2に設定されている場合

図7-21 アイ ド ル状態の音声通話着信のシーケンス （ATS0=2の場合）

説明

• 本装置は、音声通話を着信する と XCIがLOWにな り、LOWが1秒／HIGHが4秒の切り替え動作を繰り返し、RING
を出力し ます。

• RINGは、 XCIがLOWになっ てから 100 ミ リ秒以内に出力されます。

• 自動応答回数 （S0レジス タ設定値） に達する と、 30秒以内に 「%CONN:1,0」 ※を出力し ます。

※ ： call_idが1の場合。
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7.2.21 ス リープモー ド時の音声通話の着信

図7-22 ス リープモー ド 時の音声通話着信のシーケンス

説明

• 本装置は、 ス リープモー ド時に音声通話を着信する と、 ウ ェ ーク ア ッ プ し、 WAKEUP_SLEEP_OUT が HIGH に
なっ てアイ ドル状態に移行し たこ と を示し ます。 また、 XCIがLOWにな り、 LOWが1秒／HIGHが4秒の切り替
え動作を繰り返し、 RINGを出力し ます。

• RINGは、 XCIがLOWになっ てから 100 ミ リ秒以内に出力されます。

• ATA コ マン ド (P.142)実行後、 30秒以内に 「%CONN:1,0」 ※を出力し ます。

※ ： call_idが1の場合。

• 本装置は、 ス リープモー ド への移行後またはウ ェーク ア ッ プ後にシ リ アルポー ト を リ セ ッ ト するため、 XCS
が 大30μs、 HIGHになる場合があ り ます。
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7.2.22 アイ ドル状態 ・ XRS HIGH時の音声通話の着信

図7-23 アイ ドル状態 ・ XRS HIGH時の音声通話着信のシーケンス

説明

• 本装置は、 XRSがHIGHのと きに音声通話を着信する と、 XCIがLOWにな り、 LOWが1秒／HIGHが4秒の切り替
え動作を繰り返し ます。 また、 XRSがLOWになった時点から RINGを出力し ます。

• RINGは、 XCIがLOWになっ てから 100 ミ リ秒以内に出力されます。

• ATA コ マン ド (P.142)実行後、 30秒以内に 「%CONN:1,0」 ※を出力し ます。

※ ： call_idが1の場合。

• フ ロー制御有効の状態でXRSがHIGHの場合、AT コ マン ドの実行結果 （も し く はRINGなどの非請求リザル ト ）
は、 XRSがLOWに遷移するまでフ ロー制御用バッ フ ァに保存され、 XRSがLOWに移行後、 出力されます。 た
だ し、 XRSがLOWに移行するまでの間にフ ロー制御用バッ フ ァに空き容量が無 く なった場合は、 フ ロー制御
用バッ フ ァがク リ ア されるため、 実行結果が破棄される こ とがあ り ます。
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7.2.23 ス リープモー ド ・ XRS HIGH時の音声通話の着信

図7-24 ス リープモー ド ・ XRS HIGH時の音声通話着信のシーケンス

説明

• 本装置は、 ス リープモー ド時に音声通話を着信する と、 ウ ェ ーク ア ッ プ し、 WAKEUP_SLEEP_OUT が HIGH に
なっ てアイ ドル状態に移行し たこ と を示し ます。 また、 XCIがLOWにな り、 LOWが1秒／HIGHが4秒の切り替
え動作を繰り返し てXRSがLOWになった時点から RINGを出力し ます。

• RINGは、 XCIがLOWになっ てから 100 ミ リ秒以内に出力されます。

• ATA コ マン ド (P.142)実行後、 30秒以内に 「%CONN:1,0」 ※を出力し ます。

※ ： call_idが1の場合。

• フ ロー制御有効の状態でXRSがHIGHの場合、AT コ マン ドの実行結果 （も し く はRINGなどの非請求リザル ト ）
は、 XRSがLOWに遷移するまでフ ロー制御用バッ フ ァに保存され、 XRSがLOWに移行後、 出力されます。 た
だ し、 XRSがLOWに移行するまでの間にフ ロー制御用バッ フ ァに空き容量が無 く なった場合は、 フ ロー制御
用バッ フ ァがク リ ア されるため、 実行結果が破棄される こ とがあ り ます。

• 本装置は、 ス リープモー ド への移行後またはウ ェーク ア ッ プ後にシ リ アルポー ト を リ セ ッ ト するため、 XCS
が 大30μs、 HIGHになる場合があ り ます。
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7.2.24 パケ ッ ト 着信中の音声通話着信

例 ： AT+CRCが1に設定されている場合

図7-25 パケ ッ ト 着信中の音声通話着信のシーケンス

説明

• 図中の 「[CR][LF]+CRING:GPRS」 はパケ ッ ト 着信のリザル ト コー ド、 「[CR][LF]+CRING:VOICE[CR][LF]」 は音
声通話着信のリザル ト コー ド を示し ます。

• CRINGは、 XCIがLOWになっ てから 100 ミ リ秒以内に出力されます。

• パケ ッ ト 着信中に音声通話着信があった場合は、 XCIは音声通話着信を通知し ます。 パケ ッ ト 着信の通知が完
了し ていない場合は、 通知完了後に音声通話着信を通知し ます。

• 音声通話着信終了後、 パケ ッ ト 着信が継続し ている場合は、 パケ ッ ト 着信の通知に切り替わり ます。

• 音声通話着信が終了し た と きに音声通話着信の通知が完了し ていない場合は、 通知完了後にパケ ッ ト 着信を
通知し ます。
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7.2.25 音声通話着信中のパケ ッ ト 着信

例 ： AT+CRCが1に設定されている場合

図7-26 音声通話着信中のパケ ッ ト 着信のシーケンス

説明

• 図中の 「[CR][LF]+CRING:GPRS」 はパケ ッ ト 着信のリザル ト コー ド、 「[CR][LF]+CRING:VOICE[CR][LF]」 は音
声通話着信のリザル ト コー ド を示し ます。

• CRINGは、 XCIがLOWになっ てから 100 ミ リ秒以内に出力されます。

• 音声通話着信中にパケ ッ ト 着信があった場合は、 XCIは音声通話着信を通知し ます。

• 音声通話着信終了後、 パケ ッ ト 着信が継続し ている場合は、 パケ ッ ト 着信の通知に切り替わり ます。

• 音声通話着信が終了し た と きに音声通話着信の通知が完了し ていない場合は、 通知完了後にパケ ッ ト 着信を
通知し ます。
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7.2.26 アイ ドル状態のAT コマン ド による ソ フ ト ウ ェ ア更新開始

図7-27 アイ ドル状態のAT コ マン ド による ソ フ ト ウ ェ ア更新開始のシーケンス

説明

• AT%FOTASTARTコ マン ド実行後、 ソ フ ト ウ ェ ア更新が開始されます(P.73)。

• ソ フ ト ウ ェ ア更新中、 本装置は2回再起動し ます。 再起動中は、 XCS、 XCI、 XDR、 XCD、 WAKEUP_SLEEP_OUT
およびFOTA_Nが状態不定にな り ます。

• 再起動完了後、 XCD線はHIGHから LOWへ移行し ますが、 無線環境によ って移行する時間は異な り ます。

※ ： 通常とはパケ ッ ト 通信圏内で、 電波の受信レベルが高い状態を指し ます。
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7.2.27 アイ ドル状態のFOMAネ ッ ト ワークからのソ フ ト ウ ェ ア更新開始

図7-28 アイ ド ル状態のFOMAネ ッ ト ワークからのソ フ ト ウ ェ ア更新開始のシーケンス

説明

• 「%FOTAIND:10」 を出力し、 FOTA_NをHIGHにする こ と で、 ソ フ ト ウ ェ ア更新の開始を通知し ます。

• ソ フ ト ウ ェ ア更新中、 本装置は2回再起動し ます。 再起動中は、 XCS、 XCI、 XDR、 XCD、 WAKEUP_SLEEP_OUT
と FOTA_Nが状態不定にな り ます。

• 再起動完了後、 XCD線はHIGHから LOWへ移行し ますが、 無線環境によ って移行する時間は異な り ます。

※ ： 通常とはパケ ッ ト 通信圏内で、 電波の受信レベルが高い状態を指し ます。
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7.2.28 アイ ドル状態 ・ XRS HIGH時のFOMAネ ッ ト ワークからのソ フ ト ウ ェ ア更新開始

図7-29 アイ ドル状態 ・ XRS HIGH時のFOMAネ ッ ト ワークからのソ フ ト ウ ェ ア更新開始のシーケンス

説明

• XRSがLOWになった時点から非請求リザル ト 「%FOTAIND ： 10」 「%FOTAIND ： 30」 を出力し ます。 なお、 FOTA
による再起動後にXRSをLOW と し た場合は、 「%FOTAIND ： 10」 は出力されません。

• ソ フ ト ウ ェ ア更新中、 本装置は2回再起動し ます。 再起動中は、 XCS、 XCI、 XDR、 XCD、 WAKEUP_SLEEP_OUT
と FOTA_Nが状態不定にな り ます。

• 再起動完了後、 XCD線はHIGHから LOWへ移行し ますが、 無線環境によ って移行する時間は異な り ます。

• フ ロー制御有効の状態でXRSがHIGHの場合、AT コ マン ドの実行結果 （も し く はRINGなどの非請求リザル ト ）
は、 XRSがLOWに遷移するまでフ ロー制御用バッ フ ァに保存され、 XRSがLOWに移行後、 出力されます。 た
だ し、 XRSがLOWに移行するまでの間にフ ロー制御用バッ フ ァに空き容量が無 く なった場合は、 フ ロー制御
用バッ フ ァがク リ ア されるため、 実行結果が破棄される こ とがあ り ます。

※ ： 通常とはパケ ッ ト 通信圏内で、 電波の受信レベルが高い状態を指し ます。
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7.2.29 ス リープモー ド時 ・ XRS HIGH時のFOMAネ ッ ト ワークからのソ フ ト ウ ェ ア更新開始

図7-30 ス リープモー ド時 ・ XRS HIGH時のFOMAネ ッ ト ワークからのソ フ ト ウ ェ ア更新開始のシーケンス

説明

• 本装置は、 ス リープモー ド時にソ フ ト ウ ェ ア更新の通知を受信する と、 ウ ェーク ア ッ プ し、 WAKEUP_
SLEEP_OUTがHIGHになっ てアイ ドル状態に移行し たこ と を示し、 ソ フ ト ウ ェ ア更新を開始し ます。

• ソ フ ト ウ ェ ア更新の開始はXERの状態に影響されません。 XRSがLOWになった時点から非請求リザル ト を出
力し ます。

• フ ロー制御有効の状態でXRSがHIGHの場合、AT コ マン ドの実行結果 （も し く はRINGなどの非請求リザル ト ）
は、 XRSがLOWに遷移するまでフ ロー制御用バッ フ ァに保存され、 XRSがLOWに移行後、 出力されます。 た
だ し、 XRSがLOWに移行するまでの間にフ ロー制御用バッ フ ァに空き容量が無 く なった場合は、 フ ロー制御
用バッ フ ァがク リ ア されるため、 実行結果が破棄される こ とがあ り ます。

• 本装置は、 ス リープモー ド への移行後またはウ ェーク ア ッ プ後にシ リ アルポー ト を リ セ ッ ト するため、 XCS
が 大30μs、 HIGHになる場合があ り ます。
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7.2.30 パケ ッ ト 通信中のソ フ ト ウ ェ ア更新開始

図7-31 パケ ッ ト 通信中にソ フ ト ウ ェ ア更新を開始するシーケンス

説明

• 本装置は、 パケ ッ ト 通信中にソ フ ト ウ ェ ア更新の通知を受信する と、 パケ ッ ト 通信を切断し てソ フ ト ウ ェ ア
更新を開始し ます。

• 本装置は、 パケ ッ ト 通信切断のと きにフ ロー制御信号を送るため、 XCSが 大20ms、 HIGHになる場合があ り
ます。
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7.2.31 音声通話中のソ フ ト ウ ェ ア更新の開始

図7-32 音声通話中のソ フ ト ウ ェ ア更新開始のシーケンス

説明

• 音声通話中にソ フ ト ウ ェ ア更新を開始し ます。 通話には影響あ り ません。

• 通話終了時にソ フ ト ウ ェ アのダウンロー ドが終了し ていた場合は、 再起動を行い、 ソ フ ト ウ ェ ア更新の処理
を継続し ます。
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8 　 ソ フ ト ウ ェ ア機能

この章では、 本装置の各イ ン タ フ ェ ースのソ フ ト ウ ェ ア機能について説明し ます。

8.1 ド コ モUIMカー ド イ ン タ フ ェース

8.2 ソ フ ト ウ ェ アのリ セ ッ ト

8.3 ネ ッ ト ワーク関連情報

8.4 パケ ッ ト 通信

8.5 音声通話サービス

8.6 SMS

8.7 競合条件表

8.1 ド コ モUIMカー ド イ ン タ フ ェース

本装置のATコ マン ド を利用し て、 ド コ モUIMカー ドのPIN1コー ドの管理や設定の確認などができます。

8.1.1 PIN1コー ド管理

PIN1 コー ド管理用のAT+CLCK （P.98）、 AT+CPIN （P.127）、 AT+CPWD （P.130） の各コ マン ド を使用し て、 PIN1
コー ドの入力やPIN1コー ド照合機能の有効／無効の設定、 PINロ ッ ク解除、 および設定や状態の確認などを行う
こ とができます。

• 本装置がPIN1 コー ド照合機能有効の場合も制御可能なAT コ マン ド については、 付録Dをご参照 く だ さい(P.262)。

8.1.2 PIN1コー ド管理シーケンス

I. 本装置起動時のPIN1 コー ド操作のシーケンス

図8-1 PIN1 コー ド 照合機能有効時の本装置起動 （PIN1コー ド照合成功）

注意

• 本章のシーケンス図中のパラ メ ータは設定例です。
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図8-2 PIN1 コー ド 照合機能有効時の本装置起動 （PIN1 コー ド照合失敗）

図8-3 PIN1コー ド照合機能無効時の本装置起動
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II. PIN1 コー ド 変更のシーケンス

図8-4 PIN1 コー ド変更成功

図8-5 PIN1 コー ド変更失敗
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III. PIN1 コー ド による保護を有効にするシーケンス

図8-6 PIN1コー ド による保護を無効から有効に変更成功

図8-7 PIN1コー ド による保護を無効から有効に変更失敗
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IV. PIN1 コー ド による保護を無効にするシーケンス

図8-8 PIN1コー ド による保護を有効から無効に変更成功

図8-9 PIN1コー ド による保護を有効から無効に変更失敗
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V. PIN1 コー ド設定を確認するシーケンス

図8-10 PIN1コー ド 設定の確認

VI. PINロ ッ ク解除のシーケンス

図8-11 PINロ ッ ク解除のシーケンス

8.2 ソ フ ト ウ ェ アのリ セ ッ ト

本装置は、 外部装置からのAT%RESETコ マン ド (P.75)による リ セ ッ ト 、 またはAT%AUTORESET コ マン ド (P.65)の設
定時間による自動的な リ セ ッ ト を設定できます。



'12/5 第4版

199

8.3 ネ ッ ト ワーク関連情報

8.3.1 圏内／圏外、 およびネ ッ ト ワーク登録情報の検出

外部装置から AT+CREG コ マン ド (P.132)、 AT+CGREG コ マン ド (P.92) を使用し て、 電波状態の圏内／圏外、 およ
びネ ッ ト ワーク登録情報を検出する こ とができます。

8.3.2 電波強度

外部装置からAT%BARコ マン ド を使用し て、 現在の電波強度を確認できます(P.66)。

8.3.3 ネ ッ ト ワーク情報

本装置は、AT%SYSINFO コ マン ド を使用し て、本装置に登録されているネ ッ ト ワーク情報の問い合わせができま
す(P.79)。

8.4 パケ ッ ト 通信

8.4.1 プロ ト コルス タ ッ ク

本装置には、 オフ ラ イ ン コ マン ド モー ド 、 オン ラ イ ンデータ モー ド、 オン ラ イ ン コ マン ド モー ド の3種類の動作
モー ドがあ り ます。

I. オフ ラ イ ン コ マン ド モー ド

パケ ッ ト 通信が確立されていない場合、 本装置はオフ ラ イ ン コ マン ド モー ド にな り、 外部装置と本装置の間
でAT コ マン ド を使用し て制御を行います。

図8-12 オフ ラ イ ン コ マン ド モー ド
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II. オン ラ イ ンデータ モー ド

外部装置から ATD コ マン ド (P.143)によ っ てパケ ッ ト 通信を開始後、 またはパケ ッ ト 着信によ っ てパケ ッ ト 通
信の接続完了後、 本装置はオン ラ イ ンデー タ モー ド に移行し ます。 オン ラ イ ンデータ モー ド の状態では、 外
部装置と本装置の間でAT コ マン ド による通信を行う こ とができません。

• USBイ ン タ フ ェース0で通信し ている場合は、USBイ ン タ フ ェ ース2から AT コマン ド を使用する こ とができま
す。 詳細は、 「表7-2 USBイ ン タ フ ェースが対応する機能一覧表」 をご参照 く だ さい(P.162)。

• 通信回線の確立後、 一定時間データのやり取り を行わなかった場合は、 ネ ッ ト ワーク側から PPPセ ッ シ ョ ン
が切断される こ とがあ り ます。

図8-13 オン ラ イ ンデータ モー ド

III. オン ラ イ ン コ マン ド モー ド

パケ ッ ト 通信の確立中に外部装置が本装置と ATコ マン ド による制御を行う 場合、 本装置に対し て 「+++」 を送
信する こ と によ っ て、 本装置をオン ラ イ ン コ マン ド モー ド に切り替える こ とができます。 オン ラ イ ン コ マン
ド モー ド では、 確立されたパケ ッ ト 通信は維持されますが、 デー タの送受信はできません。 外部装置と本装
置の間では、 AT コ マン ド による通信が行われます。

• 通信回線の確立後、 一定時間データのやり取り を行わなかった場合は、 ネ ッ ト ワーク側から PPPセ ッ シ ョ ン
が切断される こ とがあ り ます。

図8-14 オン ラ イ ン コ マン ド モー ド
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IV. モー ド切替

オフ ラ イ ン コ マン ド モー ド、 オン ラ イ ンデータ モー ド、 オン ラ イ ン コ マン ド モー ドの3種類の動作モー ド切替
の関係は次のとお り です。

図8-15 シ リ アルイ ン タ フ ェース （UART） 使用時の動作モー ド切替操作概要図

図8-16 USBイ ン タ フ ェ ース0使用時の動作モー ド切替操作概要図

8.4.2 APNの設定

パケ ッ ト 通信では、 電話番号の代わり に接続先 （APN※1） を使用し て、 企業の社内LANやイ ン ターネ ッ ト サー
ビスプロバイダなどにダイヤルア ッ プ接続を行います。

接続するには、 AT+CGDCONT コ マン ド を使用し て、 接続先ご とに本装置にAPNを登録し てお く 必要があ り ます
(P.90)。

接続先 （APN） は、 登録時に設定する登録番号 （cid※2） で管理され、 発信時はcid を指定し て社内LANやイ ン
ターネ ッ ト サービスプロバイダなどに接続し ます。

※1 ： Access Point Nameの略。

※2 ： Context Identifierの略。

注意

• USBイ ン タ フ ェ ース2は、 オフ ラ イ ン コマン ド モー ドのみに対応するため、 動作モー ド 切替操作はあ り ません。

 

ATD ATH

ATO

+++ 

XER LOW→HIGH

 

オフラインコマンドモード 

オンラインデータモード オンラインコマンドモード 
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8.4.3 パケ ッ ト 発信

本装置は、 ATD コ マン ド を使用し てパケ ッ ト 発信を し ます(P.143)。

I. PDP type=PPPの場合

図8-17 パケ ッ ト 発信のシーケンス （PDP type=PPP）
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II. PDP type=IPの場合

図8-18 パケ ッ ト 発信のシーケンス （PDP type=IP）
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8.4.4 パケ ッ ト 着信

本装置は、 ネ ッ ト ワーク側から通信設定要求を着信する と、 RINGの出力と XCIの変化によ っ て、 外部装置へパ
ケ ッ ト 着信を通知し ます （P.166～P.169）。 また、 AT+CRC コ マン ド (P.131) で拡張リザル ト コー ド を使用するよ
う に設定し た場合は、 ATS0 コ マン ド (P.148)の<n>の設定に従って<n>回の 「+CRING:GPRS"PPP",,,"<APN>"」 を
通知後、 パケ ッ ト 着信する こ と もできます。
パケ ッ ト 着信する と、 ネ ッ ト ワーク側から送信されたAPN との接続を確立し ます。

I. パケ ッ ト 着信に手動応答する場合

図8-19 パケ ッ ト 着信に手動応答するシーケンス
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II. パケ ッ ト 着信に自動応答する場合

図8-20 パケ ッ ト 着信に自動応答するシーケンス
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III. パケ ッ ト 着信を拒否する場合

図8-21 パケ ッ ト 着信拒否のシーケンス

IV. XERをHIGHにし てパケ ッ ト 着信を拒否する場合

図8-22 XERをHIGHにし てパケ ッ ト 着信を拒否するシーケンス



'12/5 第4版

207

8.4.5 パケ ッ ト 通信の切断

次の4種類の方法でパケ ッ ト 通信を切断できます。

I. シ リ アルイ ン タ フ ェ ースでATH コ マン ド (P.145)を使用し てパケ ッ ト 通信を切断する場合

「+++」 を入力し てオン ラ イ ン コ マン ド モー ドへ移行し、 ATH コ マン ド でパケ ッ ト 通信を切断し ます。

図8-23 ATH コ マン ド でシ リ アルイ ン タ フ ェースのパケ ッ ト 通信を切断するシーケンス

II. シ リ アルイ ン タ フ ェ ースでXERをHIGHにし てパケ ッ ト 通信を切断する場合

図8-24 XERをHIGHにし てシ リ アルイ ン タ フ ェースのパケ ッ ト 通信を切断するシーケンス
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III. USBイ ン タ フ ェ ースでATH コマン ド を使用し てパケ ッ ト 通信を切断する場合

図8-25 ATH コ マン ド でUSBイ ン タ フ ェ ースのパケ ッ ト 通信を切断するシーケンス

IV. USBイ ン タ フ ェースでXERをHIGHに し てパケ ッ ト 通信を切断する場合

図8-26 XERをHIGHにし てUSBイ ン タ フ ェ ースのパケ ッ ト 通信を切断するシーケンス



'12/5 第4版

209

8.5 音声通話サービス

8.5.1 音声通話の発信 （相手からの切断）

ATD コ マン ド (P.143)を使用し て音声通話を開始し ます。 AT+CMUTコ マン ド を使用し て、 ミ ュー ト （消音） を設
定する こ と もできます(P.121)。
音声通話中に相手先端末からの切断要求によ り 「%CEND」 を出力する こ と で、 音声通話を切断し ます(P.67)。
音声通話発信のシーケンスを図8-27に示し ます。

図8-27 音声通話の発信 （相手からの切断） のシーケンス
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8.5.2 音声通話の着信 （外部装置からの切断）

音声通話を着信し た場合、 本装置から外部装置に着信を通知し ます。 着信表示の設定によ っ ては、 着信し た相
手の電話番号を通知し ます。
音声通話着信中は、 外部装置からのATA コ マン ド で応答し、 通話する こ とができ ます(P.142)。 音声通話中は、
AT+CLVL コ マン ド (P.101) と AT+CLCC コ マン ド (P.97)が使用できます。
また、 音声通話中に外部装置からAT+CHUP コ マン ド を実行する こ と で通話を切断し ます(P.96)。
音声通話着信のシーケンスを図8-28に示し ます。

図8-28 音声通話の着信 （外部装置からの切断） のシーケンス
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8.5.3 DTMF

本装置は、音声通話中にAT%DTMFコ マン ド を使用し て、DTMFをネ ッ ト ワークに送信する こ とができます(P.71)。
DTMF送信のシーケンス （call_id ： 1にDTMF 「#」 を送信） を図8-29に示し ます。

図8-29 DTMF送信のシーケンス

8.5.4 自動呼び出し制限

本装置は音声呼出発信後、 2分間応答がない場合は呼び出し を停止し ます。
無応答時の発信規制のシーケンスを図8-30に示し ます。

図8-30 無応答時の発信規制のシーケンス

本装置は、 電気通信事業法に基づ く 端末設備等規則第18条 （3分間で2回以内の再発信を許容する） に準拠し、
自動再発信規制時間内にATD コ マン ド (P.143)による音声通話の発信動作が行われた場合は、 DELAYEDのリザル
ト コー ド を返し ます。
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自動再発信規制についてのシーケンスを図8-31に示し ます。

図8-31 自動再発信規制についてのシーケンス
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8.6 SMS

本装置は、SMSサービスに対応し てお り、GSM7、UCS-2、IRAの3種類の文字コー ド形式のSMSに対応し ています。

表8-1 SMSの文字コー ド形式

• AT+CSCS コ マン ド (P.134)の設定が"IRA"の場合、 送信SMSに入力できる文字コー ド は8bit形式になるため、 送信
可能な 大文字数は140文字にな り ます。

• AT+CSCS コ マン ド (P.134)の設定が"UCS2" （UCS-2） の場合、送信SMSに入力できる文字コー ド は16bit形式にな
るため、 送信可能な 大文字数は70文字にな り ます。

• "GSM 7 bit default alphabet extension table"には対応し ていません。

本装置が保存できるSMSの 大件数を表8-2に示し ます。

◆SMSの設定について

I. SMS形式の設定

本装置は、 AT+CMGF コ マン ド を使用し て、 SMSの形式 （モー ド ） を設定し ます(P.104)。

表8-3 SMSの形式

II. 受信SMSの通知方法の設定

AT+CNMIコ マン ド を使用し て、 受信SMSの通知方法を設定する こ とができます(P.122)。

III. SMSの保存先の設定

AT+CPMSコ マン ド を使用し て、 SMSの保存先を指定し ます(P.129)。

IV. SMSの送達通知の設定

AT+CNMI コ マン ド を使用し て、 送信し たSMSが相手に届いたこ と を送達通知で通知されるよ う に設定できま
す(P.122)。

文字コー ド形式 説明 1通のSMSの 大入力文字数 備考

GSM7 GSM7ビ ッ ト デフ ォル ト アルフ ァベ ッ ト 160文字 ETSI GSM 03.38

UCS-2 Universal multi-octet Character Set 2 70文字 ISO/IEC 10646-1

IRA 国際参照アルフ ァベ ッ ト 140文字 ISO 8859-1

表8-2 SMSの 大保存件数

メ モ リの位置 大保存件数 備考

本装置内 23 -

ド コモUIMカー ド
20 ド コモUIMカー ドの空き容量によ って件数は異な り

ます。

注意

• AT%CURC コ マン ド (P.70)の<mode>が1に設定されている場合、 メ モ リ に空き容量がないためにSMSを受信／保
存できないと きは、 %SMMEMFULL(P.76)によ り外部装置へ通知し ます。
不要なSMSを削除し、 メ モ リの空き容量を確保し て く だ さい。

• 一部の料金プ ラ ンではSMSの受信拒否設定が行えません。 詳細は、 担当営業までお問い合わせ く だ さい。

モー ド 説明

PDU
送信SMSの構造については 「◆ 送信SMSのPDUパケ ッ ト の構造について」 (P.152)、 受信SMSの構造につい
ては 「◆ 受信SMSのPDUパケ ッ ト の構造について」 (P.157)をご参照 く ださい。

TEXT TEXT形式
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8.6.1 PDUモー ドのSMS

本装置は、AT+CMGF コ マン ド のパラ メ ータ <mode>を0に設定する こ とによ り （AT+CMGF=0）、PDUモー ド でSMS
を送受信できます(P.104)。

8.6.1.1 PDUモー ドの文字コー ド設定

PDUモー ドの場合は、 使用する文字コー ド を<dcs>に設定し ます。
GSMで使用する場合、GSM7ビ ッ ト デフ ォル ト アルフ ァベ ッ ト を変換を し た上でUDに入力する必要があ り ます。
変換例を図8-32～図8-35に示し ます。

※ ： mはn x 7/8の上限の整数値を示し ます。

注意

• 接続する通信事業者やネ ッ ト ワークの種類によ り、 送信または受信し たSMSが正し く 表示されなかった り、 送
信または受信ができなかった りする場合があ り ます。

ビ ッ ト 番号 7 6 5 4 3 2 1 0

文字コー ド
（16進数）

0 1a 1b 1c 1d 1e 1f 1g

図8-32 1オク テ ッ ト で1つの文字列を表現する場合

ビ ッ ト 番号 7 6 5 4 3 2 1 0

文字コー ド
（16進数）

2g 1a 1b 1c 1d 1e 1f 1g

0 0 2a 2b 2c 2d 2e 2f

図8-33 2オク テ ッ ト で2つの文字列を表現する場合

ビ ッ ト 番号 7 6 5 4 3 2 1 0

文字コー ド
（16進数）

2g 1a 1b 1c 1d 1e 1f 1g

3f 3g 2a 2b 2c 2d 2e 2f

4e 4f 4g 3a 3b 3c 3d 3e

5d 5e 5f 5g 4a 4b 4c 4d

6c 6d 6e 6f 6g 5a 5b 5c

7b 7c 7d 7e 7f 7g 6a 6b

図8-34 m個のオク テ ッ ト でn個の文字列を表現する場合※
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GSM7ビ ッ ト デフ ォル ト アルフ ァベ ッ ト の文字列「abc」を8bit構成の「61F118」に変換する例を図8-35に示し ます。

図8-35 AT コ マン ド による変換例

説明

図8-35の①～⑨は、 次の内容を示し ます。

a テキス ト 「a」 の7bit構成のビ ッ ト 番号6～0の 「1100001」 が8bit構成のビ ッ ト 番号6～0へ移動。

b 8bit構成の余りのビ ッ ト 番号7へ次のテキス ト 「b」 のビ ッ ト 番号0の 「0」 が移動。

c 第1オク テ ッ ト の8bit構成は 「01100001」 と な り、 16進数の文字コー ド 「61」 に変換される。

d テキス ト 「b」 の残りのビ ッ ト 番号6～1の 「110001」 が8bit構成のビ ッ ト 番号5～0へ移動。

e 8bit構成の余りのビ ッ ト 番号7～6へ次のテキス ト 「c」 のビ ッ ト 番号1～0の 「11」 が移動。

f 第2オク テ ッ ト の8bit構成は 「11110001」 と な り、 16進数の文字コー ド 「F1」 に変換される。

g 次のテキス ト 「c」 の残りのビ ッ ト 番号6～2が8bit構成のビ ッ ト 番号4～0へ移動。

h テキス ト 「c」 が文字列の 後の文字のため、 8bit構成の余りのビ ッ ト 番号7～5は、 それぞれ 「0」 で穴埋
めされる。

i 第3オク テ ッ ト の8bit構成は 「00011000」 と な り、 16進数の文字コー ド 「18」 に変換される。
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8.6.1.2 PDUモー ドのSMS送信

PDUモー ド でSMSを送信するには、 外部装置でPDUを生成する必要があ り ます。 PDUは、 SCA と TPDUによ って
構成されます。 TPDUの構造については、 「送信SMSのTPDU」 (P.154)をご参照 く だ さい。

例 ： SMSセン ターの番号が 「+8190XXXXXXX」、 SMSの送信先の電話番号が 「090XXXXXXXX」、 SMS本文 （GSM7
ビ ッ ト デフ ォル ト アルフ ァベ ッ ト ） が 「test」 の場合のデータ例

AT+CMGS=17

> 0001000B8190X0XXXXXXXX000004F4F29C0E<ctrl-Z>

データ例の構成と内容を左から図8-36に示し ます。

SCA
TPDU

RP～MTI MR DAのア ド レス長 DAのア ド レス タ イプ DA-numbers PID DCS UDL UD

00 01 00 0B 81 90X0XXXXXXXX 00 00 04 F4F29C0E

図8-36 データ例のPDU構成と内容

説明

• 図8-36では、 各パラ メ ータ を以下のよ う に設定し ています。
SCA ： SMSセン ターの番号 「+8190XXXXXXX」 を 「00」 で代替(P.153)。
DA-numbers ： 「090XXXXXXXX」 を図6-5(P.153)のよ う に、 「90X0XXXXXXXX」 に変換。
UD：GSM7ビ ッ ト デフ ォル ト アルフ ァベ ッ ト の「test」を図8-35(P.215)のよ う に、8bit構成の「F4F29C0E」に変換。

• データ例のPDUを本装置に入力する場合は、 16進数で以下のとお り に入力し ます。
"30 30 30 31 30 30 30 42 38 31 39 30 3X 30 3X 3X 3X 3X 3X 3X 4X 3X 30 30 30 30 30 34 46 34 46 32 39 43 30 45"
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PDUモー ドのSMSの送信方法には、 次の2種類があ り ます。

I. PDUモー ド でSMSを保存し てから送信する場合

AT+CMGW コ マ ン ド (P.114) によ っ てSMSの内容が ド コ モUIM カー ド または本装置内に保存 さ れている場合、
AT+CMSS コ マン ド (P.116)を使用し て保存されているSMSをネ ッ ト ワーク側に送信できます。

図8-37 PDUモー ド でSMSを保存し て送信するシーケンス
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II. PDUモー ド でSMSを直接送信する場合

AT+CMGS コ マン ド を使用し て、 SMSを直接ネ ッ ト ワーク側へ送信し ます(P.112)。

図8-38 PDUモー ド でSMSを直接送信するシーケンス

8.6.1.3 PDUモー ドのSMS表示

I. SMSを受信する場合

本装置がSMSを受信する と、 AT+CNMIコ マン ドの設定に従って外部装置に通知し ます(P.122)。

図8-39 SMSを受信するシーケンス
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II. PDUモー ド で1件のSMSを読み出す場合

AT+CMGR コマン ド を使用し て、 1件のSMSを読み出し て表示し ます(P.109)。

図8-40 PDUモー ド で1件のSMSを読み出すシーケンス

III. PDUモー ド ですべてのSMSの内容を一覧表示する場合

AT+CMGL コ マン ド を使用し て、 メ モ リ内のすべてのSMSの内容を一覧表示し ます(P.105)。

図8-41 PDUモー ド ですべてのSMSを一覧表示するシーケンス
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8.6.2 TEXTモー ドのSMS

本装置は、 AT+CMGF コ マン ドのパラ メ ータ <mode> を 1に設定する こ とによ り （AT+CMGF=1） 、 TEXT モー ド で
SMSを送受信できます(P.104)。

8.6.2.1 TEXTモー ドの文字コー ド設定

TEXTモー ドの場合、 使用する文字コー ド をAT+CSCSコ マン ド で設定し ます(P.134)。

• TEXTモー ドのSMSを使用する場合は、 本装置の電源をONにし た後、 またはAT%RESET、 AT%AUTORESETによ
る リ セ ッ ト の実行後に、 毎回、 AT+CSCS コ マン ド で使用する文字コー ド を設定し て く だ さい。

I. 送信SMSに入力する場合

表8-4 送信SMSの文字コー ド設定ご との入力データ

II. SMSを表示する場合

SMSの文字コー ド と AT+CSCS コ マン ドの設定値の組み合わせによる、 電話番号と メ ッ セージの読み出し方法
を以下に示し ます。

●電話番号について

SMSの文字コー ド にかかわらず、AT+CSCS コ マン ド の設定値に基づきデータが出力されます。外部装置は、
本装置の文字コー ド 設定に基づいて変換し て く だ さい。

● メ ッ セージについて

SMSの文字コー ド によ り読み出し方法が異なるため、 次の手順を実施し て く だ さい。

1．SMSの文字コー ドは、 受信し たSMSのDCS値から判断し て く だ さい(P.156)。

2-1．SMSの文字コー ドが8bitデータ またはUCS2の場合

SMSの文字コー ド に基づきデータが出力されます。 外部装置は、 DCS値で判断できる文字コー ド に基
づいて変換し て く だ さい。

2-2．SMSの文字コー ドがGSMの場合

AT+CSCS コ マン ド の設定値に基づきデー タが出力されます。 外部装置は、 AT+CSCS コ マン ド の設定
値に基づいて変換し て く だ さい。

文字コー ド設定値

送信SMSの入力内容

電話番号
「例 ： "1"の場合」

メ ッ セージ
「例 ： "@"の場合」

GSM
1文字 １ バイ ト 表現
「0x31」

1文字 １ バイ ト 表現
「0x00」

IRA
1文字 １ バイ ト 表現
「0x31」

1文字2バイ ト 表現
「0x34 0x30」
※IRAで"＠"を示す文字コー ド 「0x40」 を
半オク テ ッ ト 単位に分割し て、 1文字ご と
にIRAで変換し て く だ さい。

UCS2

1文字4バイ ト 表現
「0x30 0x30 0x33 0x31」
※UCS2で"1"を示す文字コー ド
「0X00 0X31」 を半オク テ ッ ト 単位に分割し
て、 1文字ご とにIRAで変換し て く だ さい。

1文字4バイ ト 表現
「0x30 0x30 0x34 0x30」
※UCS2で"＠"を示す文字コー ド
「0X00 0X40」 を半オク テ ッ ト 単位に分割し
て、 1文字ご とにIRAで変換し て く だ さい。
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表8-5 SMS表示時の文字コー ド設定ご との出力データ

SMSの
文字コー ド

表示側の

文字コー ド 設定

SMSの表示内容

電話番号
「例 ： "1"の場合」

メ ッ セージ本文
「例 ： "@"の場合」

GSM

GSM
1文字1バイ ト 表現
「0x31」

1文字1バイ ト 表現
「0x00」

IRA
1文字1バイ ト 表現
「0x31」

1文字1バイ ト 表現
「0x40」

UCS2

1文字4バイ ト 表現
「0x30 0x30 0x33 0x31」
※UCS2で"1"を示す文字コー ド
「0X00 0X31」 を半オク テ ッ ト 単位に分
割し て、 1文字ご とにIRAで変換されて
います。

1文字4バイ ト 表現
「0x30 0x30 0x34 0X30」
※UCS2で"＠"を示す文字コー ド
「0X00 0X40」 を半オク テ ッ ト 単位に分
割し て、 1文字ご とにIRAで変換されて
います。

8bitデータ
（ユーザー定義）

GSM
1文字1バイ ト 表現
「0x31」

1文字2バイ ト 表現
「0x34 0x30」
※IRAで"＠"を示すコー ド 「0x40」 を
半オク テ ッ ト 単位に分割し て、 1文字
ご とにIRAで変換されています。

IRA
1文字1バイ ト 表現
「0x31」

UCS2

1文字4バイ ト 表現
「0x30 0x30 0x33 0x31」
※UCS2で"1"を示す文字コー ド
「0X00 0X31」 を半オク テ ッ ト 単位に分
割し て、 1文字ご とにIRAで変換されて
います。

UCS2

GSM
1文字1バイ ト 表現
「0x31」

1文字4バイ ト 表現
「0x30 0x30 0x34 0X30」
※UCS2で"＠"を示す文字コー ド
「0X00 0X40」 を半オク テ ッ ト 単位に分
割し て、 1文字ご とにIRAで変換されて
います。

IRA
1文字1バイ ト 表現
「0x31」

UCS2

1文字4バイ ト 表現
「0x30 0x30 0x33 0x31」
※UCS2で"1"を示す文字コー ド
「0X00 0X31」 を半オク テ ッ ト 単位に分
割し て、 1文字ご とにIRAで変換されて
います。
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8.6.2.2 TEXTモー ドのSMS送信

TEXT モー ド のSMSは、 AT コ マン ド で電話番号と メ ッ セージ本文を入力し て送信し ます。 送信可能な文字一覧
は、 付録G （P.264）、 付録H （P.265） をご覧 く だ さい。

I. TEXTモー ドのSMSを保存し てから送信する場合

AT+CMGW コ マ ン ド (P.114) によ っ てSMSの内容が ド コ モUIM カー ド または本装置内に保存 さ れている場合、
AT+CMSS コ マン ド (P.116)を使用し て保存されているSMSをネ ッ ト ワーク側に送信できます。

図8-42 TEXTモー ド のSMSを保存し てから送信するシーケンス

II. TEXTモー ドのSMSを直接送信する場合

AT+CMGS コ マン ド を使用し て、 SMSを直接ネ ッ ト ワーク側へ送信し ます(P.112)。

図8-43 TEXTモー ドのSMSを直接送信するシーケンス
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8.6.2.3 TEXTモー ドのSMS表示

I. SMSを受信する場合

TEXTモー ドのSMS受信は、 PDUモー ドの場合と同じ です(P.218)。

II. TEXTモー ド で1件のSMSを読み出す場合

AT+CMGR コマン ド を使用し て、 1件のSMSを読み出し て表示し ます(P.109)。

図8-44 TEXTモー ド で1件のSMSを読み出すシーケンス

説明

• 文字コー ド の設定に応じ た入力方式については、 「送信SMSに入力する場合」 (P.220)をご参照 く だ さい。
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III. TEXTモー ド ですべてのSMSの内容を一覧表示する場合

AT+CMGL コ マン ド を使用し て、 メ モ リ内のすべてのSMSの内容を一覧表示し ます(P.105)。

図8-45 TEXTモー ド ですべてのSMSを一覧表示するシーケンス

注意

• 読み出し たSMSの文字コー ド設定と外部装置側が対応し ている文字コー ドの組み合わせによ っては、 SMSが
正し く 表示されない場合があ り ます。 外部装置側は、 <dcs>の値によ ってSMSの文字コー ド を識別できます。
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◆受信SMSの文字コー ド に応じ た処理方法について

受信し たSMSの文字コー ド が8bitデータの場合、 文字コー ド は送信側のユーザー定義で規定されているため、 本装
置では直接変換し ません。 本装置が1オク テ ッ ト を半オク テ ッ ト 単位に分割後にIRAで変換し たデータ を外部装置側
で変換する必要があ り ます。

受信し たSMSの文字コー ド が8bitデータ （ユーザー定義） に設定されている場合の本装置および外部装置の変換処
理を図8-46に示し ます。

図8-46 受信SMSの文字コー ド形式が8bit （ユーザー定義） の場合のメ ッ セージ処理

受信し たSMSの文字コー ドがUCS2に設定されている場合の本装置および外部装置の変換処理を図8-47に示し ます。

図8-47 受信SMSの文字コー ド 形式がUCS2の場合のメ ッ セージ処理

+CMGR、+CMGL

+CMGR、+CMGL
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8.6.2.4 TEXTモー ドのSMS送受信の事例

文字コー ドの設定に応じ たSMSの送受信の事例を示し ます。

DO ： 本装置から外部装置へ送られるデータ 　 DI ： 外部装置から本装置へ返されるデータ

I. 送信SMSの事例

例と し て、 次のAT コ マン ド の実行による送信内容をHEX と ASCIIで表現し て表8-6～表8-8に示し ます。

at+cmgs="090XXXXXXXX"
> test

+CMGS: 23

OK

表8-6 文字コー ドがGSM7ビ ッ ト デフ ォル ト アルフ ァベ ッ ト のSMSの送信

DO

HEX 61 74 2b 63 6d 67 73 3d 22 30 39 30

ASCII a t + c m g s = " 0 9 0

HEX 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 0d 0a

ASCII X X X X X X X X " <CR> <LF>

DI
HEX 0d 0a 3e 20

ASCII <CR> <LF> > <SP>

DO
HEX 74 65 73 74

ASCII t e s t

DO
HEX 1a

ASCII ctrl+z

DI
HEX 0d 0a

ASCII <CR> <LF>

DI
HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 53 3a 20 32 33 0d

ASCII <CR> <LF> + C M G S : <SP> 2 3 <CR>

DI
HEX 0a 0d 0a 4f 4b 0d 0a

ASCII <LF> <CR> <LF> O K <CR> <LF>
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表8-7 文字コー ドがIRAのSMSの送信

DO

HEX 61 74 2b 63 6d 67 73 3d 22 30 39 30

ASCII a t + c m g s = " 0 9 0

HEX 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 0d 0a

ASCII X X X X X X X X " <CR> <LF>

DI
HEX 0d 0a 3e 20

ASCII <CR> <LF> > <SP>

DO
HEX 37 34 36 35 37 33 37 34

ASCII 7 4 6 5 7 3 7 4

DO
HEX 1a

ASCII ctrl+z

DI
HEX 0d 0a

ASCII <CR> <LF>

DI
HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 53 3a 20 32 34 0d

ASCII <CR> <LF> + C M G S : <SP> 2 4 <CR>

DI
HEX 0a 0d 0a 4f 4b 0d 0a

ASCII <LF> <CR> <LF> O K <CR> <LF>
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表8-8 文字コー ドがUCS2のSMSの送信

DO

HEX 61 74 2b 63 6d 67 73 3d 22 30 30 33

ASCII a t + c m g s = " 0 0 3

HEX 30 30 30 33 39 30 30 33 30 30 30 33

ASCII 0 0 0 3 9 0 0 3 0 0 0 3

HEX 31 30 30 33 32 30 30 33

ASCII 1 0 0 3 2 0 0 3

HEX 33 30 30 33 34 30 30 33 35 30 30 33

ASCII 3 0 0 3 4 0 0 3 5 0 0 3

HEX 36 30 30 33 37 30 30 33 38 22 0d 0a

ASCII 6 0 0 3 7 0 0 3 8 " <CR> <LF>

DI
HEX 0d 0a 3e 20

ASCII <CR> <LF> > <SP>

DO

HEX 30 30 37 34 30 30 36 35 30 30 37 33

ASCII 0 0 7 4 0 0 6 5 0 0 7 3

HEX 30 30 37 34

ASCII 0 0 7 4

DO
HEX 1a

ASCII ctrl+z

DI
HEX 0d 0a

ASCII <CR> <LF>

DI
HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 53 3a 20 32 35 0d

ASCII <CR> <LF> + C M G S : <SP> 2 5 <CR>

DI
HEX 0a 0d 0a 4f 4b 0d 0a

ASCII <LF> <CR> <LF> O K <CR> <LF>
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II. 受信SMSの事例

例と し て、 次のAT コ マン ド の実行による受信内容をHEX と ASCIIで表現し て表8-9～表8-17に示し ます。

at+cmgr=15
+CMGR: "REC  READ","090XXXXXXXX",,"11/01/13,10:21:02+00",129,4,0,0,"+8190XXXXXXX",145,4

test

OK

表8-9 文字コー ドがGSM7ビ ッ ト デフ ォル ト アルフ ァベ ッ ト のSMS表示 （本装置の文字コー ド設定が"GSM"の場合）

DO
HEX 61 74 2b 63 6d 67 72 3d 31 35 0d 0a

ASCII a t + c m g r = 1 5 <CR> <LF>

DI

HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 52 3a 20 22 52 45

ASCII <CR> <LF> + C M G R : <SP> " R E

HEX 43 20 52 45 41 44 22 2c 22 30 39 30

ASCII C <SP> R E A D " , " 0 9 0

HEX 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 2c 2c 22

ASCII X X X X X X X X " , , "

HEX 31 31 2f 30 31 2f 31 33 2c 31 30 3a

ASCII 1 1 / 0 1 / 1 3 , 1 0 :

HEX 32 31 3a 30 32 2b 30 30 22 2c 31 32

ASCII 2 1 : 0 2 + 0 0 " , 1 2

HEX 39 2c 34 2c 30 2c 30 2c 22 2b 38 31

ASCII 9 , 4 , 0 , 0 , " + 8 1

HEX 39 30 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 2c 31

ASCII 9 0 X X X X X X X " , 1

HEX 34 35 2c 34 0d 0a

ASCII 4 5 , 4 <CR> <LF>

HEX 74 65 73 74 0d 0a

ASCII t e s t <CR> <LF>

HEX 0d 0a 4f 4b 0d 0a

ASCII <CR> <LF> O K <CR> <LF>
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表8-10 文字コー ドがGSM7ビ ッ ト デフ ォル ト アルフ ァベ ッ ト のSMS表示 （本装置の文字コー ド設定が"IRA"の場合）

DO
HEX 61 74 2b 63 6d 67 72 3d 31 35 0d 0a

ASCII a t + c m g r = 1 5 <CR> <LF>

DI

HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 52 3a 20 22 52 45

ASCII <CR> <LF> + C M G R : <SP> " R E

HEX 43 20 52 45 41 44 22 2c 22 30 39 30

ASCII C <SP> R E A D " , " 0 9 0

HEX 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 2c 2c 22

ASCII X X X X X X X X " , , "

HEX 31 31 2f 30 31 2f 31 33 2c 31 30 3a

ASCII 1 1 / 0 1 / 1 3 , 1 0 :

HEX 32 31 3a 30 32 2b 30 30 22 2c 31 32

ASCII 2 1 : 0 2 + 0 0 " , 1 2

HEX 39 2c 34 2c 30 2c 30 2c 22 2b 38 31

ASCII 9 , 4 , 0 , 0 , " + 8 1

HEX 39 30 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 2c 31

ASCII 9 0 X X X X X X X " , 1

HEX 34 35 2c 34 0d 0a

ASCII 4 5 , 4 <CR> <LF>

HEX 74 65 73 74 0d 0a

ASCII t e s t <CR> <LF>

HEX 0d 0a 4f 4b 0d 0a

ASCII <CR> <LF> O K <CR> <LF>
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表8-11 文字コードがGSM7ビ ッ ト デフ ォル ト アルフ ァベッ ト のSMS表示 （本装置の文字コード設定が"UCS2"の場合）

DO
HEX 61 74 2b 63 6d 67 72 3d 31 35 0d 0a

ASCII a t + c m g r = 1 5 <CR> <LF>

DI

HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 52 3a 20 22 52 45

ASCII <CR> <LF> + C M G R : <SP> " R E

HEX 43 20 52 45 41 44 22 2c 22 30 30 33

ASCII C <SP> R E A D " , " 0 0 3

HEX 30 30 30 33 39 30 30 33 30 30 30 33

ASCII 0 0 0 3 9 0 0 3 0 0 0 3

HEX 31 30 30 33 32 30 30 33 33 30 30 33

ASCII 1 0 0 3 2 0 0 3 3 0 0 3

HEX 34 30 30 33 35 30 30 33 36 30 30 33

ASCII 4 0 0 3 5 0 0 3 6 0 0 3

HEX 37 30 30 33 38 22 2c 2c 22 31 31 2f

ASCII 7 0 0 3 8 " , , " 1 1 /

HEX 30 31 2f 31 33 2c 31 30 3a 32 31 3a

ASCII 0 1 / 1 3 , 1 0 : 2 1 :

HEX 30 32 2b 30 30 22 2c 31 32 39 2c 34

ASCII 0 2 + 0 0 " , 1 2 9 , 4

HEX 2c 30 2c 30 2c 22 30 30 32 42 30 30

ASCII , 0 , 0 , " 0 0 2 B 0 0

HEX 33 38 30 30 33 31 30 30 33 39 30 30

ASCII 3 8 0 0 3 1 0 0 3 9 0 0

HEX 33 30 30 30 33 33 30 30 33 31 30 30

ASCII 3 0 0 0 3 3 0 0 3 1 0 0

HEX 33 30 30 30 33 31 30 30 33 36 30 30

ASCII 3 0 0 0 3 1 0 0 3 6 0 0

HEX 33 35 30 30 33 32 22 2c 31 34 35 2c

ASCII 3 5 0 0 3 2 " , 1 4 5 ,

HEX 34 0d 0a 30 30 37 34 30 30 36 35 30

ASCII 4 <CR> <LF> 0 0 7 4 0 0 6 5 0

HEX 30 37 33 30 30 37 34 0d 0a 0d 0a 4f

ASCII 0 7 3 0 0 7 4 <CR> <LF> <CR> <LF> O

HEX 4b 0d 0a

ASCII K <CR> <LF>
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表8-12 文字コー ドが8bitデータ （ユーザー定義） のSMS表示 （本装置の文字コー ド設定が"GSM"の場合）

DO
HEX 61 74 2b 63 6d 67 72 3d 31 34 0d 0a

ASCII a t + c m g r = 1 4 <CR> <LF>

DI

HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 52 3a 20 22 52 45

ASCII <CR> <LF> + C M G R : <SP> " R E

HEX 43 20 52 45 41 44 22 2c 22 30 39 30

ASCII C <SP> R E A D " , " 0 9 0

HEX 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 2c 2c 22

ASCII X X X X X X X X " , , "

HEX 31 31 2f 30 31 2f 31 33 2c 31 30 3a

ASCII 1 1 / 0 1 / 1 3 , 1 0 :

HEX 31 39 3a 35 33 2b 30 30 22 2c 31 32

ASCII 1 9 : 5 3 + 0 0 " , 1 2

HEX 39 2c 34 2c 30 2c 34 2c 22 2b 38 31

ASCII 9 , 4 , 0 , 4 , " + 8 1

HEX 39 30 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 2c 31

ASCII 9 0 X X X X X X X " , 1

HEX 34 35 2c 34 0d 0a 37 34 36 35 37 33

ASCII 4 5 , 4 <CR> <LF> 7 4 6 5 7 3

HEX 37 34 0d 0a 0d 0a 4f 4b 0d 0a

ASCII 7 4 <CR> <LF> <CR> <LF> O K <CR> <LF>
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表8-13 文字コー ドが8bitデータ （ユーザー定義） のSMS表示 （本装置の文字コー ド設定が"IRA"の場合）

DO
HEX 61 74 2b 63 6d 67 72 3d 31 34 0d 0a

ASCII a t + c m g r = 1 4 <CR> <LF>

DI

HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 52 3a 20 22 52 45

ASCII <CR> <LF> + C M G R : <SP> " R E

HEX 43 20 52 45 41 44 22 2c 22 30 39 30

ASCII C <SP> R E A D " , " 0 9 0

HEX 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 2c 2c 22

ASCII X X X X X X X X " , , "

HEX 31 31 2f 30 31 2f 31 33 2c 31 30 3a

ASCII 1 1 / 0 1 / 1 3 , 1 0 :

HEX 31 39 3a 35 33 2b 30 30 22 2c 31 32

ASCII 1 9 : 5 3 + 0 0 " , 1 2

HEX 39 2c 34 2c 30 2c 34 2c 22 2b 38 31

ASCII 9 , 4 , 0 , 4 , " + 8 1

HEX 39 30 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 2c 31

ASCII 9 0 X X X X X X X " , 1

HEX 34 35 2c 34 0d 0a 37 34 36 35 37 33

ASCII 4 5 , 4 <CR> <LF> 7 4 6 5 7 3

HEX 37 34 0d 0a 0d 0a 4f 4b 0d 0a

ASCII 7 4 <CR> <LF> <CR> <LF> O K <CR> <LF>
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表8-14 文字コー ドが8bitデータ （ユーザー定義） のSMS表示 （本装置の文字コー ド設定が"UCS2"の場合）

DO
HEX 61 74 2b 63 6d 67 72 3d 31 34 0d 0a

ASCII a t + c m g r = 1 4 <CR> <LF>

DI

HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 52 3a 20 22 52 45

ASCII <CR> <LF> + C M G R : <SP> " R E

HEX 43 20 52 45 41 44 22 2c 22 30 30 33

ASCII C <SP> R E A D " , " 0 0 3

HEX 30 30 30 33 39 30 30 33 30 30 30 33

ASCII 0 0 0 3 9 0 0 3 0 0 0 3

HEX 31 30 30 33 32 30 30 33 33 30 30 33

ASCII 1 0 0 3 2 0 0 3 3 0 0 3

HEX 34 30 30 33 35 30 30 33 36 30 30 33

ASCII 4 0 0 3 5 0 0 3 6 0 0 3

HEX 37 30 30 33 38 22 2c 2c 22 31 31 2f

ASCII 7 0 0 3 8 " , , " 1 1 /

HEX 30 31 2f 31 33 2c 31 30 3a 31 39 3a

ASCII 0 1 / 1 3 , 1 0 : 1 9 :

HEX 35 33 2b 30 30 22 2c 31 32 39 2c 34

ASCII 5 3 + 0 0 " , 1 2 9 , 4

HEX 2c 30 2c 34 2c 22 30 30 32 42 30 30

ASCII , 0 , 4 , " 0 0 2 B 0 0

HEX 33 38 30 30 33 31 30 30 33 39 30 30

ASCII 3 8 0 0 3 1 0 0 3 9 0 0

HEX 33 30 30 30 33 33 30 30 33 31 30 30

ASCII 3 0 0 0 3 3 0 0 3 1 0 0

HEX 33 30 30 30 33 31 30 30 33 36 30 30

ASCII 3 0 0 0 3 1 0 0 3 6 0 0

HEX 33 35 30 30 33 32 22 2c 31 34 35 2c

ASCII 3 5 0 0 3 2 " , 1 4 5 ,

HEX 34 0d 0a 37 34 36 35 37 33 37 34 0d

ASCII 4 <CR> <LF> 7 4 6 5 7 3 7 4 <CR>

HEX 0a 0d 0a 4f 4b 0d 0a

ASCII <LF> <CR> <LF> O K <CR> <LF>
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表8-15 文字コー ドがUCS2のSMS表示 （本装置の文字コー ド設定が"GSM"の場合）

DO
HEX 61 74 2b 63 6d 67 72 3d 31 32 0d 0a

ASCII a t + c m g r = 1 2 <CR> <LF>

DI

HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 52 3a 20 22 52 45

ASCII <CR> <LF> + C M G R : <SP> " R E

HEX 43 20 52 45 41 44 22 2c 22 30 39 30

ASCII C <SP> R E A D " , " 0 9 0

HEX 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 2c 2c 22

ASCII X X X X X X X X " , , "

HEX 31 31 2f 30 31 2f 31 33 2c 31 30 3a

ASCII 1 1 / 0 1 / 1 3 , 1 0 :

HEX 31 31 3a 35 30 2b 30 30 22 2c 31 32

ASCII 1 1 : 5 0 + 0 0 " , 1 2

HEX 39 2c 34 2c 30 2c 38 2c 22 2b 38 31

ASCII 9 , 4 , 0 , 8 , " + 8 1

HEX 39 30 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 2c 31

ASCII 9 0 X X X X X X X " , 1

HEX 34 35 2c 34 0d 0a 30 30 37 34 30 30

ASCII 4 5 , 4 <CR> <LF> 0 0 7 4 0 0

HEX 36 35 30 30 37 33 30 30 37 34 0d 0a

ASCII 6 5 0 0 7 3 0 0 7 4 <CR> <LF>

HEX 0d 0a 4f 4b 0d 0a

ASCII <CR> <LF> O K <CR> <LF>
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表8-16 文字コー ドがUCS2のSMS表示 （本装置の文字コー ド設定が"IRA"の場合）

DO
HEX 61 74 2b 63 6d 67 72 3d 31 32 0d 0a

ASCII a t + c m g r = 1 2 <CR> <LF>

DI

HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 52 3a 20 22 52 45

ASCII <CR> <LF> + C M G R : <SP> " R E

HEX 43 20 52 45 41 44 22 2c 22 30 39 30

ASCII C <SP> R E A D " , " 0 9 0

HEX 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 2c 2c 22

ASCII X X X X X X X X " , , "

HEX 31 31 2f 30 31 2f 31 33 2c 31 30 3a

ASCII 1 1 / 0 1 / 1 3 , 1 0 :

HEX 31 31 3a 35 30 2b 30 30 22 2c 31 32

ASCII 1 1 : 5 0 + 0 0 " , 1 2

HEX 39 2c 34 2c 30 2c 38 2c 22 2b 38 31

ASCII 9 , 4 , 0 , 8 , " + 8 1

HEX 39 30 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 2c 31

ASCII 9 0 X X X X X X X " , 1

HEX 34 35 2c 34 0d 0a 30 30 37 34 30 30

ASCII 4 5 , 4 <CR> <LF> 0 0 7 4 0 0

HEX 36 35 30 30 37 33 30 30 37 34 0d 0a

ASCII 6 5 0 0 7 3 0 0 7 4 <CR> <LF>

HEX 0d 0a 4f 4b 0d 0a

ASCII <CR> <LF> O K <CR> <LF>
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表8-17 文字コー ドがUCS2のSMS表示 （本装置の文字コー ド設定が"UCS2"の場合）

DO
HEX 61 74 2b 63 6d 67 72 3d 31 32 0d 0a

ASCII a t + c m g r = 1 2 <CR> <LF>

DI

HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 52 3a 20 22 52 45

ASCII <CR> <LF> + C M G R : <SP> " R E

HEX 43 20 52 45 41 44 22 2c 22 30 30 33

ASCII C <SP> R E A D " , " 0 0 3

HEX 30 30 30 33 39 30 30 33 30 30 30 33

ASCII 0 0 0 3 9 0 0 3 0 0 0 3

HEX 31 30 30 33 32 30 30 33 33 30 30 33

ASCII 1 0 0 3 2 0 0 3 3 0 0 3

HEX 34 30 30 33 35 30 30 33 36 30 30 33

ASCII 4 0 0 3 5 0 0 3 6 0 0 3

HEX 37 30 30 33 38 22 2c 2c 22 31 31 2f

ASCII 7 0 0 3 8 " , , " 1 1 /

HEX 30 31 2f 31 33 2c 31 30 3a 31 31 3a

ASCII 0 1 / 1 3 , 1 0 : 1 1 :

HEX 35 30 2b 30 30 22 2c 31 32 39 2c 34

ASCII 5 0 + 0 0 " , 1 2 9 , 4

HEX 2c 30 2c 38 2c 22 30 30 32 42 30 30

ASCII , 0 , 8 , " 0 0 2 B 0 0

HEX 33 38 30 30 33 31 30 30 33 39 30 30

ASCII 3 8 0 0 3 1 0 0 3 9 0 0

HEX 33 30 30 30 33 33 30 30 33 31 30 30

ASCII 3 0 0 0 3 3 0 0 3 1 0 0

HEX 33 30 30 30 33 31 30 30 33 36 30 30

ASCII 3 0 0 0 3 1 0 0 3 6 0 0

HEX 33 35 30 30 33 32 22 2c 31 34 35 2c

ASCII 3 5 0 0 3 2 " , 1 4 5 ,

HEX 34 0d 0a 30 30 37 34 30 30 36 35 30

ASCII 4 <CR> <LF> 0 0 7 4 0 0 6 5 0

HEX 30 37 33 30 30 37 34 0d 0a 0d 0a 4f

ASCII 0 7 3 0 0 7 4 <CR> <LF> <CR> <LF> O

HEX 4b 0d 0a

ASCII K <CR> <LF>
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III. 圏外着信通知のSMSの事例 （本装置の文字コー ド設定が"GSM"の場合）

例と し て、 以下のATコ マン ドの実行による受信内容をHEX と ASCIIで表現し て表8-18に示し ます。

at+cmgl="REC UNREAD"

+CMGL: 1,"REC UNREAD","DoCoMo SMS",,"11/02/09,17:42:07+36",208,24

02/09 17:41

090XXXXXXXX

OK

at+cmgr=1

+CMGR: "REC READ","DoCoMo SMS",,"11/02/09,17:42:07+36",208,4,0,0,"+8190XXXXXXX",145,24

02/09 17:41

090XXXXXXXX

OK

表8-18 圏外着信通知のSMS表示 （本装置の文字コー ド設定が"GSM"の場合）

【A】

DO

Hex 61 74 2b 63 6d 67 6c 3d 22 52 45 43

Ascii a t + c m g l = " R E C

Hex 20 55 4e 52 45 41 44 22 0d 0a

Ascii <SP> U N R E A D " <CR> <LF>

DI  

Hex 0d 0a 2b 43 4d 47 4c 3a 20 31 2c 22

Ascii <CR> <LF> + C M G L : <SP> 1 , "

Hex 52 45 43 20 55 4e 52 45 41 44 22 2c

Ascii R E C <SP> U N R E A D " ,

Hex 22 44 6f 43 6f 4d 6f 20 53 4d 53 22

Ascii " D o C o M o <SP> S M S "

Hex 2c 2c 22 31 31 2f 30 32 2f 30 39 2c

Ascii , , " 1 1 / 0 2 / 0 9 ,

Hex 31 37 3a 34 32 3a 30 37 2b 33 36 22

Ascii 1 7 : 4 2 : 0 7 + 3 6 "

Hex 2c 32 30 38 2c 32 34 0d 0a 30 32 2f

Ascii , 2 0 8 , 2 4 <CR> <LF> 0 2 /

Hex 30 39 20 31 37 3a 34 31 0d 0a 30 39

Ascii 0 9 <SP> 1 7 : 4 1 <CR> <LF> 0 9

Hex 30 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 0d 0a 0d

Ascii 0 X X X X X X X X <CR> <LF> <CR>

Hex 0a 4f 4b 0d 0a

Ascii <LF> O K <CR> <LF>
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【B】

DO
Hex 61 74 2b 63 6d 67 72 3d 31 0d 0a

Ascii a t + c m g r = 1 <CR> <LF>

DI

HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 52 3a 20 22 52 45

ASCII <CR> <LF> + C M G R : <SP> " R E

HEX 43 20 52 45 41 44 22 2c 22 44 6f 43

ASCII C <SP> R E A D " , " D o C

HEX 6f 4d 6f 20 53 4d 53 22 2c 2c 22 31

ASCII o M o <SP> S M S " , , " 1

HEX 31 2f 30 32 2f 30 39 2c 31 37 3a 34

ASCII 1 / 0 2 / 0 9 , 1 7 : 4

HEX 32 3a 30 37 2b 33 36 22 2c 32 30 38

ASCII 2 : 0 7 + 3 6 " , 2 0 8

HEX 2c 34 2c 30 2c 30 2c 22 2b 38 31 39

ASCII , 4 , 0 , 0 , " + 8 1 9

HEX 30 3X 3X 3X 3X 3X 3X 3X 22 2c 31 34

ASCII 0 X X X X X X X " , 1 4

HEX 35 2c 32 34 0d 0a 30 32 2f 30 39 20

ASCII 5 , 2 4 <CR> <LF> 0 2 / 0 9 <SP>

HEX 31 37 3a 34 31 0d 0a 30 39 30 3X 3X

ASCII 1 7 : 4 1 <CR> <LF> 0 9 0 X X

HEX 3X 3X 3X 3X 3X 3X 0d 0a 0d 0a 4f 4b

ASCII X X X X X X <CR> <LF> <CR> <LF> O K

HEX 0d 0a

ASCII <CR> <LF>



240

'12/5 第4版

IV. 圏外着信通知のSMSの事例 （本装置の文字コー ド設定が"UCS2"の場合）

例と し て、 以下のATコ マン ドの実行による受信内容をHEX と ASCIIで表現し て表8-19に示し ます。

at+cmgl="REC UNREAD"

+CMGL: 1,"REC UNREAD","0044006F0043006F004D006F00200053004D0053",,"11/02/
09,13:57:26+36",208,24

00300032002F00300039002000310033003A003500360020000A003000390030003100320033003400350036
00370038

OK

at+cmgr=1

+CMGR: "REC READ","0044006F0043006F004D006F00200053004D0053",,"11/02/
09,13:57:26+36",208,4,0,0,"002B00380031003900300035003400320030003000340039",145,24

00300032002F00300039002000310033003A003500360020000A003000390030003100320033003400350036
00370038

OK

表8-19 圏外着信通知SMSの表示 （本装置の文字コー ド設定が"UCS2"の場合）

【A】

DO

HEX 61 74 2b 63 6d 67 6c 3d 22 52 45 43

ASCII a t + c m g l = " R E C

HEX 20 55 4e 52 45 41 44 22 0d 0a

ASCII <SR> U N R E A D " <CR> <LF>

DI

HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 4c 3a 20 31 2c 22

ASCII <CR> <LF> + C M G L : <SP> 1 , "

HEX 52 45 43 20 52 45 41 44 22 2c 30 30

ASCII R E C <SP> R E A D " , 0 0

HEX 34 34 30 30 36 46 30 30 34 33 30 30

ASCII 4 4 0 0 6 F 0 0 4 3 0 0

HEX 36 46 30 30 34 44 30 30 36 46 30 30

ASCII 6 F 0 0 4 D 0 0 6 F 0 0

HEX 32 30 30 30 35 33 30 30 34 44 30 30

ASCII 2 0 0 0 5 3 0 0 4 D 0 0

HEX 35 33 22 2c 2c 22 31 31 2f 30 32 2f

ASCII 5 3 " , , " 1 1 / 0 2 /

HEX 30 39 2c 31 33 3a 35 37 3a 32 36 2b

ASCII 0 9 , 1 3 : 5 7 : 2 6 +

HEX 33 36 22 2c 32 30 38 2c 32 34 0d 0a

ASCII 3 6 " , 2 0 8 , 2 4 <CR> <LF>

続 く →
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DI

HEX 30 30 33 30 30 30 33 32 30 30 32 46

ASCII 0 0 3 0 0 0 3 2 0 0 2 F

HEX 30 30 33 30 30 30 33 39 30 30 32 30

ASCII 0 0 3 0 0 0 3 9 0 0 2 0

HEX 30 30 33 31 30 30 33 33 30 30 33 41

ASCII 0 0 3 1 0 0 3 3 0 0 3 A

HEX 30 30 33 35 30 30 33 36 30 30 32 30

ASCII 0 0 3 5 0 0 3 6 0 0 2 0

HEX 30 30 30 41 30 30 33 30 30 30 33 39

ASCII 0 0 0 A 0 0 3 0 0 0 3 9

HEX 30 30 33 30 30 30 33 31 30 30 33 32

ASCII 0 0 3 0 0 0 3 1 0 0 3 2

HEX 30 30 33 33 30 30 33 34 30 30 33 35

ASCII 0 0 3 3 0 0 3 4 0 0 3 5

HEX 30 30 33 36 30 30 33 37 30 00 03 38

ASCII 0 0 3 6 0 0 3 7 0 0 3 8

HEX 0d 0a 0d 0a 4f 4b 0d 0a

ASCII <CR> <LF> <CR> <LF> O K <CR> <LF>

【B】

DO
HEX 61 74 2b 63 6d 67 72 3d 31 0d 0a

ASCII a t + c m g r = 1 <CR> <LF>

DI

HEX 0d 0a 2b 43 4d 47 52 3a 22 52 45 43

ASCII <CR> <LF> + C M G R : " R E C

HEX 20 52 45 41 44 22 2c 22 30 30 34 34

ASCII <SP> R E A D " , " 0 0 4 4

HEX 30 30 36 46 30 30 34 33 30 30 36 46

ASCII 0 0 6 F 0 0 4 3 0 0 6 F

HEX 30 30 34 44 30 30 36 46 30 30 32 30

ASCII 0 0 4 D 0 0 6 F 0 0 2 0

HEX 30 30 35 33 30 30 34 44 30 30 35 33

ASCII 0 0 5 3 0 0 4 D 0 0 5 3

HEX 22 2c 2c 22 31 31 2f 30 32 2f 30 39

ASCII " , , " 1 1 / 0 2 / 0 9

HEX 2c 31 33 3a 35 37 3a 32 36 2b 33 36

ASCII , 1 3 : 5 7 : 2 6 + 3 6

HEX 22 2c 32 30 38 2c 34 2c 30 2c 30 2c

ASCII " , 2 0 8 , 4 , 0 , 0 ,

続 く →
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DI

HEX 22 30 30 32 42 30 30 33 38 30 30 33

ASCII " 0 0 2 B 0 0 3 8 0 0 3

HEX 31 30 30 33 39 30 30 33 30 30 30 33

ASCII 1 0 0 3 9 0 0 3 0 0 0 3

HEX 35 30 30 33 34 30 30 33 32 30 30 33

ASCII 5 0 0 3 4 0 0 3 2 0 0 3

HEX 30 30 30 33 30 30 30 33 34 30 30 33

ASCII 0 0 0 3 0 0 0 3 4 0 0 3

HEX 39 22 2c 31 34 35 2c 32 34 0d 0a 30

ASCII 9 " , 1 4 5 , 2 4 <CR> <LF> 0

HEX 30 33 30 30 30 33 32 30 30 32 46 30

ASCII 0 3 0 0 0 3 2 0 0 2 F 0

HEX 30 33 30 30 30 33 39 30 30 32 30 30

ASCII 0 3 0 0 0 3 9 0 0 2 0 0

HEX 30 33 31 30 30 33 33 30 30 33 41 30

ASCII 0 3 1 0 0 3 3 0 0 3 A 0

HEX 30 33 35 30 30 33 36 30 30 32 30 30

ASCII 0 3 5 0 0 3 6 0 0 2 0 0

HEX 30 30 41 30 30 33 30 30 30 33 39 30

ASCII 0 0 A 0 0 3 0 0 0 3 9 0

HEX 30 33 30 30 30 33 31 30 30 33 32 30

ASCII 0 3 0 0 0 3 1 0 0 3 2 0

HEX 30 33 33 30 30 33 34 30 30 33 35 30

ASCII 0 3 3 0 0 3 4 0 0 3 5 0

HEX 30 33 36 30 30 33 37 30 30 33 38 0d

ASCII 0 3 6 0 0 3 7 0 0 3 8 <CR>

HEX 0a 0d 0a 4f 4b 0d 0a

ASCII <LF> <CR> <LF> O K <CR> <LF>
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8.6.3 SMSの削除

外部装置はAT+CMGD コ マ ン ド を使用 し て、 <index> で指定 し た保存位置のSMS を削除す る こ と がで き ます
(P.103)。

図8-48 SMSを削除するシーケンス
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8.7 競合条件表

本装置の機能の競合条件を以下に示し ます。

○ ： 開始／共存と も可能 　 △ ： 開始可能、 共存不可 （先発処理終了） 　 × ： 開始／共存と も不可

説明

• ソ フ ト ウ ェ ア更新は、 パケ ッ ト 発信やパケ ッ ト 着信よ り優先度が高いため、 ソ フ ト ウ ェ ア更新を開始する と き
は、 パケ ッ ト 通信は切断されます。

音声通話 SMS
パケ ッ ト

発信
パケ ッ ト

着信

ソ フ ト ウ ェ ア
更新

（更新開始）

音声通話 ○※ ○ ○ ○ ○

SMS ○ × ○ ○ ○

パケ ッ ト 発信 ○ ○ × × △

パケ ッ ト 着信 ○ ○ × × △

ソ フ ト ウ ェ ア更新
（更新開始～ダウ
ンロー ド中）

○ ○ × × ×

ソ フ ト ウ ェ ア更新
（再起動～更新終
了）

○ ○ × × ×

後発処理

先発処理

※ ： キャ ッ チホンサービスをご利用いただけます。
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9 　 ネ ッ ト ワークサービス

この章では、 本装置で使用可能なネ ッ ト ワークサービスを紹介し ます。

9.1 利用でき るネ ッ ト ワークサービス

9.2 各ネ ッ ト ワークサービスの概要

9.1 利用できるネ ッ ト ワークサービス

本装置では、 以下のよ う な ド コ モのネ ッ ト ワークサービスをご利用いただけます。

• キャ ッ チホンは、 AT+CCWA コ マン ド (P.84)や特定番号への音声通話発信、 およびAT%DTMF コ マン ド (P.71)による
DTMF信号送出によ っ て設定できます。 　 また、 AT+CHLD コ マン ド (P.94)を使用し て応答操作ができます。

• その他のネ ッ ト ワークサービスは、 AT+CUSD コマン ド (P.135)によるUSSD信号 （サービス コー ド） の送出や特定
番号への音声通話発信、 およびAT%DTMF コ マン ド (P.71)によるDTMF信号送出によ っ て設定できます。

サービス名 操作内容 申し込み 月額使用料

キャ ッ チホン キャ ッ チホンの開始／停止 必要 有料

留守番電話サービス サービスの開始／停止 必要 有料

留守番電話サービスセン ターへの問い合わせ

通話中着信設定の開始／停止

遠隔操作の開始／停止

転送でんわサービス 転送先電話番号の登録 必要 無料

転送でんわサービスの開始／停止

通話中着信設定の開始／停止

遠隔操作の開始／停止

シ ョ ー ト メ ッ セージサービス （SMS） SMS一括拒否 不要 無料

非通知SMS拒否

国際SMS拒否

非通知SMSおよび国際SMS拒否

SMS拒否設定解除

SMS拒否設定状況確認

電源OFF ・ 圏外時着信お知らせサービス サービス開始／停止 不要 無料

注意

• サービスエ リ ア外や電波の届かない所ではネ ッ ト ワークサービスはご利用できません。

• お申し込み、 お問い合わせについては担当営業までお問い合わせ く だ さい。

• 各ネ ッ ト ワークサービスの詳細、 およびUSSD信号 （サービスコー ド） は 「ご利用ガイ ド ブ ッ ク （ネ ッ ト ワー
クサービス編）」 をご参照 く だ さい。

• USSD信号（サービスコー ド）へのリザル ト コー ド については「FOMA ユビキタ スモジュール®（FOMA® UM01-
HW） 組込ガイ ド ラ イ ン」 をご参照 く だ さい。
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9.2 各ネ ッ ト ワークサービスの概要

9.2.1 キャ ッ チホン

音声通話中に別の音声通話がかかっ てきた と きに、 非請求リザル ト でお知らせし、 現在の音声通話を保留に し
て新しい音声通話に出る こ とができます。

■ キャ ッ チホンの基本的な流れ

1． キャ ッ チホンサービスの開始

2． キャ ッ チホンサービスの設定確認

3． 音声通話中に通話を保留に し てかかっ てきた電話に出る

● ATコ マン ド による操作例

【1． キャ ッ チホンサービスの開始】

AT+CCWA=1,1,255

OK

【2． キャ ッ チホンサービスの設定確認】

AT+CCWA=1,2,255

+CCWA: 1,255

OK

【3． 音声通話中に通話を保留にし てかかってきた電話に出る】

RING

ATA

%CONN:1,0 ←音声通話開始 （第1呼目）

OK

+CCWA: "090XXXXXXXX",177,1  ←第2呼目の着信

AT+CHLD=2

%CONN:2,0 ←2呼目の着信を開始 （第1呼目は保留）

OK

9.2.2 留守番電話サービス

電波の届かない所にいる と き、電源が入っていないと き、設定し た呼出時間内に応答し なかった と きなどに、音
声通話をかけてきた相手に応答メ ッ セージでお答え し、 お客様に代わっ て伝言メ ッ セージをお預かり するサー
ビスです。

■ 留守番電話サービスの基本的な流れ

1． サービスを開始に設定する

2． 電話がかかって く る

3． 電話をかけてきた相手が伝言を録音する

4． 伝言メ ッ セージを再生する

注意

• キャ ッ チホン契約時は、 必ずキャ ッ チホンサービスの設定を有効にし てご利用 く だ さい。
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9.2.3 転送でんわサービス

電波の届かない所にいる と き、電源が入っていないと き、設定し た呼出時間内に応答し なかった と きなどに、か
かってきた音声通話を転送するサービスです。

■ 転送でんわサービスの基本的な流れ

1． 転送先の電話番号を登録する

2． 転送でんわサービスを開始に設定する

3． 電話がかかって く る

4． 電話に出ない場合など指定し た転送先に転送される

9.2.4 シ ョ ー ト メ ッ セージサービス （SMS）

シ ョ ー ト メ ッ セージサービス （SMS） は、 ド コ モのSMSセン ターを介し て、 短文の文字メ ッ セージを手軽に送
受信でき るサービスです。 シ ョ ー ト メ ッ セージサービスを、 一括、 または非通知などのSMS を拒否する こ とが
できます。 また、 設定の解除 ・ 確認を行う こ とができます。

9.2.5 電源OFF ・ 圏外時着信お知らせサービス

電波の届かない所にいる と き、 電源が入っ ていない と きにかかっ てきた音声電話の着信を、 シ ョ ー ト メ ッ セー
ジサービス （SMS） でお知らせするサービスです。 着信者が圏内に入られた り、 電源を入れられた り し た後に、
お知らせし ます。

• 初期状態はサービスが開始設定と なっ ています。

• シ ョ ー ト メ ッ セージ （SMS） の拒否設定を し ていても通知されます。
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10 　 海外利用

この章では、 主に本装置を海外で使用する際の注意事項について紹介し ます。

10.1 国際ロー ミ ング （WORLD WING） の概要

10.2 海外で利用できるサービス

10.3 ご出発前の確認

10.1 国際ロー ミ ング （WORLD WING） の概要

国際ロー ミ ング （WORLD WING） とは、 FOMAネ ッ ト ワークのサービスエ リ ア外の海外でも、 提携する通信事業者
のネ ッ ト ワーク を利用し て音声通話やパケ ッ ト 通信ができるサービスです。

●海外の主なネ ッ ト ワークには、 以下の3種類の通信方式があ り ます。

• 3Gネ ッ ト ワーク

世界標準規格である3GPP （3rd Generation Partnership Project） ※に準拠し た第3世代移動通信方式です。

※ ： 3GPP （3rd Generation Partnership Project） とはIMT-2000 W-CDMAの詳細な仕様を作成するパー ト ナー

シ ッ ププロジ ェ ク ト です。

• GSM （Global System for Mobile Communications） ネ ッ ト ワーク

世界的に も普及し ているデジ タル方式の第2世代移動通信方式です。

• GPRS （General Packet Radio Service） ネ ッ ト ワーク

GSMネ ッ ト ワークでパケ ッ ト 通信を利用できるよ う に し た第2.5世代移動通信方式です。

●本装置は、 3Gネ ッ ト ワークおよびGSM/GPRSネ ッ ト ワークのサービスエ リ アでご利用いただけます。

●海外で本装置をご利用いただ く 前に、 以下をあわせてご覧 く だ さい。

• 「ご利用ガイ ド ブ ッ ク （国際サービス編）」

• 「ご利用ガイ ド ブ ッ ク （ネ ッ ト ワークサービス編）」

• ド コ モの 「国際サービスホームページ」

10.2 海外で利用できるサービス

○ ： 利用可能 　 　 × ： 利用不可

通信サービス 3G GSM GPRS

音声通話 ○ ○ ×

SMS ○ ○ ×

パケ ッ ト 通信 ○ × ○

補足

• 接続する通信事業者やネ ッ ト ワークによ り利用できないサービスがあ り ます。 接続可能な国 ・ 地域および通信
事業者などの情報については、 「ご利用ガイ ド ブ ッ ク （国際サービス編）」 またはド コ モの 「国際サービスホー
ムページ」 をご覧 く だ さい。
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10.3 ご出発前の確認

海外で本装置を利用する際は、 日本国内で次の確認を し て く だ さい。

● ご契約について

• ご自分のド コ モUIMカー ドがWORLD WING、WORLD CALLに対応し ているかど うかご確認 く だ さい。（緑色／白
色のカー ドが対応し てお り ます。）

• 一部ご利用いただけない料金プ ラ ンがあ り ます。

● ネ ッ ト ワークサービスの設定について

ネ ッ ト ワークサービスをご契約いただいている場合、 一部を除 く ネ ッ ト ワークサービスの設定／解除などは、
海外から も操作できます。

• あらかじめ 「遠隔操作設定」 を設定する必要があ り ます。

• 設定／解除などの操作が可能なネ ッ ト ワークサービスの場合で も、 利用する海外通信事業者によ っ ては利用
できないこ とがあ り ます。

●SMSについて

国際ロー ミ ングを利用中で も、 日本国内や海外でFOMA端末をご使用の相手や、 海外通信事業者をご利用の相
手との間でSMSの送受信ができます。

• 海外通信事業者を利用し ている相手にSMSを送信する と きの宛先は、相手の電話番号の前に 「＋」 と相手の国
／地域番号を入力し ます。 相手の電話番号が 「0」 で始まる場合は、 「0」 を除いた電話番号を入力し ます。 た
だ し、 イ タ リ アなど一部の国 ・ 地域に送信する と きは 「0」 が必要な場合があ り ます。

●料金について

海外でのご利用料金 （通話料、 パケ ッ ト 通信料） は日本国内とは異な り ます。

●電源について

海外で本装置に給電する場合は、 渡航先の地域の電源電圧やコ ンセン ト 形状などを確認し て、 外部装置側で必
要な設計や対応を行って く だ さい。

●本装置の国際ロー ミ ング利用に際し ては、 事前に担当営業までご相談 く だ さい。
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11 　 ソ フ ト ウ ェ アの更新

この章では、 本装置のソ フ ト ウ ェ ア更新機能について説明し ます。

11.1 ソ フ ト ウ ェ ア更新

11.2 ソ フ ト ウ ェ ア更新における注意事項

11.3 ソ フ ト ウ ェ ア更新の状態

11.1 ソ フ ト ウ ェ ア更新

本装置のソ フ ト ウ ェ アの更新は、 FOMAネ ッ ト ワーク を利用し て行います。 本装置をご利用いただ く にあた り、 必
ず正常にソ フ ト ウ ェ ア更新が完了するよ う 外部装置の設計を行っ ていただ く 必要があ り ます。 ソ フ ト ウ ェ ア更新
の開始にはAT コ マン ド による ソ フ ト ウ ェ ア更新 （以降、 AT コ マン ド型ソ フ ト ウ ェ ア更新） (P.73) と ネ ッ ト ワーク
からのソ フ ト ウ ェ ア更新 （以降、 NW予約型ソ フ ト ウ ェ ア更新） があ り ます。

●販売後の本装置の機能性向上のため、 FOMAネ ッ ト ワーク経由でソ フ ト ウ ェ アの更新を行う 機能です。

• ソ フ ト ウ ェ ア更新時のパケ ッ ト 通信料は無料です。

● この機能は、 本装置以外のソ フ ト ウ ェ アの更新には使用できません。

● ソ フ ト ウ ェ ア更新はお申し込みが必要と な り ます。 詳細は、 担当営業までお問い合わせ く だ さい。

11.2 ソ フ ト ウ ェ ア更新における注意事項

11.2.1 ソ フ ト ウ ェ ア更新時の禁止事項

本装置の故障の原因と な り ますので、 以下の内容を必ずお守り く だ さい。

1. ソ フ ト ウ ェ ア更新時は、 給電を停止し ないで く だ さい。

2. ソ フ ト ウ ェ ア更新時は、 電源OFFおよびリ セ ッ ト は行わないで く だ さい。

11.2.2 ソ フ ト ウ ェ ア更新を実施するための注意事項

ソ フ ト ウ ェ ア更新の失敗の原因と な り ますので、 以下の内容にご注意 く だ さい。

1. 次の項目に該当する場合、 ソ フ ト ウ ェ ア更新を実行できません。

• ド コ モUIMカー ド が挿入されていない場合

• 電源がOFFの場合

• パケ ッ ト 通信圏外の場合

• 国際ロー ミ ング中の場合

• PIN1 コー ド を入力中の場合

• PIN1 コー ドがロ ッ ク されている場合

2. ソ フ ト ウ ェ ア更新は、 電波の受信レベルが強い状態で、 かつ移動せずに実施する こ と を推奨し ます。 ソ フ ト
ウ ェ ア更新 （ダウンロー ド中） に電波状態が悪 く なる と、 ソ フ ト ウ ェ ア更新に失敗する可能性があ り ます。

3. 接続先限定を利用されている場合、 ソ フ ト ウ ェ ア更新サーバのAPNを登録し ていただ く 必要があ り ます。

• 接続先限定については、 担当営業までお問い合わせ く だ さい。

4. 自動活性化開通方式を利用される場合、 回線が開通し ていないと ソ フ ト ウ ェ ア更新も行えません。 AT コ マン
ド による ソ フ ト ウ ェ ア更新を実施し た場合、 回線開通のみ行なわれます。

• 自動活性化開通方式については、 担当営業までお問い合わせ く だ さい。
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11.2.3 ソ フ ト ウ ェ ア更新実行時の注意事項

ソ フ ト ウ ェ ア更新を実行する と きは、 以下の内容にご注意 く だ さい。

1. 本装置がパケ ッ ト 通信中にソ フ ト ウ ェ ア更新の通知を受信し た場合、 パケ ッ ト 通信が切断され、 ソ フ ト ウ ェ
ア更新が開始されます。

2. 本装置がパケ ッ ト 発信中および着信中にソ フ ト ウ ェ ア更新の通知を受信し た場合、 パケ ッ ト 発着信の処理を
中止し、 ソ フ ト ウ ェ ア更新が開始されます。

3. 本装置がパケ ッ ト 通信切断中にソ フ ト ウ ェ ア更新の通知を受信し た場合、 パケ ッ ト 通信が切断され、 ソ フ ト
ウ ェ ア更新が開始されます。

4. ソ フ ト ウ ェ ア更新時は、パケ ッ ト 通信はご利用いただけません。音声通話の発信、着信には影響あ り ません。
音声通話終了後、 ソ フ ト ウ ェ ア更新のための1回目の再起動へ移行し ます。

5. ソ フ ト ウ ェ ア更新には時間がかかる場合があ り ます。

6. 本装置は、 ソ フ ト ウ ェ ア更新の実行中に再起動し ます。

7. ソ フ ト ウ ェ ア更新時は、 本装置を特定するために製品番号と シ リ アル番号がサーバ （ド コ モが管理する ソ フ
ト ウ ェ ア更新用サーバ） に自動的に送信されますが、 入手し た情報を ド コ モがソ フ ト ウ ェ ア更新以外の用途
に使用する こ とはあ り ません。

8. ソ フ ト ウ ェ ア更新後、 本装置が利用できな く なった場合は、 担当営業にご連絡をお願いいた し ます。

9. ソ フ ト ウ ェ ア更新時 （ダウンロー ド中） に電源OFF し た場合、 リ セ ッ ト し た場合、 パケ ッ ト 通信圏外と なっ
た場合などには、 ダウンロー ド中のデータは破棄され、 次回起動時は、 前回のバージ ョ ンのソ フ ト ウ ェ アで
起動し ます。

10. 複数回実行し ても、 ソ フ ト ウ ェ ア更新が完了し ない場合、 故障の可能性があ り ます。 担当営業にお問い合わ
せ く だ さい。

11.3 ソ フ ト ウ ェ ア更新の状態

ソ フ ト ウ ェ ア更新には、 以下の状態があ り ます。

● ダウンロー ド

本装置がソ フ ト ウ ェ ア更新用のフ ァ イルをサーバ （ド コ モが管理する ソ フ ト ウ ェ ア更新用サーバ） からダウン
ロー ド し ている状態です。 通常6分以内に完了し ます。

●再起動

ダウンロー ド ・ 書き換えが完了する と、 本装置は再起動し ます。 通常5秒以内に完了し ます。

●書き換え中

ダウンロー ド し たフ ァ イルを本装置に書き込みます。 通常80秒以内に完了し ます。

●更新完了通知の送信

ソ フ ト ウ ェ ア更新が完了し、 更新状態をサーバ （ド コ モが管理する ソ フ ト ウ ェ ア更新用サーバ） に送信し ます。
通常90秒以内に完了し ます。

補足

• ソ フ ト ウ ェ ア更新の中止はAT%FOTAABORT コ マン ド で行います(P.71)。
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NW予約型ソ フ ト ウ ェ ア更新については図11-1、 AT コ マン ド型ソ フ ト ウ ェ ア更新については図11-2 をご参照 く だ
さい。

※1 ： %FOTAIND:20が出力される場合は、 以降の処理をせずに更新を終了し ます。

※2 ： %FOTAIND:40 が出力される場合は、 ソ フ ト ウ ェ ア更新が不要です。 ソ フ ト ウ ェ ア更新を終了し ます。 なお、

ダウンロー ド中に更新の確認処理を行う ため、 フ ァ イルをダウンロー ド し ない場合でも FOTA_NはHIGHにな

り ます。

図11-1 NW予約型ソ フ ト ウ ェ ア更新の状態遷移図
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※1 ： %FOTAIND:20が出力される場合は、 以降の処理をせずに更新を終了し ます。

※2 ： %FOTAIND:40 が出力される場合は、 ソ フ ト ウ ェ ア更新が不要です。 ソ フ ト ウ ェ ア更新を終了し ます。 なお、

ダウンロー ド中に更新の確認処理を行う ため、 フ ァ イルをダウンロー ド し ない場合でも FOTA_NはHIGHにな

り ます。

図11-2 AT コ マン ド型ソ フ ト ウ ェ ア更新の状態遷移図
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注意

• AT%FOTAIND=1の場合、 AT%FOTAIND:10 を出力後、 ソ フ ト ウ ェ ア更新の結果に応じ て、 本装置から外部装置
へ以下のリザル ト コー ド が出力されます。

‐ ソ フ ト ウ ェ ア更新に成功し た場合 ： AT%FOTAIND:30

‐ ソ フ ト ウ ェ ア更新に失敗し た場合 ： AT%FOTAIND:20

‐ ソ フ ト ウ ェ ア更新が不要の場合 ： AT%FOTAIND:40
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12 　 使用についての注意事項

この章では、 主に本装置の認証や正常に使用できない場合のチ ェ ッ ク項目について説明し ます。

12.1 認証

12.2 銘版シール

12.3 故障と思ったら

12.1 認証

国際ロー ミ ングでご利用される場合は、 その国ご との各種法令 ・ 認証を確認し て く だ さい。

※本装置はGCF、 CE、 FCC、 RoHS、 PTCRB認証に適合し ています。

12.1.1 端末機器の技術基準適合認定および特定無線設備の技術基準適合証明等

本装置は、 電気通信事業法に基づ く 端末機器の技術基準適合認定等、 及び電波法に基づ く 技術基準適合証明等
を受けています。
本装置は、 電気通信事業法に基づき、 登録認定機関の株式会社DSP リサーチ(DSPR)から設計認証を、 また電波
法に基づき、登録証明機関の財団法人テレ コムエンジニア リ ングセン ター （TELEC） から工事設計認証を受けて
お り ます。
本装置を組み込む外部装置においては、 以下をお守り く だ さい。

(1) 端末機器の技術基準適合認定等

本装置を組み込む外部装置の取扱説明書には、 以下を記載し て く だ さい。

なお、 本装置を外部装置に組み込むにあた り、 その形態によ っ ては、 当該外部装置全体で端末機器の技術基
準適合認定等を取得する必要が生じ る場合があ り ます。 詳し く は、 端末機器の技術基準適合認定等に関する
登録認定機関にお問い合わせ く だ さい。

(2) 特定無線設備の技術基準適合証明等

電波法の規定によ り、本装置を組み込む外部装置のケースおよび取扱説明書には、以下を記載し て く だ さい。

なお、 下記の事項の順守が困難な場合は、 電波法の規定に抵触する可能性があ り ます。

• 接続する外部アンテナについては 「2.3 外部アンテナ」 (P.26)の記載内容を守る こ と。

• 本装置の改造を行わないこ と。

本製品には、 電気通信事業法 第56条 第1項の規定に基づ く 端末機器の設計について認証を受けた以下の
設備が組み込まれてお り ます。

• 機器名称 ： UM01-HW、 認証番号 ： AD090995003

本製品には、 特定無線設備の技術基準適合証明等に関する規則 第2条第1項第11号の3 に規定される以下
の設備が組み込まれてお り ます。

• 機器名称 ： UM01-HW、 工事設計認証番号 ： 001XYAA1632
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12.1.2 その他の適合認定について

(1) FCC

本製品は要求事項に基づいて米国連邦通信委員会(FCC)の認証を取得し ています。

以下の製品は無線機器への技術的要求事項FCC Rule Parts 22H and 24Eに基づいて認証を取得し ています。

機器名称 ： UM01-HW、 認証番号 ： FCC ID:QISUM01-HW

(2) CE

EUでの認証の結果は以下のとお り です。

R&TTE指令1999/5/EC 3.1(a)条、 3.1(b)条および3.2条の規定に基づいて、 以下の端末の設計はCEの認証を取
得し ています。

機器名称 ： UM01-HW、 認証番号 ： NC14439

(3) RoHS

指令2002/95/ECの規定に基づいて、 以下の端末の設計はEUの電子 ・ 電気機器に関するRoHSの要求事項に対
応し ています。

機器名称 ： UM01-HW

(4) GCF

GCF によ る、 TS 51.010、 TS34.121、 TS34.123及びETS 102230の規則の要求事項に基づいて、 以下の端末は
GCFの認証を取得し てお り、 テス ト ケースのバージ ョ ンは3.35.0です。

機器名称 ： UM01-HW

(5) PTCRB

PTCRBの規定によ り、 TS 51.010、 TS34.121、 TS34.123及びETS 102230の規則の要求事項に基づいて、 以下の
端末は認証試験機関のPTCRB認証を取得し てお り、 テス ト ケースのバージ ョ ンは5.0です。

機器名称 ： UM01-HW

なお、 本装置を外部装置に組み込むにあた り、 その形態によ っ ては、 当該外部装置全体で端末機器技術基準
適合認定 （海外での利用時はFCC、 CE等のその他の認証） を取得する必要が生じ る場合があ り ます。 詳し く
は、 端末機器技術基準適合認定に関する登録証明機関にお問い合わせ く だ さい。

◆輸出管理規制

本製品及び付属品は、 日本輸出管理規制 （ 「外国為替及び外国貿易法」 及びその関連法令） 並びに米国再輸出規制
（Export Administration Regulations） の適用を受けます。 本製品及び付属品を輸出及び再輸出する場合は、 お客様の
責任及び費用負担において必要と なる手続き をお取り く だ さい。 詳しい手続きについては経済産業省または米国商
務省へお問い合わせ く だ さい。

注意

• 本装置がソ フ ト ウ ェ ア更新機能によ り ソ フ ト ウ ェ アを更新し た場合、 再認証は必要あ り ません。
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12.2 銘版シール

本装置の銘版シールを図12-1に示し ます。 本装置の銘版シールの製造番号は、 表面 （上図） は数字のみ、 裏面 （下
図） は数字とバーコー ド で表記されます。

• 本装置に貼付されている銘版シールは、 はがさ ないで く だ さい。

図12-1 本装置の銘版シール

12.3 故障と思ったら

本装置を正常に使用できない場合、 以下の項目についてご確認いただき、 確認し て も使用できない場合は担当営
業までご連絡 く だ さい。

現象 関連機能 注意事項

電源が入らない 外部接続コネク タ
（60ピン B2Bコネク タ）

• 外部装置と外部接続コネク タが正し く 接続されている こ と をご確
認 く ださい。

• 電源電圧がDC3.3～4.2Vの範囲内である こ と、 電流が安定し て供給
されている こ と をご確認 く ださい。

• 電源ONのシーケンスが図4-8(P.39) と なっている こ と をご確認 く だ
さい。

認識できない USBイ ン タ フ ェース • 外部装置の基板設計の際、 以下の点にご注意 く ださい。

- USBイ ン タ フ ェースにUSB2.0 Full Speedプロ ト コルの要求事項
が厳格に適用されている こ と

- USB_D+／USB_D-の配線には電気容量が比較的大きいキャパシ
タ などの保護ユニ ッ ト が接続されていないこ と

• USBイ ン タ フ ェース使用時は、 回路が正し く 接続されている こ と、
および ド ラ イバが正し く イ ンス ト ールされている こ と をご確認 く
ださい。 ド ラ イバが正し く イ ンス ト ールされていない場合、 本装
置は正し く 動作し ませんので、 ド ラ イバを再イ ンス ト ールし て く
ださい。

• 本装置のUSBイ ン タ フ ェースはデバイス機器であり、 外部接続に
はUSBホス ト 機器と接続する必要があり ます。

• ド ラ イバが以下のOSに対応し ている こ と をご確認 く ださい。

- Windows XP （32ビ ッ ト 版）

- Windows Vista （32ビ ッ ト 版／64ビ ッ ト 版） - Windows CE 5.0

- Windows Embedded CE 6.0

NTTドコモ

., .

S/N:

:

FCC ID:QISUM01-HW

UM01-HW
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シ リ アル通信ができな
い

USBイ ン タ フ ェース • USBイ ン タ フ ェース と正し く 接続されている こ と をご確認 く だ さ
い。

• 接続されている端子番号をご確認 く ださい。

シ リ アルイ ン タ フ ェース
（UART）

• シ リ アルイ ン タ フ ェース と正し く 接続されている こ と をご確認 く
ださい。

• 伝送フ ォーマ ッ ト 、 ボーレー ト が正し く 設定されている こ と をご
確認 く ださい。

パケ ッ ト 通信ができな
い

- • ユーザ名 ・ パスワー ド およびAPNが正し く 設定されている こ と を
ご確認 く ださい。

• ド コモUIMカー ドが正し く 挿入されている こ と、 外部アンテナが
正し く 接続されている こ と をご確認 く ださい。

• ネ ッ ト ワークの電波状態をご確認 く ださい。

• ド コモUIMカー ドの契約をご確認 く ださい。

ド コモUIMカー ド を認
識できない

ド コモUIMカー ド • ド コモUIMカー ドが正し く 挿入されている こ と をご確認 く ださい。

• PIN1 コー ド照合が成功し ている こ と をご確認 く だ さい。

• PINロ ッ ク状態でないこ と をご確認 く だ さい。 PINロ ッ ク状態の場
合は、 PINロ ッ ク解除コー ド (PUKコー ド )を入力し てPINロ ッ ク を
解除し て く ださい。

• ド コモUIMカー ドがPIN完全ロ ッ ク状態(PUKロ ッ ク)でないこ と を
ご確認 く ださい。 PIN完全ロ ッ ク状態の場合は、 担当営業までご
連絡 く ださい。

• ド コモUIMカー ドの契約をご確認 く ださい。

SMSが受信できない SMS • SMSを メ モ リ に保存できない場合、 メ モ リ内の不要なデータ を消
去し、 メ モ リの空き容量を確保し て く ださい。

通信が不安定 アンテナ • ネ ッ ト ワークの電波状態が良 く ない可能性がある場合は、 電波状
態が良好な場所にアンテナを置いて く ださい。

現象 関連機能 注意事項
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13 　 保証と ア フ ターサービス

■保証について

• 本装置には保証書がついていますので、 必ずお受け取り く だ さ い。 記載内容および 『販売店名 ・ お買い上げ
日』 などの記載事項をお確かめの う え、 大切に保管願います。 必要事項が記載されていない場合は担当営業
へお申し付け く だ さい。 保証期間は、 お買い上げ日よ り 1年間です。

• 本装置は、 付属品を含め、 改良のため予告な く 本装置の全部または一部を変更する こ とがあ り ますので、 あ
らかじめご了承 く だ さい。

■ アフ ターサービスについて

◎故障の場合は

故障などのお問い合わせは、 担当営業も し く はご購入時の契約に準じ てご連絡 く だ さい。

◎保証期間内は

• 保証書の記載内容に基づき、 無料で修理いた し ます。

• 故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ち く だ さい。保証期間内であっ ても保証書の提示がないもの、お
客様のお取り扱い不良による故障 ・ 損傷などは対象外と な り ます。 

• ド コ モの指定以外の機器および消耗品の使用に起因する故障は、保証期間内であっ ても対象外と な り ます。 

◎次の場合は、 修理できないこ とがあ り ます。

• 水濡れシールを剥がさ ないで く だ さ い。 水濡れシールを剥がされた り、 貼り替え られた場合などは修理を
お受けできない場合があ り ます。

• 水濡れシールが反応し ている場合、 試験の結果、 水濡れ ・ 結露 ・ 汗などによ る腐食が発見された場合およ
び内部の基板が破損・変形し ている場合は修理できないこ とがあ り ますのであらかじめご了承願います。な
お、 修理が実施できる場合でも保証対象外と な り ます。 

◎部品の保有期間は

本装置の補修用性能部品 （機能を維持するために必要な部品） の 低保有期間は、 製造打ち切り後6年間で
す。 この部品保有期間を修理可能期間といた し ます。 ただ し、 修理部品の不足などによ り修理ができない場
合も ございますので、 あらかじめご了承 く だ さい。 また、 保有期間が経過し た後も、 故障箇所によ っ ては修
理可能な こ とがあ り ますので、 担当営業にお問い合わせ く だ さい。

保証とアフターサービス

総合お問い合わせ先< ド コ モイ ン フ ォ メ ーシ ョ ンセン ター >

0120-800-000
※携帯電話､PHS から も ご利用になれます。

● ダイヤル番号をよ く ご確認のう え、 お間違いのないよ う におかけ く だ さい。

なお、 詳し く はド コ モのホームページにてご確認 く だ さい。
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◎ お願い

●本装置および付属品の改造はおやめ く だ さい。 

• 火災･けが･故障の原因と な り ます。 

• 本装置は、 電波の混信やネ ッ ト ワークの故障を防ぐため、 法律によ り技術基準が定められてお り、 技術
基準を満た さ ない装置は使用できません。 

• 改造 （部品の交換･改造･塗装など） が施された場合は、 改造部分を元の状態 （ド コ モ純正状態） に戻し
ていただいた場合のみ、 故障修理のお取り扱いを させていただきます。 ただ し、 改造の内容によ っては、
故障修理をお断りする場合があ り ます。 

●本装置に貼付されている銘版シールは、 はがさ ないで く だ さい。 

銘版シールには、 技術基準を満たす証明書の役割があ り、 銘版シールが故意にはがされた り、 貼り替えら
れた場合など、 銘版シールの内容が確認できないと きは、 技術基準適合の判断ができないため、 故障修理
をお受けできない場合があ り ますので、 ご注意願います。 

◎ メ モ リ などの消去について

お客様ご自身で本装置に登録された メ モ リ などは、 別に メ モを取るなど し て保管し て く だ さ るよ う お願いし
ます。 メ モ リ などの変化、 消失に関し、 当社は何ら義務を負わないものと し、 一切の責任を負いかねますの
で、 あらかじめご了承 く だ さい。 

 保証と ア フ ターサービス （続き） 
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付録

付録A 　 略語

略語 正式名称

3G The Third Generation

3GPP 3rd Generation Partnership Project 

AMR Adaptive Multi-rate

B2B Board-to-Board Connector

bps bits per second

BTS Base Transceiver Station

DCE Data circuit－terminating equipment

DTE Data terminal equipment

EFR Enhanced Full Rate 

ETSI European Telecommunications Standards Institute

GPRS General Packet Radio Service

GSM Global Standard for Mobile Communications

I/O Input/Output

IMEI International Mobile Equipment Identity

ISO International Standards Organization

LED Light Emitting Diode

MO Mobile Originated 

MT Mobile Terminated 

N.C. Not Connect

PPP Point-to-point protocol 

RTC Real Time Clock

UART Universal asynchronous receiver-transmitter 

W-CDMA Wideband Code Division Multi Access
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付録B 　 CME ERROR一覧表

CME ERRORを送出するATコ マン ド によ って発生するCME ERRORの内容は以下の表 付録B-1のとお り です。

付録C 　 CMS ERROR一覧表 

SMSの操作などに使用するAT コ マン ド によ っ て発生するCMS ERRORの内容は以下の表 付録C-1のとお り です。

付録D 　 PIN1コー ド照合有効時でも制御可能なAT コマン ド一覧

本装置がPIN1 コー ド 照合有効時でも制御可能なATコ マン ド を以下に示し ます。

表 付録B-1  CME ERROR 各error値の説明

CME ERROR<error>値
（数値表記）

 CME ERROR<error>値
（文字列表記）

説明

3 operation not allowed PIN1 コー ド 照合無効時にPIN認証実行

11 SIM PIN required PIN1 コー ド 要求

12 SIM PUK required PUK （PINロ ッ ク解除コー ド） 要求

13 SIM failure ド コ モUIMカー ド な し

14 SIM busy ド コ モUIMカー ド ビジー

16 incorrect password PIN1 コー ド エラー

23 memory failure IMEI取得失敗、 または無効なIMEI

30 no network service PIN １ コー ド照合待ち状態

257 network rejected request ネ ッ ト ワークからの接続拒否

258 retry operation 操作の再試行要求

表 付録C-1  CMS ERROR 各error値の説明

CMS ERROR<error>値 説明

301 SMSイ ン ターフ ェース使用中

303 非対応の操作

304 PDUモー ド時のパラ メ ータが正し く あり ません （データの長さが指定された
<length> と異なるかPDUのフ ォーマ ッ ト に誤りがあ り ます）

305 TEXTモー ド時のパラ メ ータが正し く あり ません

321 メ モ リ ア ド レス無効

322 メ モ リ フル

332 ネ ッ ト ワーク タ イムアウ ト またはネ ッ ト ワーク規制中

500 不明なエラー

表 付録D-1 PIN1コー ド照合有効時でも制御可能なAT コマン ド一覧

コ マン ド

%AUTORESET &C +CCLK +CGSN +COPS E

%CURC &D +GMI/+CGMI +CHUP +CPIN I

%RESET &F +GMM/+CGMM +CLVL +CPWD S0

%SYSCFG &W +GMR/+CGMR +CMEE +IPR Z

%SYSINFO \S +CGDCONT
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付録E 　 本装置から利用できるサービス

日本国内でご利用いただけるサービスを以下に示し ます。

• 本装置から 110番、 119番、 118番通報の際は、 警察、 消防機関側から確認などの電話をする場合があるため、 携帯
電話からかけている こ と と、 電話番号を伝えてから、 明確に現在地を伝えて く だ さ い。 また、 通報は途中で通話
が切れないよ う に移動せず通報し、 通報後はすぐに電源を切らず10分程度は着信のでき る状態に し ておいて く だ
さい。 緊急通報については、 %CONN(P.69)、 %ORIG(P.74)をご参照 く だ さい。

• おかけにな っ た地域によ り、 管轄の消防署、 警察署に接続されない場合があ り ます。 接続されない場合は、 お近
く の公衆電話または一般電話からおかけ く だ さい。

• 日本国内では、 ド コ モUIMカー ドが未挿入、 PIN コー ド照合待ち状態またはPIN コー ド ロ ッ ク （PUKロ ッ ク） 中の場
合は、 緊急通報 （110番、 119番、 118番） を発信し ても接続されません。

付録F 　 USBイ ン タ フ ェースに必要なWindowsデバイス ド ラ イバ

本装置のUSBイ ン タ フ ェ ースをWindows OSで使用する場合は、 以下のデバイス ド ラ イバが必要と な り ます。

• 本装置が対応するWindows OSの種類 ：

Windows Vista （32ビ ッ ト 版／64ビ ッ ト 版）、 Windows XP （32ビ ッ ト 版）、 Windows CE 5.0、 Windows Embedded CE 6.0

表 付録F-1 USBイ ン タ フ ェースに必要なWindowsデバイス ド ラ イバ一覧

※ ： 本装置のUSBイ ン タ フ ェースをWindows CE 5.0またはWindows Embedded CE 6.0で使用する場合、 デバイス ド ラ

イバの名称は表示されません。

本装置から利用できるサービス 電話番号

番号案内サービス （有料 ： 案内料＋通話料）
（電話番号の案内を希望されないお客様につ
いては案内し てお り ません）

（局番な し） 104

電報の発信 （有料 ： 電報料） （局番な し） 115

時報サービス （有料） （局番な し） 117

天気予報 （有料） 知り たい地域の市外局番＋177

警察への緊急通報 （局番な し） 110

消防 ・ 救急への緊急通報 （局番な し） 119

海上で事件 ・ 事故が起きた と きの緊急通報 （局番な し） 118

災害用伝言ダイヤル （有料） （局番な し） 171

コ レ ク ト コール （有料 ： 案内料＋通話料） （局番な し） 106

イ ン タ フ ェースNo. 機能 Windowsデバイス ド ラ イバ※

0 モデムポー ト "FOMA UM01HW - 3G Modem"

1 COMポー ト  (使用禁止) "FOMA UM01HW - 3G Application Interface"

2 COMポー ト (ATコ マン ド ) "FOMA UM01HW- 3G PC UI Interface"
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付録G 　 文字コー ド表‐GSM7ビ ッ ト デフ ォル ト アルフ ァベ ッ ト

注意

• 次の文字コー ドはSMS送信時の制御文字に該当するため、 テキス ト の内容と し て送信する こ とはできません。
08:BS、 0d:CR、 0a:LF、 1a:SUBMIT、 1b:ESC

£ _ ! 1 A Q a q 

$ Φ " 2 B R b r 

¥ Г # 3 C S c s 

è Λ ¤   4 D T d t 

é Ω % 5 E U e u 

ù & 6 F V f v 

ì Ψ '  7 G W g w 

Σ ( 8 H X h x 

Ç Θ ) 9 I Y i y 

Ø K Ä  k ä 

ø Æ , < L Ö  l ö 

Å ß > N Ü  n ü 

å É / ? O § o à 

+ 

æ - = M Ñ  m ñ 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F
0 1 2 3 4 5 6 7 hex

Δ
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付録H 　 文字コー ド表‐IRA

付録I 　 本装置の動作が不安定な場合

「FOMA ユビキタ スモジュール® （FOMA® UM01-HW） 組込ガイ ド ラ イ ン」 の復旧フ ローをご参照 く だ さい。

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F hex

ª º
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索引

数字

3G........................................................................................................ 248

A

ATコ マン ド ........................................................................57, 60, 63

D

DTMF..........................................................................................71, 211

F

ド コ モUIMカー ド .................................................................46, 193

ド コ モUIMカー ド イ ン タ フ ェ ース ..............................46, 193

G

GPRS................................................................................................. 248

GSM.................................................................................................... 248

L

LED........................................................................................................50

P

PDUパケ ッ ト ...................................................................... 152, 157

PWRKEY ..............................................................................................39

R

RFコネク タ ........................................................................25, 26, 31

RTC .......................................................................................................41

S

SMA.......................................................................................................26

SMS.................................................................................................... 213

T

TPDU ............................................................................. 154, 157, 159

U

UART ....................................................................................................44

USBイ ン タ フ ェース...........................................................45, 161

W

WORLD WING................................................................................. 248

あ

ア ド レス情報............................................................ 152, 157, 159

アンテナ.....................................................................................26, 27

う

ウ ェーク ア ッ プ ............................................................................. 52

お

オーデ ィ オイ ン タ フ ェ ース..................................................... 48

音声通話..........................................................................................209

音声入出力....................................................................................... 37

か

海外利用サービス ......................................................................248

外部アンテナ .................................................................................. 26

外部接続コネク タ .................................................................20, 29

外部接続コネク タ端子............................................................... 20

外部装置イ ン タ フ ェース........................................................161

き

キャ ッ チホン ................................................................................245

競合条件表.....................................................................................244

く

組み込み例................................................................................17, 32

け

圏内／圏外の表示 ......................................................................199

こ

国際ロー ミ ング ...........................................................................248

さ

再発信規制.....................................................................................211

し

シ リ アルイ ン タ フ ェース................................................ 44, 161

す

ス リープモー ド ............................................................................. 52

せ

静電気..........................................................................................42, 43

切断理由............................................................................................ 89
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そ

装置仕様.............................................................................................15

ソ フ ト ウ ェ ア更新...................................................................... 250

た

端末機器技術基準適合認定 .................................................. 255

つ

通信状態表示...................................................................................50

て

電気的イ ン タ フ ェース ...............................................................23

電源出力.............................................................................................38

電源制御.............................................................................................39

電源の特性........................................................................................38

電波強度...................................................................................66, 199

と

動作環境.............................................................................................34

特定無線設備の技術基準適合証明等............................... 255

に

入出力端子........................................................................................36

ね

ネ ッ ト ワーク状態表示...............................................................50

は

パケ ッ ト 着信................................................................................ 204

パケ ッ ト 通信................................................................................ 199

番号計画ID ..................................................................................... 153

番号種別.......................................................................................... 152

ひ

ビジネスmoperaアクセスプレ ミ アム .................................19

ふ

プロ ト コルス タ ッ ク ................................................................. 199

ほ

保存環境.............................................................................................34

本装置状態表示..............................................................................50

本装置の特長...................................................................................14

み

ミ ュー ト .......................................................................................... 121

め

銘版シール.....................................................................................257

ゆ

輸出管理規制 ................................................................................256

り

リ アルタ イムク ロ ッ ク............................................................... 41

リザル ト コー ド ............................................................................. 58

れ

連続コ マン ド .................................................................................. 57
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マナーもいっ し ょ に携帯し ま し ょ う

本装置を使用する場合は、 周囲の方の迷惑にならないよ う に注意し ま し ょ う。 

こんな場合は本装置を使用し ないで く だ さい

◎使用禁止の場所にいる場合

本装置を使用し てはいけない場所があ り ます。 以下の場所では、 本装置を使用し ないで く だ さい。 

・ 航空機内 　 ・ 病院内 

※医用電気機器を使用し ている方がいるのは病棟だけではあ り ません。 ロビーや待合室などでも、 使用し な

いで く だ さい。

◎運転中の場合

運転中の本装置の操作は、 安全な走行の妨げと な り ます。 

◎満員電車の中や優先席付近など、 植込み型心臓ペース メ ーカおよび植込み型除細動器を装着し た方が近 く に

いる可能性がある場合

植込み型心臓ペース メ ーカおよび植込み型除細動器に悪影響を与える恐れがあ り ます。 



販売元 　 株式会社NTT ド コ モ

製造元 　 Huawei Technologies Co., Ltd.

'12.5 （第4版）


	本装置のご使用にあたって
	登録商標・商標について
	Windowsの表記について
	安全上のご注意（必ずお守りください）
	本装置の取り扱いについて
	ドコモUIMカードの取り扱いについて
	医用電気機器近くでの取り扱いについて
	本装置の取り扱い上のお願い
	ドコモUIMカードの取り扱い上のお願い
	本装置内蔵端末使用時に注意すべきことについて
	構成品
	目次
	1　 はじめに
	1.1 特長
	1.2 装置仕様
	1.3 外部装置との接続インタフェース
	1.4 外形図
	1.5 本装置で利用できるネットワークについて

	2　 外部接続インタフェースについて
	2.1 外部接続コネクタ
	2.2 アンテナインタフェース
	2.3 外部アンテナ
	2.4 外部アンテナの接続方法

	3　 機構
	3.1 本装置の外形寸法
	3.2 外部接続コネクタの外形寸法
	3.3 RFコネクタの外形寸法
	3.4 外部装置に接続する際の注意点
	3.5 本装置の推奨組み込み例（イメージ）

	4　 使用環境およびインタフェースの電気特性
	4.1 動作環境および保存環境
	4.2 入出力端子の特性
	4.3 電源の特性
	4.4 静電気に対する特性

	5　 インタフェースについて
	5.1 シリアルインタフェース（UART）
	5.2 USBインタフェース
	5.3 ドコモUIMカードインタフェース
	5.4 オーディオインタフェース
	5.5 ソフトウェア更新状態の表示
	5.6 ネットワークの種類と通信状態の表示
	5.7 スリープモード／ウェークアップ

	6　 ATコマンド説明
	6.1 ATコマンドについて
	6.2 リザルトコード
	6.3 ATコマンド一覧
	6.4 ATコマンド詳細

	7　 DTEインタフェース
	7.1 シリアルインタフェース（UART）／USBインタフェース
	7.2 シリアルインタフェース信号のシーケンス

	8　 ソフトウェア機能
	8.1 ドコモUIMカードインタフェース
	8.2 ソフトウェアのリセット
	8.3 ネットワーク関連情報
	8.4 パケット通信
	8.5 音声通話サービス
	8.6 SMS
	8.7 競合条件表

	9　 ネットワークサービス
	9.1 利用できるネットワークサービス
	9.2 各ネットワークサービスの概要

	10　 海外利用
	10.1 国際ローミング（WORLD WING）の概要
	10.2 海外で利用できるサービス
	10.3 ご出発前の確認

	11　 ソフトウェアの更新
	11.1 ソフトウェア更新
	11.2 ソフトウェア更新における注意事項
	11.3 ソフトウェア更新の状態

	12　 使用についての注意事項
	12.1 認証
	12.2 銘版シール
	12.3 故障と思ったら

	13　 保証とアフターサービス
	付録
	索引

